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序

　つくば市は，昭和38年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて，
日本の科学技術研究開発の核として，さらに，国際交流の拠点として
の国際都市にふさわしい町づくりを進めています。
　昨年度開通しました「つくばエクスプレス」は，つくば市と東京圏
を結び，人・物・情報の交流を盛んにし，地域活性化の大きな力となっ
ております。この事業は，平成６年７月に，茨城県，つくば市，地権
者の三者協議で，新線開発の合意を受け，茨城県は新線建設と沿線開
発を一体的に進める土地区画整理事業を推進しております。
　財団法人茨城県教育財団は，茨城県より埋蔵文化財発掘調査につい
ての委託を受け，上河原崎・中西特定土地区画整理事業に伴い，平成
13年度に島名ツバタ遺跡，平成16年度に元宮本前山遺跡の発掘調査を
実施いたしました。その成果の一部は，それぞれ当財団の文化財調査
報告第203・265集として刊行いたしました。
　本書は，平成17年度に調査を行った下河原崎谷中台遺跡及び平成
16・17年度に行った島名ツバタ遺跡の調査成果を収録したもので，本
書が学術的な研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を
深め，ひいては教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸
いです。
　なお，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者である茨城県
から多大な御協力を賜りましたことに対し，厚く御礼申し上げます。
　また，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会をはじめ，関係各位
からいただいた御指導，御協力に対し，感謝申し上げます。

　　平成19年３月



例 言

１ 　本書は，茨城県県南都市建設事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成16年度及び平成17年度

に発掘調査を実施した，茨城県つくば市大字下河原崎字中山526番地の１ほかに所在する下
しも

河
か

原
わらざき

崎谷
や

中
なかだい

台遺

跡，同市島名字榎内3,105番地ほかに所在する島
しま

名
な

ツバタ遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

　　調　査

　　　下河原崎谷中台遺跡　平成17年９月１日～平成18年３月31日

　　　島名ツバタ遺跡　　　平成16年８月１日～平成16年８月31日，平成17年９月１日～平成17年11月30日

　　整　理　　　　　　　　平成18年４月１日～平成19年３月31日

３　発掘調査は，調査課長川井正一のもと，以下の者が担当した。

　　下河原崎谷中台遺跡

　　　　　首席調査員兼班長　　吉原　作平

　　　　　主任調査員　　　　　島田　和宏

　　　　　主任調査員　　　　　高野　裕璽　　平成17年９月１日～平成17年９月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年３月１日～平成18年３月31日

　　　　　主任調査員　　　　　照山　大作　　平成17年９月１日～平成17年９月30日

　　　　　主任調査員　　　　　杉澤　季展　　平成17年10月１日～平成17年10月31日

　　　　　主任調査員　　　　　奥沢　哲也　　平成17年11月１日～平成18年３月31日

　　　　　主任調査員　　　　　本橋　弘巳

　　島名ツバタ遺跡

　　　　　首席調査員兼班長　　吉原　作平

　　　　　主任調査員　　　　　小野　克敏　　平成16年８月１日～平成16年８月31日

　　　　　主任調査員　　　　　島田　和宏　　平成17年９月１日～平成17年11月30日

　　　　　主任調査員　　　　　高野　裕璽　　平成17年９月１日～平成17年９月30日

　　　　　主任調査員　　　　　柴山　正広　　平成17年９月１日～平成17年９月30日

　　　　　主任調査員　　　　　小松崎和治　　平成17年10月１日～平成17年10月31日

　　　　　主任調査員　　　　　田月　淳一　　平成17年11月１日～平成17年11月30日

４　整理及び本書の執筆・編集は，整理第一課長瓦吹堅のもと，主任調査員高野裕璽が担当した。

５ 　本書の作成にあたり，鉱物の分類及び観察表については，独立行政法人産業技術総合研究所主任研究員

坂野靖行氏にご指導いただいた。

６　石器の実測・浄写については，その一部を（株）シン技術コンサルに委託した。



凡 例

１　地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，下河原崎谷中台遺跡についてはＸ軸＝＋7,400ｍ，

Ｙ軸＝＋18,400ｍの交点，島名ツバタ遺跡は，Ｘ軸＝＋6,040ｍ，Ｙ軸＝＋19,440ｍの交点を基準（Ａ１a1）

とした。

　　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々40ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を東

西・南北に各々10等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へa，b，c…j，西から東へ１，２，３

…０とし，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1区」，「Ｂ２b2区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　ＳＩ－住居跡　ＳＫ－土坑　ＳＤ－溝跡　Ｐ－柱穴

　　遺物　　Ｐ－土器　TP－拓本記録土器　DP－土製品　Ｑ－石器・石製品　Ｍ－金属製品

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

⑴　遺構全体図は下河原崎谷中台遺跡が500分の１，島名ツバタ遺跡が300分の１で，遺構の実測図は60分の

１の縮尺で掲載することを基本とした。

⑵　遺物は原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについて

は個々に縮尺をスケールで表示した。

⑶　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　　　炉・焼土・赤彩・自然釉　　　　　 火床面　　　　　 竈部材・粘土・黒色処理　　　　　 煤

　　　●土器　　　○土製品　　　□石器・石製品　　　△金属製品　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。

５　遺物観察表・遺構一覧表の表記については次のとおりである。

　⑴　現存値は（　）で，推定値は［　］を付して示した。 計測値の単位はcm，ｇで示した。

　⑵　遺物観察表の備考欄は，残存率，写真図版番号等，その他必要と思われる事項を記した。

６　「主軸」は，炉または竈を持つ竪穴住居跡についてはそれらを通る軸線とし，他の遺構については長軸（径）

を通る軸線を主軸と見なした。「主軸・長軸（径）方向」は，主軸・長軸（径）が座標北からみて，どの方

向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－10°－Ｅ）。
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所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
下 河 原 崎
谷 中 台 遺 跡

集落跡 旧石器 石器集中地点２か所 石器（ナイフ形石器・角
錐状石器・掻器・石刃），
石核，剥片，砕片，礫

第40号土坑から，県内初
の琴柱形石製品が出土し
ている。第１号石器集中
地点からは，３か所の石
器製作跡が確認されてい
る。

縄文 竪穴住居跡 ３軒
炉穴 ２基
陥し穴 ３基
土坑 ５基

縄文土器
石器（鏃・敲石）

古墳 竪穴住居跡 47軒
土坑 ８基

土師器，須恵器，土製品（勾
玉・丸玉・支脚），石製品（琴
柱形石製品・勾玉・管玉・臼玉・
有孔円板），石器（磨石・砥石）

その他 土坑 125基
溝跡 １条

土師器

墓域跡 平安 火葬墓 １基 須恵器
島名ツバタ遺跡 集落跡 古墳 竪穴住居跡 ４軒

土坑 １基
土師器，石製品（臼玉・
勾玉），鉄製品（手鎌）

その他 土坑　　　　　11基 土師器

要 約

　下河原崎谷中台遺跡は，旧石器時代から古墳時代にかけての複合遺跡である。旧石器時代
では，石器集中地点が２か所，縄文時代では，竪穴住居跡，炉穴，陥し穴，土坑が確認され
ている。古墳時代では，中期から後期の竪穴住居跡や土坑が確認されている。
　島名ツバタ遺跡は，今回の調査で古墳時代中期の竪穴住居跡，土坑が確認され，集落がさ
らに北方に広がることが想定される。前回までの調査では，古墳時代中期の住居跡から須恵
器の大型　や300点を超える臼玉，5,600点を超える炭化米や炭化種子が出土している。

抄 録
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－1－

第１節　調査に至る経緯

　茨城県は，首都圏とつくば研究学園都市を結ぶつくばエクスプレスを開通させるとともに，それに伴う沿線

開発に取り組んでいる。

  平成６年８月18日，茨城県知事から茨城県教育委員会教育長あてに，上河原崎・中西特定土地区画整理事業

における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会があった。これを受けて茨城県教育委員会

は，平成９年１月16日，22～24日，27日，６月12日，13日，25日に島名ツバタ遺跡，平成10年12月１日，４月

14日，21日，22日，６月９日，10日に下河原崎谷中台遺跡の試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成

10年１月９日に，茨城県教育委員会教育長は茨城県知事あてに，事業地内に島名ツバタ遺跡が所在する旨を，

平成12年３月24日及び平成13年３月１日に下河原崎谷中台遺跡が所在する旨について回答した。

　平成13年１月22日，茨城県県南都市建設事務局長から，茨城県教育委員会教育長あてに，文化財保護法第57

条の３第１項の規定に基づき，島名ツバタ遺跡に関する土木工事の通知が提出された。平成13年３月16日，茨

城県教育委員会教育長から茨城県県南都市建設事務局長あてに，記録保存のための発掘調査が必要であると

し，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成17年１月25日，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長から，茨城県教育委員会教育長あて

に，文化財保護法第57条の３第１項の規定に基づき，下河原崎谷中台遺跡に関する土木工事の通知が提出され

た。平成17年２月２日，茨城県教育委員会教育長から企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長あて

に，記録保存のための発掘調査が必要であるとし，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長は茨城県教育委員会教育長に，島名・福田坪地区特定土

地区画整理事業及び上河原崎・中西特定土地区画整理事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について平成16

年３月24日に島名ツバタ遺跡，平成17年３月９日に下河原崎谷中台遺跡について，それぞれ協議書が提出され

た。茨城県教育委員会委員長は，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長あてに，平成16年３月24

日に島名ツバタ遺跡，平成17年３月15日に下河原崎谷中台遺跡について，発掘調査の範囲及び面積等について

回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　財団法人茨城県教育財団は，企画部つくば・ひたちなか整備局新線沿線整備課長から埋蔵文化財発掘調査事

業について委託を受け，島名ツバタ遺跡は平成16年８月１日から平成16年８月31日及び平成17年９月１日から

平成17年11月30日まで，下河原崎谷中台遺跡は平成17年９月１日から平成18年３月31日まで発掘調査をそれぞ

れ実施することとなった。

第２節　調　査　経　過

　調査は，島名ツバタ遺跡が平成16年８月１日から平成16年８月31日及び平成17年９月１日から平成17年11月

30日まで，下河原崎谷中台遺跡が平成17年９月１日から平成18年３月31日まで実施した。その概要を表で記載

する。

第１章　調　査　経　緯



－2－

　　期 間
工程

９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理
補 足 調 査

撤 収

下河原崎谷中台遺跡（平成17年９月１日～平成18年３月31日）

　　期 間
工程

平成16年８月 平成17年９月 10月 11月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記 作 業
写 真 整 理
補 足 調 査

撤 収

島名ツバタ遺跡（平成16年８月１日～平成16年８月31日，平成17年９月１日～平成17年11月30日）
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第１節　地 理 的 環 境

　下河原崎谷中台遺跡及び島名ツバタ遺跡は，それぞれ茨城県つくば市大字下河原崎字中山526番地の１ほか，

つくば市大字島名字榎内3,105番地ほかに所在している。

　つくば市は，筑波山の南西に広がる標高20 ～ 25ｍの平坦な台地上に位置している。この台地は，筑波・稲

敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川の二つの河川によって区切られて

いる。それぞれの河川によって大きく開析された流域には，標高約５ｍの沖積地が発達している。台地は，東

から花室川，蓮沼川，小野川，東谷田川，西谷田川などの中小河川がほぼ北から南に流れて浅く開析され，谷

津や低地が細長く入り組んでいる。

　筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎層と呼ばれる斜

交層理の顕著な砂層，砂礫層さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（0.3 ～ 5.0ｍ），褐色の関東ローム層（0.5

～ 2.5ｍ）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている1）。

　下河原崎地区並びに島名地区は，つくば市の南西部，旧谷田部町域に位置しており，西谷田川に面した標高

23ｍほどの台地上に立地している。台地は主に畑地として耕作され，沖積低地は水田として利用されている。

下河原崎谷中台遺跡は，西谷田川左岸の台地の端部に位置し，沖積低地部から８ｍほど急激に立ち上がった斜

面上に立地している。さらに，集落は台地の端部から内側に幅100ｍほどの範囲内に集中して住居跡が存在し

ている。島名ツバタ遺跡は，同じく西谷田川左岸の台地の端部に位置し，今回の調査区域は台地の端部から

300ｍほど内側に入った平坦部である。

　下河原崎谷中台遺跡及び島名ツバタ遺跡における調査前の現況は山林であった。

第２節　歴 史 的 環 境

　周辺の小貝川や西谷田川，東谷田川，蓮沼川沿岸の台地上には，縄文時代から中世にかけての遺跡が数多く

所在している。

　旧石器時代の遺跡は，西谷田川左岸台地上の島
しま

名
な

ツバタ遺跡２）〈２〉や元
もとみやもとまえやま

宮本前山遺跡３）〈３〉，島
しま

名
な

榎
えのき

内
うち

南
みなみ

遺跡〈４〉，同右岸の根
ね

崎
さき

遺跡４）〈５〉や西
にしくりやま

栗山遺跡５）〈６〉のほか，東谷田川右岸の島名前
まえ

野
の

東
ひがし

遺跡６）〈７〉，

東谷田川支流の蓮沼川左岸に所在する苅
かり

間
ま

神
じんでん

田遺跡７）〈８〉や，花室川左岸の中
なかはら

原遺跡８）があり，ナイフ形石

器や尖頭器などが出土している。なかでも中原遺跡からは，石器集中地点が９か所確認されている。近くは元

宮本前山遺跡からも石器集中地点１か所が確認されており，ナイフ形石器をはじめ，台石・石核なども出土し

ていることから，石器製作跡の可能性が高い。

　縄文時代の遺跡は，小貝川左岸及び西谷田川に挟まれた台地上に，中期以降の集落跡が確認されている。西

谷田川左岸の台地縁辺部に立地している境
さかい

松
まつ

貝塚９）〈９〉は，つくば市谷田部の代表的な地点貝塚であり，縄

文時代中期から後期の土器や石器が出土している。また，東谷田川右岸の島
しま

名
な

境
さかい

松
まつ

遺跡10）〈10〉では，土器焼

成遺構と考えられる土坑が確認されている。小貝川左岸の台地上に立地する真
ま せ

瀬山
やま

田
だ

遺跡11）〈11〉は，中期か

ら後期の土器や石器が広範囲にわたって出土している。また，隣接する真
ま せ

瀬堀
ほりつき

附南
みなみ

遺跡〈12〉，真
ま せ

瀬山
やま

田
だ

北
きた

遺

跡〈13〉，鍋
なべぬま

沼新
しんでん

田長
ながみね

峰遺跡〈14〉からも縄文土器片が出土していることから，広い範囲に集落が存在してい

第２章　位 置 と 環 境
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たと想定される。東谷田川と西谷田川に挟まれた台地上には，島名前野東遺跡，谷
や た べ

田部漆
うるし

遺跡12）〈15〉，島
しま

名
な

前
まえ

野
の

遺跡13）〈16〉が立地し，中期の竪穴住居跡や陥し穴が確認されている。これらの河川に臨む台地の縁辺部

を中心に，縄文時代中期から本格的な生活が営まれるようになったと考えられる。さらに，元宮本前山遺跡か

らは，縄文時代早期の炉穴が確認されたことから，中期以前にも断続的に集落が営まれてきたことをうかがい

知ることができる。

　弥生時代の遺跡は当地域では少なく，谷田部地区では中期から後期の遺物が出土した境松遺跡や島名熊の山

遺跡14）〈17〉，下
しも

河
か

原
わら

崎
ざき

高
たかやま

山遺跡〈18〉などが確認されているだけである。特に，島名熊の山遺跡では，出土

した土器片から籾痕が認められ，稲作を考える上で興味深い資料である。

　古墳時代になると遺跡数の増加が顕著になる。前期では，島名熊の山遺跡，島名前野遺跡，島名前野東遺跡

などで集落跡が確認され，島名前野東遺跡では集落に付随した形で方形周溝墓３基が調査されている。しかし，

これらの集落はいずれも小規模で，東谷田川に沿って点在していた集落の一つと捉えることができる。

　中期になると，集落は西谷田川沿いにまで広がりを見せ，前述した遺跡に加えて，谷田部漆遺跡や島名ツバ

タ遺跡，元宮本前山遺跡，真
ま せ

瀬三
さん

度
ど

山
やま

遺跡15）〈19〉，上
かみかやまる

萱丸古
ふる

屋
や

敷
しき

遺跡16）〈20〉などでも集落跡が確認されている。

表１　下河原崎谷中台遺跡・島名ツバタ遺跡周辺遺跡一覧表

番　
　

号
遺　跡　名

時　　　代
番　
　

号
遺　跡　名

時　　　代

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中

世

近

世

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中

世

近

世

①  下河原崎谷中台遺跡 ○ ○ ○ 26 島 名 面 野 井 古 墳 群 ○
② 島 名 ツ バ タ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 27 島 名 八 幡 前 遺 跡 ○ ○ ○
3 元 宮 本 前 山 遺 跡 ○ ○ ○ 28 真 瀬 堀 附 北 遺 跡 ○
4 島 名 榎 内 南 遺 跡 ○ ○ ○ 29 苅 間 六 十 目 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○
5 根 崎 遺 跡 ○ ○ ○ 30 島 名 榎 内 遺 跡 ○
6 西 栗 山 遺 跡 ○ ○ 31 島 名 タ カ ド ロ 遺 跡 ○ ○
7 島 名 前 野 東 遺 跡 ○ ○ 32 島 名 一 丁 田 遺 跡 ○
8 苅 間 神 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 33 真 瀬 中 畑 遺 跡 ○ ○ ○
9 境 松 貝 塚 ○ ○ ○ ○ 34 高 田 和 田 台 遺 跡 ○
10 島 名 境 松 遺 跡 ○ ○ 35 島 名 薬 師 遺 跡 ○
11 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ 36 島 名 本 田 遺 跡 ○ ○ ○
12 真 瀬 堀 附 南 遺 跡 ○ ○ 37 谷 田 部 台 成 井 遺 跡 ○
13 真 瀬 山 田 北 遺 跡 ○ ○ 38 谷 田 部 福 田 前 遺 跡 ○ ○ ○
14 鍋 沼 新 田 長 峰 遺 跡 ○ ○ 39 真 瀬 新 田 谷 津 遺 跡 ○
15 谷 田 部 漆 遺 跡 ○ ○ 40 水 堀 下 道 遺 跡 ○
16 島 名 前 野 遺 跡 ○ ○ 41 島 名 関 ノ 台 遺 跡 ○
17 島 名 熊 の 山 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 42 水 堀 遺 跡 ○
18 下 河 原 崎 高 山 遺 跡 ○ ○ 43 柳 橋 遺 跡 ○ ○
19 真 瀬 三 度 山 遺 跡 ○ ○ 44 水 堀 屋 敷 添 遺 跡 ○ ○ ○
20 上 萱 丸 古 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ 45 平 後 遺 跡 ○ ○
21 下 河 原 崎 古 墳 群 ○ 46 面 野 井 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○
22 下河原崎高山古墳群 ○ 47 島 名 前 野 古 墳 ○
23 島 名 榎 内 古 墳 群 ○ 48 島名関ノ台南Ｂ遺跡 ○ ○
24 真 瀬 新 田 古 墳 群 ○ 49 島 名 熊 の 山 古 墳 群 ○
25 島 名 関 ノ 台 古 墳 群 ○ 50 上 河 原 崎 本 田 遺 跡 ○ ○ ○
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される。当遺跡に近い西谷田川に面する台地上には，下
しも

河
か

原
わらざき

崎古墳群〈21〉，下
しも

河
か

原
わらざき

崎高
たかやま

山古墳群18）〈22〉，島
しま

名
な

榎
えのき

内
うち

古墳群〈23〉，真
ま せ

瀬新
しんでん

田古墳群〈24〉が確認されている。集落跡の様相は，中期において東谷田川，西

谷田川両河川台地縁辺部から低地にかけての広い範囲で小規模な集落が形成されてきたのに対し，後期になる

と，しだいに島名熊の山遺跡を中心に大集落が形成され，台地の内陸部まで開墾されるようになる。

※文中の〈　〉内の番号は，表１及び第２図の該当番号と同じである。
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第１節　遺 跡 の 概 要

　下河原崎谷中台遺跡は，西谷田川左岸の標高22 ～ 24ｍの台地端部に立地している。調査対象面積は16,924㎡

であり，古墳時代を中心とした旧石器時代から平安時代にかけての複合遺跡である。

　今回の調査で確認された遺構は，旧石器時代の石器集中地点２か所，縄文時代の竪穴住居跡３軒，炉穴２基，

陥し穴３基，土坑５基，古墳時代の竪穴住居跡47軒，土坑８基，平安時代の火葬墓１基，その他の土坑125基，

溝跡１条である。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20㎝）に70箱出土しており，遺物の大半は古墳時代のものである。主

な遺物は，旧石器時代の石器等（石核・ナイフ形石器・角錐状石器・掻器・石刃・剥片・砕片・礫），縄文土

器（深鉢），石器（石鏃・敲石），古墳時代の土師器（坏・椀・坩・高坏・壺・甕・甑・ミニチュア），須恵器（把

手付椀），土製品（丸玉・勾玉・支脚），石製品（琴柱形石製品・勾玉・管玉・臼玉・有孔円板），石器（磨石・

砥石），平安時代の須恵器（坏・盤・甕）などである。

第２節　基　本　層　序

　調査区北部（Ｄ５f5）にテストピットを設定した。地表面の標高23.8ｍで，地表から２ｍほど掘削した。土

層は12層に細分され，観察結果は以下の通りである。

　第Ⅰ層は，黒褐色の現耕作土で，ローム粒子を微量含んでいる。層厚は20 ～ 30㎝である。

　第Ⅱ層は，暗褐色の旧耕作土で，ロームブロック・ローム粒子を少量含んでいる。層厚は10 ～ 30㎝である。

　第Ⅲ a層は，黒色粒子を微量含む褐色のソフト

ローム層である。層厚は15 ～ 30㎝である。

　第Ⅲ b 層は，褐色のソフトローム層である。

層厚は10 ～ 40㎝である。

　第Ⅳ層は，褐色のソフトローム層で，赤色粒子・

炭化粒子を微量含んでいる。本層の上部はクラッ

クが発達している。層厚は10 ～ 30㎝である。

　第Ⅴ層は， にぶい黄褐色のハードローム層で，

赤色粒子・白色粒子・ガラス質粒子・炭化粒子を

微量含んでいる。第１黒色帯に対比される。層厚

は15 ～ 20㎝である。

　第Ⅵ層は，褐色のハードローム層で，白色粒子・

ガラス質粒子・赤色粒子・炭化粒子を微量含んで

いる。姶良Ｔｎ火山灰（ＡＴ）を含む層に対比さ

れる。層厚は10 ～ 15㎝である。

　第Ⅶ～Ⅸ層は，暗褐色のハードローム層で，白

色粒子・黒色粒子を極めて微量含んでいる。粘性

第３章　下河原崎谷中台遺跡

第２図　基本土層図

Ⅰ

23.8m

23.0m

Ⅱ

Ⅲ a

Ⅲ b

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ～Ⅸ

Ⅹ

Ⅺ
22.0m
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が強く，硬く締まっている。第２黒色帯に対比される。また，本層の上部までが立川ローム層に比定され，本

層の下部から武蔵野ローム層に対比されると考えられる。層厚は30 ～ 40㎝である。

　第Ⅹ層は，オリーブ褐色のハードローム層で，粘性及び締まりが強い。層厚は10 ～ 15㎝である。

　第Ⅺ層は，にぶい黄褐色のソフトローム層で，白色粒子・灰白色粘土粒子を微量含んでいる。層厚は下層が

未掘のため，本来の厚さは不明である。

　なお，遺構の多くは，第Ⅱ層下部及び第Ⅲ層上面で確認した。
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第３節　遺 構 と 遺 物

１　旧石器時代の石器集中地点と遺物

　⑴　調査の方法（第４図）

　　 　縄文時代以降の調査をすすめる中で，複数の旧石器時代の石器が出土したため，縄文時代以降の調査終

了後，旧石器時代の石器集中地点と想定される場所に調査区を設定してローム層の掘削を行った。調査区

は，調査区域西部から北西部にかけた標高23.0 ～ 23.4ｍの台地端部に位置している。第１調査区は，Ｅ６

e1区を中心とした周辺部の20グリッドで，調査面積は約260㎡である。第２調査区は，Ｄ５f5・Ｄ５g5区

の２グリッドで，約12㎡である。

　　 　調査の結果，第１調査区のＥ６e1区を中心に，石器及び剥片などの分布が確認された。第２調査区では，

Ｄ５f5・Ｄ５g5区で石器及び剥片などの分布が確認された。これらは出土層位及び石材の構成が異なり，

D5a1

D5f5

23.5m

23m

22m

21m

20m

19m

18m

17m

第２調査区

E5c0

第１調査区

石器集中地点

旧石器時代調査区

第４図　旧石器時代調査区設定図
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第１号石器集中地点，第２号石器集中地点として調査をすすめた。

　⑵　石器集中地点

　　 　第１号石器集中地点は，黒曜石，安山岩を主体とし，基本層序のⅢ b層を中心としてⅢ a層下部からⅣ

層上部で確認した。また第２号石器集中地点は，黒曜石，チャート，トロトロ石を主体とし，同Ⅳ層下部

からⅤ層下部で確認できた。以下，それぞれの石器集中地点の特徴と出土した石器について記述する。

第１号石器集中地点（第５～ 18図）

位置　調査区西部のＥ６e1区を中心とした13の調査区で，台地平坦部から縁辺部に位置している。

遺物出土状況　石器，石核，剥片，砕片，礫等がＥ６c1・Ｅ６c2・Ｅ６d1・Ｅ６d2・Ｅ６d3・Ｅ５e0・Ｅ６

e1・Ｅ６e2・Ｅ６e3・Ｅ６f1・Ｅ６f2・Ｅ６f3・Ｅ６g3区にわたる南北約20ｍ，東西約12ｍの範囲に集中して

出土している。垂直分布は，標高22.534 ～ 23.052ｍに認められ，基本層序の第Ⅲａ層～Ⅳ層に相当する。また，

遺物相互の接合関係や出土遺物の平面的な分布などから，特に遺物の密集する地点３か所についてそれぞれＡ

区，Ｂ区，Ｃ区とした。Ａ区は，Ｅ６d1・Ｅ６e1区を中心としてＥ６d2・Ｅ６e2区に及ぶ南北約６ｍ，東西

５ｍの範囲である。主な出土遺物は安山岩の石核，剥片及び礫，黒曜石の石核，剥片及び砕片で，安山岩の接

合資料３点，黒曜石の接合資料２点，トロトロ石の接合資料１点が確認されている。Ｂ区は，Ｅ６e1区南部を

中心としてＥ６f1区に及ぶ南北約２ｍ，東西2.5ｍの範囲である。主な出土遺物は黒曜石の剥片及び砕片で，黒

曜石の接合資料３点が確認されている。Ｃ区は，Ｅ６d3区を中心としてＥ６d2・Ｅ６c2・Ｅ６c3区に及ぶ南

北3.5ｍ，東西３ｍの範囲である。主な出土遺物は安山岩の剥片及び礫，黒曜石の石核，剥片及び砕片である。

遺物　掻器１点，石刃１点，二次加工剥片１点，石核15点，剥片153点，砕片54点，礫８点が出土している。

石材別には，黒曜石181点，安山岩40点，トロトロ石６点，チャート２点，頁岩，凝灰岩，礫岩，砂岩各１点

である。黒曜石製の掻器Ｑ39，同石核Ｑ42は南部Ｅ６g3区の基本土層Ⅲｂ層，頁岩製の石刃Ｑ40は北部Ｅ６

c2区のⅢ a層，黒曜石製二次加工剥片は同区のⅢｂ層からそれぞれ出土している。

　石材別の重量では，安山岩が2933.3ｇ，黒曜石が498.4ｇ，トロトロ石が93.6ｇである。それぞれの個体数と

重量の関係をみると，安山岩は全体の17％で重量が全体の75％あまりを占めている。これに対して，黒曜石は

77％あまりで重量が13％ほどである。

　Ａ区では黒曜石128点（石核３，剥片80，砕片45），安山岩28点（石核３，剥片22，礫３），トロトロ石は剥片３点，

礫岩１点が出土している。Ｂ区では，黒曜石35点（石核３，剥片24，砕片８），安山岩は剥片１点，トロトロ

石剥片２点が出土している。Ｃ区では，黒曜石17点（剥片15，砕片２），安山岩５点（剥片２，礫３）が出土

している。

　次に接合関係をみると，当集中地点全体で安山岩３点，黒曜石７点，トロトロ石１点の接合資料が確認され

た。Ａ区では，安山岩３点，黒曜石２点，トロトロ石１点の接合資料が確認されている。安山岩では，接合資

料１はＱ５が石核残欠で，打点を転移させながら不定形の剥片Ｑ１～４・Ｑ６～９を剥離させている。接合資

料２は，Ｑ11が石核残欠で，打点を転移させながらＱ10・Ｑ12 ～Ｑ19を剥離させている。接合資料３は，石

核残欠Ｑ20からＱ21を剥離させたものである。黒曜石では，接合資料４はＱ22が石核残欠で，Ｑ23・Ｑ24を剥

離させている。接合資料５は剥片Ｑ25・Ｑ26が接合している。トロトロ石の接合資料６は，縦長剥片Ｑ27・Ｑ

28が接合している。Ｂ区からは，黒曜石の接合資料が３点確認されている。接合資料７は剥片Ｑ29・Ｑ30，接

合資料８は石核残欠Ｑ31・Ｑ32，接合資料９は剥片Ｑ34とＡ区出土のＱ33が接合している。Ｃ区からは，黒曜

石の接合資料が１点確認され，石核残欠Ｑ35・Ｑ36が接合資料10を形成している。その他，黒曜石の接合資料
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11は，当集中地点北部出土の剥片Ｑ37と，第31号住居跡覆土中から出土したＱ38が接合している。

　接合資料５・６・７・９はそれぞれ「折断技法」によって分離分割されたものと考えられ，当集中地点から

出土した剥片及び砕片の18％以上にあたる38点から，折断技法による分割とみられる痕跡が確認されている。

所見　石核と剥片，剥片同士が接合し，黒曜石及び安山岩を中心とする剥片や砕片が集中して出土している。

また，Ａ区，Ｂ区，Ｃ区の出土遺物の様相や接合関係から，それぞれの場所で中規模程度の剥片剥離が行われ

た石器製作跡の可能性が高い。出土層位は，第Ⅲ b層から第Ⅳ層上部が中心であり，遺物の平面及び垂直分

布から判断して同一時期の可能性が高い。また，石材に栃木県高原山産黒曜石や在地石材である黒色緻密安山

岩を使用していることから，時期は茨城県後期旧石器時代編年のⅡ c期と考えられる。
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黒曜石 安山岩 トロトロ石 チャート 頁岩 凝灰岩 礫岩 砂岩 合計 割合（％）

掻 器 1 － － － － － － － 1 0.4

石 刃 － － － － 1 － － － 1 0.4

二次加工剥片 1 － － － － － － － 1 0.4

石 核 9 4 － 1 － 1 － － 15 6.5

剥 片 116 30 6 1 － － － － 153 65.5

砕 片 54 － － － － － － － 54 23.3

礫 － 6 － － － － 1 1 8 3.5

合 計 181 40 6 2 1 1 1 1 233 100

割 合（％） 77.6 17.3 2.6 0.9 0.4 0.4 0.4 0.4 100

表２　第１号石器集中地点出土の石器組成（個体数）

黒曜石 安山岩 トロトロ石 チャート 頁岩 凝灰岩 礫岩 砂岩 合計（ｇ）合計（ｇ）

掻 器 16.4 － － － － － － － 16.4 0.4

石 刃 － － － － 19.1 － － － 19.1 0.5

二次加工剥片 16.7 － － － － － － － 16.7 0.4

石 核 224.9 905.2 － 7.9 － 1.1 － － 1139.1 29.4

剥 片 232.9 720.2 93.6 0.5 － － － － 1047.2 26.9

砕 片 7.5 － － － － － － － 7.5 0.2

礫 － 1307.9 － － － － 260.1 69.4 1637.4 42.2

合 計（ｇ） 498.4 2933.3 93.6 8.4 19.1 1.1 260.1 69.4 3883.4 100

割 合（％） 12.8 75.6 2.4 0.2 0.5 ≧ 0 6.7 1.8 100

表３　第１号石器集中地点出土の石器組成（重量）

第１号石器集中地点出土遺物観察表（第７～ 17図）

番号 種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Ｑ 1 剥片 7.1 4.1 2.7 71.6 安山岩 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 2 剥片 5.9 4.9 2.3 45.9 安山岩 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 3 剥片 5.7 7.9 2.7 101.4 安山岩 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 4 剥片 3.8 4.4 1.8 28.3 安山岩 第Ⅲa層 PL2

Ｑ 5 石核 6.9 9.2 5.5 341.3 安山岩 20㎝大の原石から打点を90°転移させながら不定形の剥片を剥離 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 6 剥片 5.6 3.9 2.1 39.1 安山岩 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 7 剥片 5.1 4.7 2.1 35.3 安山岩 第Ⅲb層 PL2

Ｑ 8 剥片 1.9 3.5 0.9 4.1 安山岩 第Ⅲa層 PL2

Ｑ 9 剥片 2.7 3.6 0.9 9.5 安山岩 第Ⅲb層 PL2

接合資料１ 8.7 11.0 6.6 676.5 安山岩 PL2・49

Ｑ 10 剥片 2.2 5.5 1.9 11.2 安山岩 第Ⅲa層 PL3

Ｑ 11 石核 5.7 7.7 6.5 356.1 安山岩 15㎝大の原石から打面を転移させながら不定形の剥片を剥離　 第Ⅲb層 PL3

Ｑ 12 剥片 3.6 3.7 1.6 17.3 安山岩 第Ⅲa層 PL3

Ｑ 13 剥片 3.1 2.4 0.9 4.9 安山岩 第Ⅲa層 PL3

Ｑ 14 剥片 4.5 6.2 2.3 49.9 安山岩 第Ⅲb層 PL3

Ｑ 15 剥片 3.7 2.8 1.6 10.3 安山岩 第Ⅲb層 PL3

Ｑ 16 剥片 2.8 3.8 1.1 8.5 安山岩 第Ⅲa層 PL3

Ｑ 17 剥片 1.3 2.3 1.3 2.3 安山岩 第Ⅳ層上部 PL3

Ｑ 18 剥片 3.9 1.5 0.6 3.1 安山岩 第Ⅲb層 PL3

Ｑ 19 剥片 5.9 4.7 2.3 37.2 安山岩 第Ⅲb層 PL3

接合資料２ 11.0 7.1 7.3 500.8 安山岩 PL3・49
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番号 種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Ｑ 20 石核 6.0 11.6 3.4 177.9 安山岩 15㎝大の原石から打面を転移させながら不定形の剥片を剥離　 第Ⅲb層 PL3

Ｑ 21 剥片 4.3 2.8 0.9 8.3 安山岩 横長剥片素材を分割 第Ⅲb層 PL3

接合資料３ 6.0 11.6 3.4 186.2 安山岩 PL3

Ｑ 22 石核 2.2 4.7 2.2 21.4 黒曜石 原石面を残し，一定の打面から不定形の剥片を剥離　 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 23 剥片 2.3 1.9 0.6 1.9 黒曜石 背面に前段階の剥離痕を残す　Ｑ22から剥離させた横長剥片を折断したもの　 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 24 剥片 2.1 1.2 1.1 1.7 黒曜石 第Ⅲb層 PL4

接合資料４ 2.2 5.2 3.0 25.0 黒曜石 PL4

Ｑ 25 剥片 1.6 2.0 0.7 1.2 黒曜石 接合資料５を折断したもの 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 26 剥片 1.8 0.8 0.4 0.4 黒曜石 接合資料５を折断したもの 第Ⅲb層 PL4

接合資料５ 1.6 2.3 0.6 1.6 黒曜石 小形の横長剥片　下端部に礫面を残す PL4

Ｑ 27 剥片 5.4 3.8 2.1 37.6 安山岩（トロトロ石）横長剥片　断面菱形状に表裏面を調整 第Ⅲb層

Ｑ 28 剥片 3.2 4.2 1.7 11.1 安山岩（トロトロ石）横長剥片　断面菱形状に表裏面を調整 第Ⅲb層

接合資料６ 6.9 5.2 2.1 48.7 安山岩（トロトロ石） PL49

Ｑ 29 剥片 2.6 2.9 1.0 4.9 黒曜石 縁辺の一部に微細剥離  折断により分割 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 30 剥片 2.7 2.8 1.2 6.7 黒曜石 折断により分割　折断後に形成されたとみられる微細剥離痕をもつ 第Ⅲa層 PL4

接合資料７ 2.7 5.6 1.1 11.6 黒曜石 横長の剥片 PL4

Ｑ 31 石核残欠 1.9 2.1 1.5 5.3 黒曜石 接合資料３が最終剥片剥離時に分解したもの 第Ⅲa層 PL4

Ｑ 32 石核残欠 2.1 2.0 2.1 7.2 黒曜石 接合資料３が最終剥片剥離時に分解したもの 第Ⅲa層 PL4

接合資料８ 2.1 4.1 2.0 12.5 黒曜石 小形の石核　打面は一定で不定形の剥片を剥離 PL4

Ｑ 33 剥片 1.2 1.2 0.6 0.7 黒曜石 接合資料６を折断したもの 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 34 剥片 2.5 1.7 1.2 3.6 黒曜石 接合資料６を折断したもの 第Ⅲb層 PL4

接合資料９ 3.4 1.8 1.5 4.3 黒曜石 断面三角形を呈する縦長剥片を素材とし，稜を調整したもの PL4

Ｑ 35 石核残欠 2.0 7.7 1.5 4.5 黒曜石 接合資料４が最終剥片剥離時に分解したもの 第Ⅲa層 PL5

Ｑ 36 石核残欠 2.5 3.2 1.4 7.7 黒曜石 接合資料４が最終剥片剥離時に分解したもの 第Ⅲb層 PL5

接合資料10 2.7 5.1 1.7 12.2 黒曜石 小形の石核　打面は一定で不定形の剥片を剥離 PL5

Ｑ 37 剥片 2.5 2.6 1.1 4.8 黒曜石 同一の打面からＱ38を剥離させた後に創出した剥片　 第Ⅲa層 PL5

Ｑ 38 剥片 2.6 1.7 0.9 2.6 黒曜石 同一の打面からＱ37を剥離させる前段階に創出した剥片　 SI-31覆土中 PL5

接合資料11 2.4 3.3 1.6 7.4 黒曜石 同一の打面から連続して剥離されたもの PL5

Ｑ 39 掻器 3.8 2.6 1.9 16.4 黒曜石 肉厚の縦長剥片素材を分割し，側縁に腹面からの調整を施す 第Ⅳ層上部 PL5・49

Ｑ 40 石刃 7.5 2.8 1.4 19.1 頁岩 大形の板状縦長剥片を素材　両側縁及び先端部に急角度の調整を
施す　左側縁上部に微細調整剥離痕 第Ⅲa層 PL5・49

Ｑ 41 二次加工を有する剥片 4.3 3.6 1.6 16.7 黒曜石 縦長剥片を切断　側縁の一部に微細剥離とみられる欠損　 第Ⅲb層 PL5・49

Ｑ 42 石核 6.2 7.3 3.1 129.4 黒曜石 表裏面とも礫面を残す原石に近い状態　腹面側からわずかに不定形の剥片を剥離 第Ⅲb層 PL5・49

Ｑ 43 石核 3.4 4.1 1.7 20.6 黒曜石 打面転移しながら不定形の小形剥片を剥離　最終作業面は側縁 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 44 剥片 3.0 3.1 1.3 8.7 黒曜石 縦長剥片が折損したもの 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 45 剥片 3.6 3.3 1.0 7.3 黒曜石 扇状の剥片　上端に微細剥離痕 第Ⅲb層 PL4

Ｑ 46 剥片 2.4 3.7 0.7 3.5 黒曜石 横長剥片　下縁及び側縁の一部に微細剥離痕 第Ⅲa層 PL4

Ｑ 47 剥片 4.8 4.0 1.8 26.3 安山岩（トロトロ石） 大型の縦長剥片を折断したもの　背面中央部に縦方向の稜をもつ 第Ⅲb層

Ｑ 48 剥片 4.6 2.1 0.8 7.3 安山岩（トロトロ石） 縦長剥片を折断したもの 第Ⅲa層

Ｑ 49 剥片 4.2 3.1 1.1 9.2 安山岩（トロトロ石） 大型の縦長剥片を折断した下端部 第Ⅲa層

Ｑ 50 剥片 2.7 1.6 0.7 2.1 安山岩（トロトロ石） 横長剥片 第Ⅲb層

表４　第１号石器集中地点全出土遺物一覧表

番号 石器製作跡 出土位置 Ｘ座標（m）Ｙ座標（m）標高（m）種　別 材　質 長さ 幅 厚さ 重量 礫面 接合資料 特徴

Ｑ１ Ａ区 第Ⅲ b層 7224.612 18603.570 22.715 剥片 安山岩 7.1 4.1 2.7 71.6 Ｂ 接合資料１

Ｑ２ Ａ区 第Ⅲ b層 7222.191 18602.975 22.764 剥片 安山岩 5.9 4.9 2.3 45.9 Ｃ 接合資料１
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番号 石器製作跡 出土位置 Ｘ座標（m）Ｙ座標（m）標高（m）種　別 材　質 長さ 幅 厚さ 重量 礫面 接合資料 特徴

Ｑ３ Ａ区 第Ⅲ b層 7222.547 18603.012 22.764 剥片 安山岩 5.7 7.9 2.7 101.4 Ｂ 接合資料１

Ｑ４ Ａ区 第Ⅲ a層 7222.728 18602.653 22.817 剥片 安山岩 3.8 4.4 1.8 28.3 Ｂ 接合資料１

Ｑ５ Ａ区 第Ⅲ b層 7227.718 18602.810 22.616 石核 安山岩 6.9 9.2 5.5 341.3 Ｄ 接合資料１

Ｑ６ Ａ区 第Ⅲ b層 7222.916 18602.587 22.784 剥片 安山岩 5.6 3.9 2.1 39.1 Ｃ 接合資料１

Ｑ７ Ａ区 第Ⅲ b層 7222.980 18602.351 22.704 剥片 安山岩 5.1 4.7 2.1 35.3 Ｅ 接合資料１

Ｑ８ Ａ区 第Ⅲ a層 7223.484 18603.047 22.879 剥片 安山岩 1.9 3.5 0.9 4.1 Ｂ 接合資料１

Ｑ９ Ａ区 第Ⅲ b層 7223.484 18603.262 22.745 剥片 安山岩 2.7 3.6 0.9 9.5 Ｄ 接合資料１

Ｑ 10 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.171 18602.239 22.875 剥片 安山岩 2.2 5.5 1.9 11.2 Ｅ 接合資料２

Ｑ 11 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.486 18602.984 22.731 石核 安山岩 5.7 7.7 6.5 356.1 Ｃ 接合資料２

Ｑ 12 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.964 18602.772 22.878 剥片 安山岩 3.6 3.7 1.6 17.3 Ｂ 接合資料２

Ｑ 13 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.120 18602.225 22.882 剥片 安山岩 3.1 2.4 0.9 4.9 Ｄ 接合資料２

Ｑ 14 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.137 18602.320 22.801 剥片 安山岩 4.5 6.2 2.3 49.9 Ｂ 接合資料２

Ｑ 15 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.699 18602.336 22.739 剥片 安山岩 3.7 2.8 1.6 10.3 Ｅ 接合資料２

Ｑ 16 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.865 18603.137 22.877 剥片 安山岩 2.8 3.8 1.1 8.5 Ａ 接合資料２

Ｑ 17 Ａ区 第Ⅳ層上部 7221.962 18603.082 22.549 剥片 安山岩 1.3 2.3 1.3 2.3 Ａ 接合資料２

Ｑ 18 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.025 18601.593 22.806 剥片 安山岩 3.9 1.5 0.6 3.1 Ａ 接合資料２

Ｑ 19 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.041 18602.618 22.740 剥片 安山岩 5.9 4.7 2.3 37.2 Ｄ 接合資料２

Ｑ 20 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.727 18602.592 22.758 石核 安山岩 6.0 11.6 3.4 177.9 Ｂ 接合資料３

Ｑ 21 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.908 18602.721 22.711 剥片 安山岩 4.3 2.8 0.9 8.3 Ｅ 接合資料３

Ｑ 22 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.210 18604.100 22.725 石核残欠黒曜石 2.2 4.7 2.2 21.4 Ｄ 接合資料４

Ｑ 23 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.516 18602.753 22.749 剥片 黒曜石 2.3 1.9 0.6 1.9 Ｅ 接合資料４

Ｑ 24 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.839 18604.598 22.661 剥片 黒曜石 2.1 1.2 1.1 1.7 Ｅ 接合資料４

Ｑ 25 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.543 18604.010 22.681 剥片 黒曜石 1.6 2.0 0.7 1.2 Ｅ 接合資料５

Ｑ 26 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.008 18604.221 22.698 剥片 黒曜石 1.8 0.8 0.4 0.4 Ｅ 接合資料５

Ｑ 27 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.436 18601.679 22.739 縦長剥片トロトロ石 5.4 3.8 2.1 37.6 Ｅ 接合資料６

Ｑ 28 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.412 18601.695 22.742 縦長剥片トロトロ石 3.2 4.2 1.7 11.1 Ｅ 接合資料６

Ｑ 29 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.056 18600.884 22.747 剥片 黒曜石 2.6 2.9 1.0 4.9 Ｅ 接合資料７

Ｑ 30 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.582 18601.101 22.849 剥片 黒曜石 2.7 2.8 1.2 6.7 Ｅ 接合資料７

Ｑ 31 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.365 18600.500 22.882 石核残欠黒曜石 1.9 2.1 1.5 5.3 Ｅ 接合資料８

Ｑ 32 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.256 18602.083 22.874 石核残欠黒曜石 2.1 2.0 2.1 7.2 Ｅ 接合資料８

Ｑ 33 Ａ区 第Ⅲ b層 7220.419 18604.444 22.685 剥片 黒曜石 1.2 1.2 0.6 0.7 Ｅ 接合資料９

Ｑ 34 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.410 18601.130 22.676 剥片 黒曜石 2.5 1.7 1.2 3.6 Ｅ 接合資料９

Ｑ 35 Ｃ区 第Ⅲ a層 7225.381 18609.788 22.796 剥片 黒曜石 2.0 7.7 1.5 4.5 Ｅ 接合資料 10

Ｑ 36 Ｃ区 第Ⅲ b層 7225.339 18610.130 22.775 剥片 黒曜石 2.5 3.2 1.4 7.7 Ｄ 接合資料 10

Ｑ 37 第Ⅲ a層 7229.766 18605.632 22.943 剥片 黒曜石 2.5 2.6 1.1 4.8 Ｅ 接合資料 11 SI31出土のQ38と接合

Ｑ 39 第Ⅳ層上部 7214.400 18609.199 22.769 掻器 黒曜石 3.8 2.6 1.9 16.4 Ｅ

Ｑ 40 第Ⅲ a層 7230.486 18605.882 22.930 石刃 頁岩 7.5 2.8 1.4 19.1 Ｅ

Ｑ 41 第Ⅲ b層 7230.347 18605.612 22.803 二次加工剥片 黒曜石 4.3 3.6 1.6 16.7 Ｅ

Ｑ 42 第Ⅲ b層 7215.021 18608.996 22.804 石核 黒曜石 6.2 7.3 3.1 129.4 Ｂ 扁平な原石の側縁部に
わずかな剥離痕を残す

Ｑ 43 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.994 18603.956 22.698 石核 黒曜石 3.4 4.1 1.7 20.6 Ｅ

Ｑ 44 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.432 18603.977 22.807 剥片 黒曜石 3.0 3.1 1.3 8.7 Ｅ

Ｑ 45 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.889 18603.048 22.723 剥片 黒曜石 3.6 3.3 1.0 7.3 Ｅ 上端に微細剥離痕

Ｑ 46 Ｂ区 第Ⅲ a層 7221.204 18600.932 22.903 剥片 黒曜石 2.4 3.7 0.7 3.5 Ｅ 下縁及び側縁に微細
剥離痕　　　　　　

Ｑ 47 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.428 18600.226 22.712 剥片 トロトロ石 4.8 4.0 1.8 26.3 Ｅ 大型の縦長剥片を折
断

Ｑ 48 第Ⅲ a層 7220.994 18601.184 22.835 剥片 トロトロ石 4.6 2.1 0.8 7.3 Ｅ 縦長剥片を折断

Ｑ 49 Ａ区 第Ⅲ a層 7221.390 18602.658 22.821 剥片 トロトロ石 4.2 3.1 1.1 9.2 Ｅ 大型縦長剥片を折断

Ｑ 50 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.901 18600.734 22.716 剥片 トロトロ石 2.7 1.5 0.7 2.1 Ｅ 横長剥片
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Ｑ 51 第Ⅲ b層 7215.027 18609.715 22.830 剥片 黒曜石 2.5 1.3 0.7 1.6 Ｅ

Ｑ 52 第Ⅲ a層 7211.335 18617.047 22.734 石核残欠黒曜石 2.0 1.7 1.5 5.6 Ｂ

Ｑ 53 Ａ区 第Ⅲ a層 7221.161 18603.529 23.052 剥片 黒曜石 2.0 1.0 0.6 0.9 Ｅ

Ｑ 54 Ａ区 第Ⅲ a層 7219.444 18604.769 22.936 剥片 黒曜石 2.7 1.8 1.0 6.0 Ｅ

Ｑ 55 第Ⅲ a層 7216.904 18603.281 22.910 剥片 凝灰岩 1.8 0.9 0.8 1.1 Ｅ

Ｑ 56 第Ⅲ a層 7237.122 18617.132 22.679 剥片 黒曜石 2.4 3.8 1.2 5.5 Ｅ

Ｑ 57 第Ⅲ a層 7213.325 18608.417 22.350 剥片 安山岩 1.7 1.6 0.5 0.8 Ｅ

Ｑ 58 第Ⅲ a層 7230.390 18605.618 22.937 石核残欠黒曜石 2.0 3.7 3.8 14.4 Ｅ

Ｑ 59 第Ⅲ b層 7219.059 18602.871 22.803 剥片 安山岩 3.9 3.6 0.7 11.0 Ｅ 小形の円礫を輪切り
（楔形）状に剥離

Ｑ 60 第Ⅲ b層 7219.130 18604.012 22.763 石核残欠チャート 2.3 3.2 1.2 7.9 Ｅ 擦切施溝痕を残す

Ｑ 61 第Ⅲ a層 7229.973 18604.847 22.827 砕片 黒曜石 1.6 1.1 0.3 0.3 Ｅ

Ｑ 62 7230.689 18600.294 22.997 剥片 チャート 1.5 1.1 0.2 0.5 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 63 第Ⅲ b層 7229.544 18598.538 22.857 剥片 黒曜石 3.1 1.6 0.8 3.7 Ｅ 下端に角礫面を残す

Ｑ 64 第Ⅲ b層 7228.162 18603.758 22.701 剥片 黒曜石 2.8 2.6 1.0 6.0 Ｅ

Ｑ 65 第Ⅲ a層 7229.821 18604.993 22.918 剥片 黒曜石 2.1 1.6 0.4 1.2 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 66 第Ⅲ b層 7229.876 18605.465 22.834 剥片 黒曜石 1.7 1.0 0.3 0.4 Ａ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 67 第Ⅲ b層 7229.880 18605.513 22.821 剥片 黒曜石 1.9 1.0 0.6 0.9 Ｅ

Ｑ 68 第Ⅲ b層 7229.517 18606.068 22.841 剥片 黒曜石 2.7 1.6 1.2 4.1 Ｅ

Ｑ 69 7227.348 18609.765 22.668 剥片 黒曜石 1.8 0.8 0.3 0.4 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 70 Ｃ区 第Ⅲ b層 7226.380 18609.873 22.744 剥片 黒曜石 3.0 1.7 1.3 6.6 Ｅ 下端に角礫面を残す

Ｑ 71 第Ⅲ b層 7226.381 18607.141 22.756 縦長剥片黒曜石 2.8 1.4 0.5 1.6 Ｂ 透明度高い　信州産ｶ

Ｑ 72 第Ⅲ a層 7226.576 18603.055 22.885 砕片 黒曜石 1.3 1.0 0.2 0.2 Ｅ

Ｑ 73 第Ⅲ a層 7225.880 18602.782 22.933 砕片 黒曜石 1.1 0.4 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 74 第Ⅲ a層 7225.530 18602.071 22.892 剥片 黒曜石 1.7 1.7 0.5 1.1 Ｅ

Ｑ 75 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.918 18602.520 22.706 砕片 黒曜石 1.1 1.0 0.4 0.1 Ｅ

Ｑ 76 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.971 18602.879 22.911 剥片 黒曜石 1.7 1.4 0.5 1.1 Ｅ

Ｑ 77 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.864 18602.827 22.943 剥片 黒曜石 1.9 1.4 0.2 0.7 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 78 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.768 18602.897 22.933 砕片 黒曜石 1.1 0.9 0.3 0.2 Ｅ

Ｑ 79 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.326 18602.766 22.745 砕片 黒曜石 1.4 0.8 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 80 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.169 18602.424 22.795 砕片 黒曜石 0.8 0.8 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 81 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.213 18602.186 22.796 砕片 黒曜石 1.1 0.6 0.1 0.1 Ｅ 薄い板状砕片を折断

Ｑ 82 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.233 18603.028 22.866 剥片 黒曜石 2.5 2.1 0.5 2.4 Ｅ 板状剥片を折断

Ｑ 83 Ａ区 第Ⅳ層上部 7225.295 18603.497 22.686 剥片 黒曜石 2.5 1.3 0.9 3.2 Ｅ 横長剥片を折断

Ｑ 84 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.834 18603.550 22.795 剥片 黒曜石 3.0 1.2 0.9 2.8 Ｅ

Ｑ 85 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.814 18603.794 22.686 砕片 黒曜石 0.9 0.6 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 86 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.278 18603.064 22.858 砕片 黒曜石 0.7 0.6 0.4 0.1 Ｅ

Ｑ 87 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.458 18603.368 22.756 剥片 安山岩 4.4 2.8 0.9 10.9 Ｃ

Ｑ 88 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.495 18604.142 22.820 砕片 黒曜石 0.7 0.5 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 89 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.396 18607.353 22.713 礫 安山岩 9.6 5.4 3.7 242.3 Ｅ 両端部に擦痕

Ｑ 90 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.561 18608.059 22.732 剥片 安山岩 4.4 3.2 0.9 10.9 Ｂ

Ｑ 91 Ｃ区 第Ⅲ a層 7224.909 18608.594 22.779 剥片 黒曜石 2.6 1.8 0.6 2.0 Ｅ 側縁に折断痕

Ｑ 92 Ｃ区 第Ⅲ b層 7225.649 18609.558 22.748 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.3 0.1 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 93 Ｃ区 第Ⅲ b層 7225.636 18609.670 22.534 剥片 黒曜石 1.9 0.9 0.4 0.2 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 94 Ｃ区 第Ⅲ a層 7225.501 18609.877 22.818 砕片 黒曜石 1.3 0.5 0.2 0.1 Ｅ 薄い板状砕片を折断

Ｑ 95 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.804 18609.238 22.748 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.2 0.3 Ｅ 背面に調整剥離痕

Ｑ 96 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.308 18608.855 22.741 剥片 黒曜石 1.9 1.3 1.0 1.5 Ｅ

Ｑ 97 Ｃ区 第Ⅲ a層 7223.401 18608.573 22.734 剥片 黒曜石 1.6 1.5 0.8 0.8 Ｅ
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Ｑ 98 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.105 18608.508 22.679 礫 安山岩 8.3 7.1 5.4 378.8 Ｅ 上端・下端の一部に使
用痕とみられる擦痕

Ｑ 99 Ｃ区 第Ⅲ b層 7222.933 18608.939 22.740 剥片 黒曜石 1.6 1.0 0.9 0.8 Ｅ

Ｑ 100 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.820 18607.335 22.701 礫 安山岩 6.4 3.8 3.7 123.9 Ｅ 一部に使用痕とみら
れる擦痕

Ｑ 101 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.059 18605.196 22.822 剥片 黒曜石 2.8 1.4 0.6 1.9 Ｅ

Ｑ 102 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.717 18605.121 22.736 剥片 黒曜石 3.1 2.0 0.5 3.5 Ｅ 横長剥片を折断

Ｑ 103 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.191 18605.439 22.791 剥片 黒曜石 2.0 1.0 0.4 1.3 Ｅ 板状剥片を折断

Ｑ 104 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.107 18604.244 22.640 剥片 黒曜石 3.8 1.8 1.2 7.4 Ｅ

Ｑ 105 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.361 18604.490 22.833 剥片 黒曜石 2.7 1.9 0.5 2.4 Ｅ 横長剥片の背面に厚み
を減じるための剥離

Ｑ 106 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.337 18604.110 22.624 剥片 黒曜石 2.5 1.6 1.3 3.8 Ｅ

Ｑ 107 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.478 18604.092 22.627 砕片 黒曜石 1.1 0.6 0.3 0.2 Ｅ

Ｑ 108 Ａ区 第Ⅳ層上部 7223.644 18604.110 22.573 剥片 黒曜石 3.4 2.4 1.2 5.5 Ａ 背面に角礫面を残す

Ｑ 109 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.906 18603.834 22.930 砕片 黒曜石 1.0 0.7 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 110 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.105 18603.707 22.682 剥片 黒曜石 1.4 0.9 0.4 0.4 Ｅ

Ｑ 111 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.258 18604.184 22.630 縦長剥片黒曜石 2.2 1.0 0.6 1.1 Ｅ

Ｑ 112 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.284 18603.602 22.677 剥片 黒曜石 1.8 1.0 0.5 0.7 Ｅ

Ｑ 113 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.407 18603.821 22.627 砕片 黒曜石 1.0 0.9 0.4 0.2 Ｅ

Ｑ 114 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.238 18603.537 22.592 剥片 黒曜石 1.9 0.9 0.7 1.7 Ｅ

Ｑ 115 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.546 18603.444 22.658 砕片 黒曜石 1.2 1.0 0.2 0.2 Ｅ

Ｑ 116 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.780 18603.479 22.675 剥片 黒曜石 1.9 1.8 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 117 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.978 18603.404 22.688 砕片 黒曜石 1.2 0.6 0.3 0.1 Ｅ 鋭利な角錐状

Ｑ 118 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.764 18603.044 22.889 剥片 黒曜石 2.4 1.2 0.6 1.0 Ｅ

Ｑ 119 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.074 18602.982 22.723 剥片 黒曜石 2.4 2.2 1.1 6.4 Ｄ

Ｑ 120 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.476 18602.848 22.842 縦長剥片黒曜石 2.8 1.4 0.6 2.2 Ｅ

Ｑ 121 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.848 18603.245 22.730 砕片 黒曜石 1.2 0.7 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 122 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.405 18603.175 22.622 石核残欠黒曜石 3.6 2.7 1.4 10.7 Ｅ

Ｑ 123 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.000 18603.091 22.726 剥片 黒曜石 1.4 1.0 0.2 0.4 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 124 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.936 18603.289 22.745 剥片 黒曜石 2.3 1.0 0.4 0.7 Ｅ 角礫の打面を残す

Ｑ 125 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.091 18603.384 22.704 剥片 黒曜石 1.6 0.9 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 126 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.744 18602.712 22.793 剥片 黒曜石 2.9 1.4 0.8 2.9 Ｅ

Ｑ 127 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.750 18602.590 22.932 砕片 黒曜石 0.8 0.8 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 128 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.855 18602.554 22.745 剥片 黒曜石 1.4 1.0 0.4 0.6 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 129 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.547 18602.601 22.693 剥片 黒曜石 1.7 1.5 0.4 1.1 Ｅ 板状剥片を折断

Ｑ 130 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.379 18602.515 22.673 砕片 黒曜石 1.2 0.6 0.2 0.2 Ｅ

Ｑ 131 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.241 18601.950 22.816 砕片 黒曜石 1.1 0.6 0.4 0.1 Ｅ

Ｑ 132 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.147 18601.672 22.887 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.4 0.5 Ｅ 横長剥片を折断

Ｑ 133 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.975 18601.940 22.833 剥片 黒曜石 1.6 1.4 0.5 0.8 Ｅ 板状剥片を折断

Ｑ 134 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.800 18601.647 22.669 砕片 黒曜石 0.7 0.6 0.5 0.1 Ｅ

Ｑ 135 Ａ区 第Ⅲ a層 7222.649 18601.939 22.817 砕片 黒曜石 1.0 0.6 0.4 0.1 Ｅ

Ｑ 136 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.313 18601.783 22.759 砕片 黒曜石 1.2 0.7 0.2 0.2 Ｅ 薄い板状砕片を折断

Ｑ 137 第Ⅲ b層 7220.914 18598.635 22.930 砕片 黒曜石 1.5 0.6 0.2 0.1 Ｂ

Ｑ 138 Ｂ区 第Ⅲ a層 7221.050 18600.297 22.814 剥片 黒曜石 2.3 1.2 0.9 1.6 Ｅ

Ｑ 139 Ｂ区 第Ⅲ a層 7221.438 18600.974 22.888 剥片 黒曜石 1.9 1.2 1.0 2.7 Ｅ

Ｑ 140 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.395 18600.697 22.871 砕片 黒曜石 1.0 0.6 0.3 0.2 Ｅ

Ｑ 141 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.736 18601.358 22.694 剥片 黒曜石 1.9 0.8 0.5 0.9 Ｅ

Ｑ 142 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.821 18601.474 22.682 砕片 黒曜石 1.4 0.8 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 143 Ｂ区 第Ⅲ b層 7221.130 18601.394 22.731 剥片 黒曜石 2.0 1.4 0.7 1.5 Ｅ

Ｑ 144 Ｂ区 第Ⅲ b層 7221.074 18601.531 22.680 剥片 黒曜石 1.2 0.8 0.6 0.4 Ｅ
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Ｑ 145 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.840 18601.816 22.779 剥片 黒曜石 1.6 1.1 0.3 0.4 Ｅ

Ｑ 146 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.896 18602.156 22.878 剥片 黒曜石 2.7 1.6 1.2 4.0 Ｅ

Ｑ 147 Ｂ区 第Ⅳ層 7221.009 18602.222 22.600 剥片 黒曜石 1.7 1.2 0.6 0.9 Ｅ

Ｑ 148 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.446 18602.109 22.731 石核残欠黒曜石 4.0 2.6 1.3 10.3 Ｅ

Ｑ 149 Ｂ区 第Ⅲ a層 7219.970 18601.923 22.759 砕片 黒曜石 1.3 0.8 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 150 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.059 18601.686 22.712 砕片 黒曜石 0.7 0.6 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 151 Ｂ区 第Ⅲ b層 7221.040 18601.613 22.683 剥片 黒曜石 1.8 0.7 0.6 0.6 Ｅ

Ｑ 152 Ｂ区 第Ⅲ b層 7221.154 18601.603 22.661 剥片 黒曜石 1.5 1.4 0.3 0.4 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 153 Ａ区 第Ⅲ b層 7221.568 18603.023 22.650 砕片 黒曜石 0.7 0.6 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 154 Ａ区 第Ⅲ b層 7221.511 18603.329 22.751 剥片 黒曜石 1.3 1.4 0.5 0.4 Ｅ

Ｑ 155 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.063 18602.553 22.682 剥片 黒曜石 1.6 1.0 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 156 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.280 18602.480 22.668 砕片 黒曜石 1.7 0.6 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 157 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.164 18603.082 22.693 砕片 黒曜石 1.0 0.6 0.4 0.1 Ｅ

Ｑ 158 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.299 18603.068 22.833 剥片 黒曜石 2.0 1.2 0.4 0.7 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 159 Ａ区 第Ⅲ a層 7221.481 18603.996 22.888 剥片 黒曜石 1.3 0.7 0.4 0.2 Ｅ

Ｑ 160 Ａ区 第Ⅲ a層 7221.596 18604.273 22.791 砕片 黒曜石 1.0 1.0 0.3 0.3 Ｅ

Ｑ 161 Ａ区 第Ⅲ a層 7220.734 18603.968 22.847 剥片 黒曜石 2.3 1.4 0.6 1.2 Ｅ

Ｑ 162 Ａ区 第Ⅳ層上部 7223.769 18603.870 22.586 剥片 黒曜石 2.5 1.5 0.5 1.4 Ｅ

Ｑ 163 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.046 18603.647 22.630 剥片 黒曜石 2.0 1.2 0.7 1.8 Ｅ

Ｑ 164 Ａ区 第Ⅳ層 7224.280 18603.714 22.567 剥片 黒曜石 2.7 1.8 0.8 2.9 Ｅ 板状剥片を折断

Ｑ 165 Ａ区 第Ⅳ層 7224.205 18603.529 22.551 砕片 黒曜石 0.9 0.8 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 166 Ａ区 第Ⅳ層 7224.369 18603.244 22.614 剥片 黒曜石 1.8 1.2 0.3 0.4 Ｅ

Ｑ 167 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.875 18602.049 22.736 砕片 黒曜石 0.7 0.6 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 168 Ａ区 第Ⅳ層 7224.346 18602.893 22.621 剥片 黒曜石 1.3 1.3 0.5 0.6 Ｅ

Ｑ 169 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.132 18602.680 22.617 剥片 黒曜石 2.4 2.5 0.6 3.2 Ｅ

Ｑ 170 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.035 18605.413 22.685 剥片 黒曜石 2.5 1.7 0.8 2.7 Ｅ

Ｑ 171 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.700 18609.116 22.704 剥片 黒曜石 1.8 1.1 0.4 0.7 Ｅ

Ｑ 172 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.921 18609.372 22.702 剥片 黒曜石 2.3 1.5 0.9 2.0 Ｅ

Ｑ 173 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.667 18609.441 22.661 剥片 黒曜石 1.3 0.9 0.3 0.3 Ｅ

Ｑ 174 Ｃ区 第Ⅲ a層 7225.802 18609.862 22.793 剥片 黒曜石 2.5 1.5 0.5 1.7 Ｅ

Ｑ 175 Ａ区 第Ⅳ層上部 7222.794 18603.711 22.552 砕片 黒曜石 0.8 0.7 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 176 Ａ区 第Ⅳ層上部 7225.135 18602.889 22.688 剥片 黒曜石 1.6 1.0 0.4 0.4 Ｅ

Ｑ 177 Ａ区 第Ⅲ b層 7225.773 18602.037 22.764 砕片 黒曜石 0.9 0.6 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 178 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.036 18601.660 22.616 剥片 黒曜石 1.4 1.2 0.2 0.2 Ｅ

Ｑ 179 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.055 18602.090 22.674 剥片 黒曜石 2.1 1.5 0.6 1.5 Ｅ

Ｑ 180 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.634 18608.591 22.590 砕片 黒曜石 1.0 0.8 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 181 Ａ区 第Ⅲ b層 7220.309 18601.141 22.731 剥片 黒曜石 2.9 2.4 0.8 5.5 Ｅ

Ｑ 182 第Ⅲ b層 7216.673 18606.050 22.725 剥片 安山岩 7.2 5.7 1.8 56.0 Ｅ 大型の縦長剥片

Ｑ 183 Ｂ区 第Ⅲ a層 7220.390 18600.557 22.788 砕片 黒曜石 0.9 0.7 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 184 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.031 18601.659 22.698 砕片 黒曜石 1.5 0.5 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 185 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.388 18601.683 22.725 剥片 安山岩 6.8 5.2 2.6 78.2 Ｂ 大型の剥片

Ｑ 186 Ｂ区 第Ⅳ層 7220.182 18602.098 22.630 砕片 黒曜石 1.1 0.9 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 187 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.487 18602.068 22.687 剥片 黒曜石 2.0 1.7 0.6 1.4 Ｅ

Ｑ 188 第Ⅳ層 7221.177 18601.457 22.607 剥片 黒曜石 3.2 1.6 1.1 3.5 Ｅ

Ｑ 189 Ｂ区 第Ⅲ a層 7221.220 18600.934 22.894 砕片 黒曜石 1.1 0.8 0.3 0.2 Ｅ

Ｑ 190 第Ⅲ a層 7222.530 18601.435 22.788 剥片 安山岩 2.2 1.7 0.6 2.1 Ｂ

Ｑ 191 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.048 18600.916 22.781 剥片 安山岩 1.7 1.4 0.4 0.8 Ｅ
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第２号石器集中地点（第19 ～ 22図）

位置　調査区北西部のＤ５f5区からＤ５g5区にかけての台地端部に位置している。

番号 石器製作跡 出土位置 Ｘ座標（m）Ｙ座標（m）標高（m）種　別 材　質 長さ 幅 厚さ 重量 礫面 接合資料 特徴

Ｑ 192 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.535 18601.441 22.689 礫 安山岩 6.8 4.8 3.4 90.3 － 扁平な円礫片 掻器とし
て使用ｶ  Ｑ 216 と接合

Ｑ 193 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.304 18601.824 22.904 剥片 安山岩 4.1 2.3 1.1 5.8 Ｅ

Ｑ 194 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.680 18602.352 22.731 石核残欠安山岩 5.4 3.0 2.2 29.9 Ｅ 打面を転移させなが
ら小形の剥片を剥離

Ｑ 195 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.608 18602.634 22.660 剥片 黒曜石 3.4 3.2 1.5 9.5 Ｅ

Ｑ 196 Ａ区 第Ⅲ a層 7224.006 18602.707 22.874 剥片 安山岩 3.8 2.2 0.8 4.9 Ｃ

Ｑ 197 Ａ区 第Ⅳ層上部 7223.680 18603.133 22.617 砕片 黒曜石 1.2 0.7 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 198 Ａ区 第Ⅳ層 7223.040 18602.984 22.638 砕片 黒曜石 1.4 0.3 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 199 Ａ区 第Ⅳ層 7223.011 18602.925 22.641 砕片 黒曜石 1.0 0.7 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 200 Ａ区 第Ⅳ層 7223.090 18602.830 22.746 剥片 黒曜石 1.4 0.9 0.8 1.0 Ｅ 両側縁に折断痕

Ｑ 201 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.031 18602.754 22.777 礫 安山岩 10.1 6.1 5.9 324.3 － 円礫欠損

Ｑ 202 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.718 18602.658 22.718 礫 礫岩 8.7 5.6 5.4 260.1 － 円礫欠損

Ｑ 203 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.618 18602.537 22.590 砕片 黒曜石 0.7 0.3 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 204 Ａ区 第Ⅳ層上部 7222.181 18602.884 22.612 剥片 黒曜石 0.9 0.8 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 205 第Ⅲ b層 7223.042 18605.322 22.563 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 206 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.900 18603.874 22.687 剥片 黒曜石 2.5 2.4 1.1 5.5 Ｅ

Ｑ 207 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.992 18603.879 22.651 剥片 黒曜石 1.5 1.1 0.9 0.6 Ｅ

Ｑ 208 Ａ区 第Ⅳ層上部 7223.855 18603.727 22.608 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.3 0.4 Ｅ

Ｑ 209 Ａ区 第Ⅳ層 7224.501 18604.044 22.590 剥片 黒曜石 1.6 1.0 0.5 0.8 Ｅ

Ｑ 210 Ａ区 第Ⅳ層 7224.516 18603.982 22.577 剥片 黒曜石 1.5 1.0 0.3 0.4 Ｅ

Ｑ 211 Ａ区 第Ⅳ層 7224.323 18603.632 22.568 剥片 黒曜石 1.2 1.1 0.4 0.4 Ｅ

Ｑ 212 Ａ区 第Ⅲ b層 7224.162 18603.176 22.686 縦長剥片安山岩 7.1 4.0 1.5 49.7 Ｂ 大型の縦長剥片

Ｑ 213 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.091 18603.138 22.641 剥片 黒曜石 1.5 1.1 0.4 0.4 Ｅ

Ｑ 214 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.854 18602.926 22.695 剥片 黒曜石 1.0 1.5 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 215 Ａ区 第Ⅳ層 7224.697 18602.826 22.588 剥片 黒曜石 2.5 0.9 0.7 1.8 Ｅ

Ｑ 216 Ａ区 第Ⅳ層上部 7224.809 18602.580 22.647 礫 安山岩 8.5 4.9 3.4 148.3 － 扁平な円礫片 掻器とし
て使用ｶ  Ｑ 192 と接合

Ｑ 217 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.458 18602.980 22.775 砕片 黒曜石 1.2 0.5 0.3 0.1 Ｅ

Ｑ 218 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.403 18602.913 22.586 剥片 黒曜石 1.8 1.2 0.5 1.1 Ｅ

Ｑ 219 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.084 18602.776 22.704 砕片 黒曜石 0.7 0.5 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 220 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.048 18602.694 22.613 砕片 黒曜石 1.0 0.5 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 221 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.985 18603.028 22.585 砕片 黒曜石 1.1 0.8 0.5 0.3 Ｅ

Ｑ 222 Ａ区 第Ⅳ層上部 7222.888 18603.158 22.553 砕片 黒曜石 0.7 0.5 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 223 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.964 18603.256 22.627 砕片 黒曜石 0.9 0.6 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 224 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.017 18603.234 22.627 砕片 黒曜石 1.2 0.8 0.1 0.1 Ｅ

Ｑ 225 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.234 18603.262 22.713 砕片 黒曜石 0.7 0.5 0.2 0.1 Ｅ

Ｑ 226 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.426 18602.975 22.637 剥片 黒曜石 1.9 1.2 0.3 0.6 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 227 Ａ区 第Ⅲ b層 7222.994 18603.892 22.667 剥片 黒曜石 2.1 1.3 0.4 0.8 Ｅ

Ｑ 228 Ａ区 第Ⅲ b層 7223.798 18602.108 22.712 剥片 黒曜石 1.3 0.7 0.4 0.3 Ｅ

Ｑ 229 Ａ区 第Ⅲ a層 7223.972 18601.554 22.723 礫 砂岩 5.7 3.6 2.3 69.4 －

Ｑ 230 Ｂ区 第Ⅲ b層 7220.343 18601.659 22.686 剥片 黒曜石 1.9 1.1 0.3 0.6 Ｅ 背面に調整剥離痕

Ｑ 231 Ｂ区 第Ⅳ層上部 7220.273 18600.478 22.593 剥片 黒曜石 1.3 1.0 0.2 0.4 Ｅ 薄い板状剥片を折断

Ｑ 232 Ｃ区 第Ⅲ b層 7223.880 18608.669 22.578 剥片 黒曜石 1.3 0.9 0.5 0.5 Ｅ

Ｑ 233 Ｃ区 第Ⅲ b層 7224.382 18609.053 22.654 剥片 安山岩 2.2 1.5 0.3 0.9 Ｅ

Ｑ 234 第Ⅲ b層 7216.162 18610.183 22.699 剥片 黒曜石 2.5 2.4 0.3 0.9 Ｅ

※表中の項目「礫面」は，背面における礫面の割合を示す（A：全面　B：７～９割　C：４～６割　D：１～３割　E：無し）。
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遺物出土状況　石器，石核，剥片，砕片，礫が，南北2.8 ｍ，東西1.8 ｍの範囲で出土している。垂直分布は，

標高22.573 ～ 22.800ｍに認められ，基本層序の第Ⅳ層下部を中心に第Ⅴ層に及んでいる。また，平面的な広が

りを見ると，出土範囲内にそれぞれの石材・種別が混在する状況で確認されている。

遺物　角錐状石器２点，二次加工を有する剥片２点，石核１点，剥片16点，砕片５点，礫５点が出土している。

石材別には，トロトロ石11点，チャート10点，黒曜石５点，安山岩５点で，礫はすべて安山岩である。母岩別

には，トロトロ石，チャート各１点，安山岩５点と推定される。トロトロ石製の剥片Ｑ240・Ｑ241は切断技法

を用いて分離分割されたものと思われ，接合資料12を形成している。また，Ｑ235・Ｑ236の角錐状石器は栃木

県高原山産黒曜石を石材としたものである。

所見　出土遺物の様相から，トロトロ石やチャートを石材とする１～３㎝ほどの剥片が多く出土しており，小

A

安山岩礫

トロトロ石砕片

接合資料12 Q241

Q240
Q265
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Q249 Q250
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Ⅳ

Ⅴ
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第19図　第２号石器集中地点石材別・種別分布（安山岩・トロトロ石）
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トロトロ石剝片
トロトロ石砕片
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23.4m
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規模程度の剥片剥離が行われた石器製作跡の可能性が考えられる。また，Ｑ235・Ｑ236については，既に製品

として完成した状態で持ち込まれたものと考えられる。

　第Ⅳ層は，ソフトローム中にハードロームブロックが混じり始まる層である。第Ⅴ層はハードローム層であ

り，第１黒色帯に相当する。第Ⅵ層は姶良Tn火山灰（ＡＴ）を含む層と考えられ，その上面で石器群が確認

されることから，ＡＴ降灰直後の時期（20000 ～ 22000 年前）と考えられる。遺物の平面及び垂直分布から判

断して，ほぼ同一時期の可能性が高い。また，栃木県高原山産黒曜石を石材とした角錐状石器が出土している

ことから，茨城県後期旧石器時代編年のⅡ b期と考えられる。

角錐状石器（黒曜石製）
黒曜石石核
黒曜石剝片
チャート剝片
チャート砕片

Q260
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第20図　第２号石器集中地点石材別・種別分布（黒曜石・チャート）

A

D5g5

A′

Q235



－35－

第21図　第２号石器集中地点出土遺物実測図⑴
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表５　第２号石器集中地点出土の石器組成（個体数）

黒曜石 安山岩 トロトロ石 チャート 合計（ｇ） 割合（％）

角錐状石器 33.1 － － － 33.1 2.1

二次加工剥片 62.7 － － － 62.7 3.9

石 核 21.5 － － － 21.5 1.3

剥 片 － － 88.3 10.8 99.1 6.1

砕 片 － － 0.7 0.5 1.2 ≧ 0

礫 － 1403.9 － － 1403.9 86.6

合 計 117.3 1403.9 89 11.3 1621.5 100

割 合（％） 7.2 86.6 5.5 0.7 100

黒曜石 安山岩 トロトロ石 チャート 合計 割合（％）

角錐状石器 2 － － － 2 6.5

二次加工剥片 2 － － － 2 6.5

石 核 1 － － － 1 3.2

剥 片 － － 8 8 16 51.6

砕 片 － － 3 2 5 16.1

礫 － 5 － － 5 16.1

合 計 5 5 11 10 31 100

割 合（％） 16.1 16.1 35.5 32.3 100

表６　第２号石器集中地点出土の石器組成（重量）

第２号石器集中地点出土遺物観察表（第21・22図）

番号 Ｘ座標（m）Ｙ座標（m）標高（m）種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備考

Ｑ 235 7257.085 18578.292 22.750 角錐状石器 6.3 1.9 1.5 15.3 黒曜石 大型の縦長剥片を素材とし，船底状に加工
両側縁に腹面から急角度の調整を施す 第Ⅳ層 PL5・49

Ｑ 236 7255.265 18578.294 22.781 角錐状石器 5.6 2.2 1.8 17.8 黒曜石 大型の剥片を素材とし，船底状に加工　
両側縁に腹面から急角度の調整を施す 第Ⅳ層 PL5・49

Ｑ 237 7255.742 18577.972 22.734 二次加工剥片 7.9 2.9 3.3 40.4 黒曜石 大型剥片の縁辺から隔離された剥片　稜の一
部に微細調整剥離痕　角礫面を有し直接採掘ｶ 第Ⅳ層下部 PL5・49

Ｑ 238 7256.918 18579.092 22.795 二次加工剥片 5.7 3.3 1.7 22.3 黒曜石 縦長剥片　縁辺及び稜の一部に微細調整剥離痕　意図的折断ｶ 第Ⅳ層 PL5

Ｑ 239 7256.591 18578.687 22.765 石核 3.5 3.7 1.7 21.5 黒曜石 一定の打面から小剥片を剥離　最終形態は板状　側縁に微細調整剥離痕 第Ⅳ層 PL5

Ｑ 240 7256.896 18578.768 22.800 剥片 8.3 3.7 1.6 42.2 トロトロ石 （安山岩）
大型の縦長剥片　断面三角形を呈す
る　接合資料 12 を折断したもの 第Ⅳ層

Ｑ 241 7256.957 18578.781 22.779 剥片 4.0 2.7 1.4 12.7 トロトロ石（安山岩）
大型の縦長剥片　断面三角形を呈す
る　接合資料 12 を折断したもの 第Ⅳ層

接合資料12 11.8 3.7 1.8 54.9 トロトロ石 （安山岩）下端部より３分の１ほどで折断 PL49

第22図　第２号石器集中地点出土遺物実測図⑵
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２　縄文時代の遺構と遺物

　今回確認した縄文時代の遺構は，竪穴住居跡３軒，炉穴２基，陥し穴３基，土坑５基である。これらの遺構

は標高22.8 ～ 23.6ｍの台地の平坦部から端部に位置している。以下，確認された遺構について記述する。

　⑴　竪穴住居跡

第21号住居跡（第23・24図）

位置　調査区西部のＥ６d1区で，標高23.1ｍの台地端部に位置している。

確認状況　確認面において，炉とピットを検出した。

規模と形状　確認面が床面であったため，規模と形状は不明である。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺が硬化している。

炉　ほぼ中央部に位置すると推定される。長径70㎝，短径50㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床

炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

ピット　４か所。深さ14 ～ 66㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

炉土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２　褐　　　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

３　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

番号 Ｘ座標（m）Ｙ座標（m）標高（m）種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　徴 出土位置 備考

Ｑ 242 7256.594 18578.098 22.780 剥片 6.7 2.0 1.0 10.4 トロトロ石（安山岩）縦長剥片　断面三角形 第Ⅳ層下部

Ｑ 243 7255.018 18578.121 22.747 剥片 6.5 3.6 0.9 18.2 トロトロ石 （安山岩）
横長剥片　厚みを減じるため背面に
調整剥離　下部に腹面から調整　 第Ⅳ層下部

Ｑ 244 7254.916 18578.139 22.737 剥片 3.1 1.6 0.6 1.7 トロトロ石 （安山岩）横長の鱗状剥片　 第Ⅳ層下部

Ｑ 245 7255.071 18577.944 22.573 剥片 2.4 1.4 0.5 1.5 トロトロ石 （安山岩）横長の鱗状剥片　 第Ⅴ層下部

Ｑ 246 7256.202 18579.108 22.583 砕片 1.1 0.9 0.2 0.3 トロトロ石 （安山岩）調整剥離工程時の鱗状砕片　 第Ⅴ層下部

Ｑ 247 7256.021 18579.629 22.698 剥片 2.5 1.5 0.4 0.8 トロトロ石 （安山岩）横長の鱗状剥片　 第Ⅴ層上部

Ｑ 248 7256.448 18579.363 22.690 砕片 1.5 0.8 0.3 0.2 トロトロ石（安山岩）調整剥離工程時の鱗状砕片　 第Ⅴ層上部

Ｑ 249 7256.543 18579.278 22.686 剥片 2.1 1.1 0.4 0.8 トロトロ石（安山岩）横長の鱗状剥片　 第Ⅴ層上部

Ｑ 250 7256.609 18579.432 22.715 砕片 1.3 0.8 0.3 0.2 トロトロ石 （安山岩）調整剥離工程時の鱗状砕片　 第Ⅴ層上部

Ｑ 251 7256.532 18578.092 22.762 剥片 3.1 1.8 0.7 3.0 チャート 板状の石核から鱗状に剥離させたもの背面に厚みを減じるための調整痕 第Ⅳ層下部

Ｑ 252 7256.791 18578.085 22.703 剥片 2.5 1.2 1.0 2.7 チャート 断面三角形状の横長剥片　角礫面を有する 第Ⅳ層下部

Ｑ 253 7257.018 18578.202 22.762 剥片 2.1 1.5 0.6 1.3 チャート 板状の石核から鱗状に剥離させたもの背面に厚みを減じるための調整痕 第Ⅳ層下部

Ｑ 254 7256.861 18578.805 22.722 剥片 1.7 1.3 0.5 0.9 チャート 板状の石核から鱗状に剥離させたもの　背面に厚
みを減じるための調整痕　下端部に礫面を残す 第Ⅳ層下部

Ｑ 255 7254.977 18578.848 22.715 剥片 1.9 1.3 0.5 0.8 チャート 板状の石核から鱗状に剥離させたもの　背面
に厚みを減じる調整痕　下端部に礫面を残す 第Ⅳ層下部

Ｑ 256 7254.338 18579.623 22.756 砕片 1.2 0.9 0.3 0.3 チャート 鱗状に剥離させたもの　背面に厚みを減
じるための調整痕　下端部に礫面を残す 第Ⅳ層下部

Ｑ 257 7257.052 18578.211 22.786 剥片 1.9 1.5 0.6 1.4 チャート 鱗状に剥離させたもの　背面に厚みを減じるための調整痕 第Ⅲ b層

Ｑ 258 7256.377 18578.497 22.798 剥片 2.2 1.1 0.2 0.3 チャート 鱗状に剥離させたもの　背面に厚みを減じるための調整痕 第Ⅳ層

Ｑ 259 7256.533 18578.023 22.697 剥片 1.0 0.9 0.4 0.4 チャート 鱗状に剥離させたもの　腹面から調整剥離を施し，背面に稜をもたせる 第Ⅴ層上部

Ｑ 260 7257.077 18578.056 22.613 砕片 1.2 0.9 0.3 0.2 チャート 調整剥離工程時の鱗状砕片　 第Ⅴ層

Ｑ 261 7255.851 18577.852 22.710 礫 9.4 5.7 4.4 262.3 安山岩 円礫を分割したもの 第Ⅳ層下部

Ｑ 262 7256.607 18578.158 22.738 礫 8.5 7.2 6.3 541.1 安山岩 円礫　一部に使用痕とみられる擦痕 第Ⅳ層下部

Ｑ 263 7256.391 18578.534 22.762 礫 5.7 5.6 3.7 137.8 安山岩 横長の円礫を分割　一部被熱によるとみられる赤変 第Ⅳ層下部

Ｑ 264 7255.828 18579.090 22.749 礫 4.4 3.5 3.5 57.2 安山岩 小型の円礫を分割　一部被熱によるとみられる赤変 第Ⅳ層下部

Ｑ 265 7256.707 18578.102 22.740 礫 9.6 6.5 5.1 405.5 安山岩 横長の円礫を分割 第Ⅳ層下部
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遺物出土状況　縄文土器片37点（深鉢・浅鉢・鉢）のほか，流入したとみられる石製品２点（臼玉），石器２

点（剥片）が出土している。土器はほとんどが細片で，確認面に散在する状況で出土している。２・３は炉の

南東の床面，１及びTP６・８・９は炉の覆土及び炉脇の床面，TP１～TP５は炉の南東，TP７は炉の北

東の床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，炉内出土の土器から晩期前葉と考えられる。

第23図　第21号住居跡・出土遺物実測図
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第49号住居跡（第25図）

位置　調査区南東部のＦ９b8区で，標高23.6ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第181号土坑を掘り込んでいる。

確認状況　確認面において，炉とピットを検出した。

規模と形状　確認面が床面であったため，規模と形状は不明である。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺が硬化している。

炉　ほぼ中央部に位置すると推定される。長径90㎝，短径80㎝ほどの楕円形で，床面を皿状に15㎝ほど掘りく

ぼめた地床炉である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

ピット　４か所。深さ20 ～ 50㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片８点（鉢）が出土している。TP11 ～ TP13は炉床面，TP14はＰ１覆土中，TP15

はＰ２覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から晩期前葉と考えられる。

炉土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック多量，炭化物少量，しまり強い
２　黒　褐　色　 炭化粒子中量，焼土ブロック少量，ローム粒子　

微量

３　赤　褐　色　 焼土粒子多量，ローム粒子中量，炭化粒子少量　
しまり強い

ピット土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック多量
２　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

３　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

第21号住居跡出土遺物観察表（第23・24図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

1 縄文土器 浅鉢［14.2］（3.9） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 小波状口縁 口唇部内・外面ヘラ研磨　頸

部横位沈線　胴部櫛描線文　
炉覆土中
床面 5％  PL6

2 縄文土器 深鉢［21.8］（4.7） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 沈線区画内磨消縄文　口唇部小突起貼付 床面 5％  PL6

3 縄文土器 深鉢 － （2.8）［6.8］ 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ヘラ削り 床面 5％  PL6

TP1
～
TP5

縄文土器 深鉢 － （4.5） － 長石・石英・
白色粒子 黄橙 普通

帯縄文　ＬＲ縄文　同一個体片

床面 5％  PL6

縄文土器 深鉢 － （2.3） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 床面 5％  PL6

縄文土器 深鉢 － （3.3） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 床面 5％  PL6

縄文土器 深鉢 － （4.6） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 床面 5％  PL6

縄文土器 深鉢 － （2.6） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 床面 5％  PL6

TP6
・
TP8

縄文土器 鉢 － （5.5） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 胴上部彫刻文　胴部綾杉状に条線文施文 炉覆土中 5％  PL6

縄文土器 鉢 － （3.8） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 条線文 炉覆土中 5％  PL6

TP9
・
TP10

縄文土器 鉢 － （5.9） － 長石・石英・
白色粒子 浅黄橙 普通

胴部内・外面ヘラ削り
床面 5％  PL6

縄文土器 鉢 － （3.7） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 床面 5％  PL6

TP7 縄文土器 鉢 － （6.0） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 胴部外面ヘラ削り 床面 5％  PL6

第24図　第21号住居跡出土遺物実測図第24図　第21号住居跡出土遺物実測図
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第50号住居跡（第26図）

位置　調査区北部のＤ６j8区で，標高23.2ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第47号住居に掘り込まれている。

確認状況　確認面において，炉とピットを検出した。

規模と形状　確認面が床面であったため，規模と形状は不明である。

床　ほぼ平坦で，炉の周辺がやや硬化している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP11 縄文土器 深鉢 － （2.6） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 帯縄文　縄文ＬＲ施文 炉覆土中 5％  PL7

TP12 縄文土器 深鉢 － （2.8） － 長石・白色粒
子 明赤褐 普通 斜位の条線文 炉覆土中 5％  PL7

TP13 縄文土器 深鉢 － （2.1） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 にぶい橙 普通 斜位の条線文 炉覆土中 5％  PL7

TP14 縄文土器 深鉢 － （2.1） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 帯縄文　断面三角形状の隆帯を貼付 炉覆土中 5％  PL7

TP15 縄文土器 浅鉢 － （4.2） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 にぶい橙 普通 横位沈線施文 炉覆土中 5％  PL7

第49号住居跡出土遺物観察表（第25図）

第25図　第49号住居跡・出土遺物実測図
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炉　ほぼ中央部に位置すると推定され，焼土の広がりと赤変硬化部から炉と判断した。長径30㎝，短径25㎝の

楕円形と推定される。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ10 ～ 15㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ17㎝で，性格は

不明である。

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）が炉脇の床面から出土している。

所見　時期は，炉付近出土の土器から後期前葉と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP16
・
TP17

縄文土器 深鉢 － （5.8） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 波状口縁の突起部に沈線文施文　刻みをもつ

隆帯を垂下し，直線的沈線文施文　地紋ＬＲ 床面 5％  PL8

縄文土器 深鉢 － （6.7） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 刻みのある隆帯垂下　直線的沈線文施文

地紋ＬＲ 床面 5％  PL8

第50号住居跡出土遺物観察表（第26図）

第26図　第50号住居跡・出土遺物実測図
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　⑵　炉穴

第1号炉穴（SK６）（第27図）

位置　調査区南部のＧ７a1区，標高22.9ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第64号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1.70ｍ，短径0.95ｍの楕円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は深さ30㎝で平坦である。

長径方向は，推定でＮ－60°－Ｅである。炉は底面の西側寄りに位置し，炉の平面形は長径70cm，短径60cm

の楕円形で，炉床及び西壁は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　８層からなり，全体に焼土粒子を含んでいる。炉床中央から西側にかけては，厚さ10 ～ 20 ㎝の焼土堆

積層である。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積と考えられる。

所見　時期は，出土土器がないが，遺構の形態から早期と考えられる。

第２号炉穴（SK７）（第28図）

位置　調査区南部のＧ７b2区，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径2.20ｍ，短径1.20ｍの楕円形である。壁は外傾して立ち上がり，底面は深さ30㎝で皿状である。

長径方向は，Ｎ－80°－Ｅである。炉は底面の西側寄りに位置し，炉の平面形は長径80cm，短径70cmの楕円形で，

炉床及び西壁は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　９層からなり，全体に焼土粒子を含んでいる。炉床中央から西側にかけては，厚さ10㎝ほどの焼土堆積

層である。ブロック状の堆積状況を示す人為堆積と考えられる。

所見　時期は，出土土器がないが，遺構の形態から早期と考えられる。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量
２　灰　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量
４　赤　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子･炭化粒子少量

５　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
６　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
７　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
８　にぶい赤褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック少量 
５　褐　　　色　ロームブロック微量

６　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
７　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量
８　赤　褐　色　焼土ブロック多量
９　褐　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

第27図　第１号炉穴実測図

第28図　第２号炉穴実測図
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　⑶　陥し穴

第１号陥し穴（SK132）（第29図）

位置　調査区西部のＥ６c1区，標高23.0ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第131号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径2.10 ｍ，短径1.50 ｍの楕円形で，深さは130 ㎝，長径方向はＮ－80°－Ｅである。底面はほぼ

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　６層からなり，周囲からの土砂の流入と見られるレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

所見　時期は，遺構の規模や形状から縄文時代と推定される。

第２号陥し穴（SK173）（第30図）

位置　調査区西部のＥ５b0区，標高23.0ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長径2.45ｍ，短径1.85ｍの楕円形である。底面は平坦で，長軸方向にそれぞれ20㎝ほど突出して

いる。壁は内彎しながら外傾して立ち上がり，深さは200㎝で，長径方向は，Ｎ－85°－Ｅである。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック多量，締まり強い
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，締まり強い
３　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

４　褐　　　色　炭化粒子少量，締まり強い
５　褐　　　色　ロームブロック多量
６　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性強い

第29図　第１号陥し穴実測図

第30図　第２号陥し穴実測図
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覆土　15層からなり，周囲からの土砂の流入と見られるレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

所見　時期は，遺構の規模や形状から縄文時代と推定される。

第３号陥し穴（SK162）（第31図）

位置　調査区北西部のＤ５i7区，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長径2.40ｍ，短径1.75ｍの楕円形で，深さは205㎝である。底面は平坦で，長径方向に30 ～ 40㎝

ほど突出している。北東壁はほぼ直立し，南西壁はゆるやかな段を有し，外傾して立ち上がっている。長径方

向は，Ｎ－35ﾟ－Ｅである。

覆土　９層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　にぶい褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量 
５　黒　褐　色　ロームブロック微量
６　にぶい黄褐色　ローム粒子多量
７　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
８　黒　褐　色　ロームブロック少量

９　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
10　にぶい黄褐色　ローム粒子中量
11　褐　　　色　ロームブロック多量
12　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物微量
13　褐　　　色　ローム粒子多量 
14　暗　褐　色　ローム粒子多量
15　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

土層解説
１　暗　褐　色　 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微

量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子少量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
７　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土粒子微量
８　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
９　灰　褐　色　ローム粒子多量

第31図　第３号陥し穴・出土遺物実測図第31図　第３号陥し穴・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片11点（深鉢）が出土している。TP18・TP19・TP22は中央部，TP20・TP21は北西

壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期中葉と推定される。

　⑷　土坑

第128号土坑（第32図）

位置　調査区北部のＤ５f7区，標高23.2ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径2.70ｍ，短径1.70ｍの楕円形で，深さは10 ～ 15㎝である。底面は平坦で，壁は緩やかに外傾

して立ち上がっている。長径方向は，Ｎ－60°－Ｅである。

覆土　２層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含む褐色土で埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）が出土している。TP23は中央部北東寄りの覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期中葉と考えられる。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２　にぶい褐色　ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP18
～
TP21

縄文土器 深鉢 － （8.1） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい橙 普通

口辺部斜格子状沈線文　地紋粗雑なＬＲ

覆土上層 5％  PL9

縄文土器 深鉢 － （7.6） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい橙 普通 覆土上層 5％  PL9

縄文土器 深鉢 － （5.3） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 覆土上層 5％  PL9

縄文土器 深鉢 － （3.3） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 覆土上層 5％  PL9

TP22 縄文土器 深鉢 － （6.8） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 口辺部斜格子状沈線文　地紋不明 覆土上層 5％  PL9

第３号陥し穴（SK162）出土遺物観察表（第31図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP23
・
TP24

縄文土器 深鉢 － （2.7） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通

斜行沈線文　地紋粗雑なＬＲ
覆土下層 5％  PL10

縄文土器 深鉢 － （7.8） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 にぶい橙 普通 覆土中 5％  PL10

第128号土坑出土遺物観察表（第32図）

第32図　第128号土坑・出土遺物実測図第32図　第128号土坑・出土遺物実測図
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第163号土坑（第33図）

位置　調査区北部のＤ５a4区，標高23.3ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第38号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南東部の長径1.8ｍ，短径0.6ｍほどを確認し，深さは20 ～ 40㎝である。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土　９層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP25は中央部南寄りの床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前葉と考えられる。

第164号土坑（第34図）

位置　調査区北部のＤ６j2区，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長径0.85ｍ，短軸0.65ｍで楕円形を呈し，深さは30㎝である。底面は皿状で，壁は緩やかに外傾

して立ち上がっている。長径方向は，Ｎ－60°－Ｅである。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
５　褐　　　色　ローム粒子少量

６　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量
９　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP25 縄文土器 深鉢 － （10.0） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 波状口縁　口唇部横位沈線　曲線的な沈線 床面 5％  PL10

第163号土坑出土遺物観察表（第33図）

第33図　第163号土坑・出土遺物実測図第33図　第163号土坑・出土遺物実測図
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覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP26は北壁際の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期後葉と考えられる。

第181号土坑（第35図）

位置　調査区南東部のＦ９b8区で，標高23.6ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第49号住居の炉に掘り込まれている。

規模と形状　長径110㎝，短径95㎝の楕円形で，深さは55㎝である。

覆土　６層からなる。焼土粒子や炭化物を多く含む褐色土や暗褐色土で埋め戻されている。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，締まり弱い
２　黒　褐　色　ロームブロック中量

３　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量

土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化物中量，ローム粒子少量
３　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物少量
４　暗　褐　色　焼土ブロック多量，炭化物・ローム粒子少量

５　暗　褐　色　 炭化物・焼土粒子中量，ロームブロック少量，締
まり強い

６　褐　　　色　炭化物・ローム粒子中量，焼土ブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

TP26 縄文土器 深鉢 － （6.0） － 長石・石英・白
色粒子・細礫 橙 普通 口辺部に紐線文　胴部条線文 床面 5％  PL10

第164号土坑出土遺物観察表（第34図）

第35図　第181号土坑・出土遺物実測図第35図　第181号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片59点（深鉢52，鉢７）が出土している。４は覆土下層，TP27 ～ TP34・TP35は覆

土中層から下層にかけて散在する状態でそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期末から晩期前葉と考えられる。

第183号土坑（第36・37図）

位置　調査区南東部のＦ９a8区，標高23.5ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第180号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1.10ｍ，短径0.90ｍの楕円形で，深さは40㎝である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。長径方向は，Ｎ－15°－Ｅである。

覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　 炭化粒子多量，焼土ブロック中量，ローム粒子　

微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化物少量
３　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

4 縄文土器 深鉢 － （6.0） 2.8 石英・赤色粒子 橙 普通 ヘラ削り 覆土下層 5％

TP27
・
TP28

縄文土器 深鉢 － （8.2） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 縄文を施文後，沈線区画内磨消し　区画

文帯の上下に小突起貼付 覆土中 5％  PL7

縄文土器 深鉢 － （6.0） － 長石・白色粒
子 にぶい橙 普通 縄文を施文後，沈線区画内磨消し 覆土中 5％  PL7

TP29 縄文土器 深鉢 － （4.8） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 明赤褐 普通 口唇部に刻み　口辺部沈線区画内条線文

施文 覆土中 5％  PL7

TP30 縄文土器 深鉢 － （3.5） － 長石・石英・
白色粒子 淡黄 普通 帯縄文　縄文ＬＲ 覆土中 5％  PL7

TP31 縄文土器 深鉢 － （4.6） －
長石・石英・
白色粒子・赤
色粒子

明黄褐 普通 帯縄文を施文後，充填縄文ＬＲ 覆土中 5％  PL7

TP32
・
TP33

縄文土器 深鉢 － （3.1） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通

帯縄文　16 小突起貼付
覆土中 5％  PL7

縄文土器 深鉢 － （3.8） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 覆土中 5％  PL7

TP34 縄文土器 深鉢 － （5.7） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 沈線区画後，縄文ＬＲ充填 覆土中 5％  PL7

TP35 縄文土器 鉢 － （2.9） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 にぶい橙 普通 帯縄文 覆土中 5％  PL7

TP36
・
TP37

縄文土器 鉢 － （3.6） － 長石・白色粒
子 にぶい橙 普通 口辺部条線文施文 覆土中 5％  PL7

縄文土器 鉢 － （3.1） － 長石・白色粒
子 にぶい橙 普通 口辺部条線文施文 覆土中 5％  PL7

第181号土坑出土遺物観察表（第35図）

第36図　第183号土坑・出土遺物実測図第36図　第183号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　縄文土器片 13 点（深鉢），石器１点（敲石）が出土している。５は床面，６は覆土下層からそ

れぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から晩期前葉と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

5 縄文土器 深鉢 17.5 26.0 3.8 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口唇部２個一対の小突起貼付　口辺部，胴上部

帯縄文　頸部沈線による波状文　地紋ＬＲ施文 床面 95％  PL11

6 縄文土器 深鉢［15.0］（16.5） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口唇部から胴上部横位沈線区画内綾杉状充填　

同上部区画帯弧状沈線区画　胴上部縦位条線文 覆土下層 20％  PL11

TP38
～
TP40

縄文土器 深鉢 － （2.0） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通

胴部縦位２本組の条線文

覆土中 5％  PL11

縄文土器 深鉢 － （2.8） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 覆土中 5％  PL11

縄文土器 深鉢 － （3.0） － 長石・白色粒
子・赤色粒子 橙 普通 覆土中 5％  PL11

第183号土坑出土遺物観察表（第36・37図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q266 敲石 9.6 7.9 5.2 508.4 砂岩 両端部及び正面に敲打痕 覆土上層 PL10

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面

内部施設
覆土 主な出土遺物 時期 新旧関係（旧→新）

壁溝主柱穴 出入口 ピット 竃・炉 貯蔵穴

21 Ｅ６d1 － 不明 － － 平坦 － 4 － － 炉 1 － 不明 縄文土器（深鉢・
浅鉢・鉢） 晩期前葉

49 Ｆ９b8 － 不明 － － 平坦 － 4 － － 炉 1 － 不明 縄文土器（深鉢） 晩期前葉 SK181 →本跡

50 Ｄ６j8 － 不明 － － 平坦 － 4 － 1 炉 1 － 不明 縄文土器（深鉢） 後期前葉 本跡→ SI47

表７　竪穴住居跡一覧表

第37図　第183号土坑出土遺物実測図
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３　古墳時代の遺構と遺物

　 　古墳時代の遺構は，竪穴住居跡47軒，土坑８基が確認された。遺構は，標高23ｍほどの台地平坦部から端

部にかけて位置している。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　⑴　竪穴住居跡

第１号住居跡（第38・39図）

位置　調査区南部のＧ７f4区で，標高23.1ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南側が調査区域外に延び，東西4.8 ｍ，南北は3.0 ｍほどが確認されている。全体の形状は方形と

考えられ，主軸方向はＮ－８°－Ｗである。壁高は40㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部が踏み固められ，壁溝が部分的に巡っている。全面から焼土塊や，中央部に向かって放射

状に並ぶ炭化材（角材，丸材，板材）が検出された焼失住居跡である。

炉　北壁寄りに設けられている。長径25㎝，短径20㎝の楕円形で，地山の床面をわずかに掘りくぼめた地床炉

である。炉床面は皿状を呈し，わずかに赤変している。

ピット　２か所。深さ25 ～ 30㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　７層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

５　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
６　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

番号 位置 長径方向 平面形
規模

壁面底面覆土 出土遺物 備考（時期）
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（㎝）

1 Ｇ７a1 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 1.70 × 0.95 30 外傾平坦自然 － 早期
本跡→ SK64

2 Ｇ７b2 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 2.20 × 1.20 30 外傾皿状人為 － 早期

表８　炉穴一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模

壁面底面覆土 出土遺物 備考（時期）
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（㎝）

1 Ｅ６c1 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 2.10 × 1.50 130 外傾平坦自然 － 本跡→ SK131

2 Ｅ５b0 Ｎ－ 85°－Ｅ 楕円形 2.45 × 1.85 200 外傾平坦自然 －

3 Ｄ５i7 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 2.40 × 1.75 205 外傾平坦自然 縄文土器（深鉢） 後期中葉

表９　陥し穴一覧表

番号 位置 長径方向 平面形
規模

壁面底面覆土 出土遺物 備考（時期）
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（㎝）

128 Ｄ５f7 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 2.70 × 1.70 15 緩斜平坦人為 縄文土器（深鉢） 後期中葉

163 Ｄ５a4 － － （1.80）×（0.60） 40 外傾平坦自然 縄文土器（深鉢） 後期前葉
本跡→ SI38

164 Ｄ６j2 Ｎ－ 60°－Ｅ 円形 0.85 × 0.65 30 緩斜皿状自然 縄文土器（深鉢） 後期後葉

181 Ｆ９b8 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.95 55 外傾平坦人為 縄文土器（深鉢，鉢）後期前葉本跡→ SI49
183 Ｆ９a8 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.90 40 外傾平坦自然 縄文土器（深鉢，鉢）晩期前葉本跡→ SK180

表10　土坑一覧表
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第38図　第１号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片186 点（坏34，坩68，高坏17，壺20，甕17，小形甕30）のほか，流入した縄文土器片

１点が出土している。遺物は北部及び中央部の床面及び覆土下層から散在する状態で出土している。７・８は

炭化材に接する状況で北壁寄りの覆土中層，12・13は炉上面の覆土下層，９は北壁寄り，10・11は北東コー

ナー付近の床面からそれぞれ投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　床面の炭化材や焼土塊の検出から焼失住居跡の状況を示しているが，焼土塊や炭化材と床面の間に５～

10㎝の褐色土または暗褐色土が堆積していることから，廃絶後ある程度の時間をおいた後に焼失したと考えら

れる。高坏の脚部や甕体部の内外面ともに煤が付着したり二次焼成を受けており，焼失と同時に投げ込まれた

と推測されることから，住居廃絶に伴う祭祀行為が行われた可能性が考えられる。時期は，出土土器から５世

紀前葉と考えられる。

第２号住居跡（第40・41図）

位置　調査区南部のＧ７c9区で，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南側が調査区域外に延び，東西5.4 ｍ，南北は3.8 ｍほどが確認されている。全体の形状は方形と

考えられ，主軸方向はＮ－15°－Ｗであり，壁高は30 ～ 40㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側及び竈の周辺が踏み固められ，壁溝が全周していると推測される。全面が貼床で，

特にコーナー部が40 ～ 60㎝掘り込まれ，ロームブロックを含む暗褐色土を埋土して構築している。

第１号住居跡出土遺物観察表（第38・39図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備　考

7 土師器 高坏 16.4 15.7 13.6 長石・石英・
雲母・細礫 浅黄橙 普通

口縁部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り後
ヘラナデ　内面ヘラ磨き　脚部ヘラナデ後ヘ
ラ削り　内面指頭擦痕　裾部外面ヘラ磨き

覆土中層 70％  PL12 

8 土師器 高坏 － （11.5） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 坏部内面ヘラナデ　脚部外面ヘラナデ後ヘラ削り
　内面上部指頭擦痕　下部ヘラ削り後ヘラナデ 覆土中層 30％ 脚部内・

外面煤付着
9 土師器 坩 11.5 12.2 4.2 長石・石英・雲

母・赤色粒子 明褐 普通 口縁部内・外面横ナデ後ヘラ磨き　頸部内面指頭
押圧痕 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き 内面ヘラ削り 床面 70％

10 土師器 坩 12.4  （9.5） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ後外面ヘラ磨き　頸部内面指頭

押圧痕　体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り 床面 70％  PL12 

11 土師器 小形甕［13.4］ 16.7 5.7 長石・石英・
雲母・細礫 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ後ヘラ削り　頸部内面指

頭押圧痕　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 60％

12 土師器 小形甕 12.9 （14.6） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口縁部外面横ナデ後ヘラ削り　内面ヘラナデ後ヘラ削り　

頸部内面指頭押圧痕　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 70％  PL12 

13 土師器 壺 － （20.8） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　頸部
内面指頭押圧痕　体部内・外面ヘラ削り 覆土下層 30％　内・

外面煤付着

紀前葉と考えられる。

13

第39図　第１号住居跡出土遺物実測図
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第40図　第２号住居跡実測図第40図　第２号住居跡実測図
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第41図　第２号住居跡・出土遺物実測図第41図　第２号住居跡・出土遺物実測図
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竈　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで140㎝である。右袖部はほとんど遺存していないが

床面にわずかに砂質粘土が確認されたことから，袖部幅は110㎝ほどと推定される。袖部は地山面を５～ 10㎝

掘り込んだ後，焼土ブロックや炭化粒子をわずかに含んだ褐色土や暗褐色土を盛土した上に砂質粘土で構築し

ている。火床部は， 60㎝の深さで径95㎝の円形に掘り込み，ロームブロックや焼土ブロックを少量含んだ暗褐

色土を埋土して構築している。火床面は皿状に掘りくぼめて使用しており，火を受けて赤変硬化している。煙

道部は，壁外へ50㎝ほど掘り込まれ，奥壁に暗褐色土を貼り付けて構築され，火床部から外傾して立ち上がっ

ている。

ピット　２か所。深さ28 ～ 30㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　９層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積と考えられる。第６～９層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で，深さは60㎝である。底面は皿状で，壁は

外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片436点（坏73，壺55，甕280，小形甕３，甑24，手捏土器１），土製品１点（支脚），石

製品３点（臼玉）が出土している。竈付近を中心に，覆土中層から下層にかけて破砕された甕や坏が集中して

出土している。18は北壁際，19は竈焚き口付近，14は横位でＰ１脇，15は逆位で竈焚き口付近，16は竈付近，

DP１は北壁際，Ｑ268は中央部西壁寄りのそれぞれ覆土下層，20はＰ２の上層，17は竈西側，Ｑ267は中央部

のそれぞれ床面から投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

竈土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック微量
２　灰　褐　色　 砂質粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック少量
４　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量 
５　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
６　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
７　灰　褐　色　 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
８　暗 赤 褐 色　砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量

９　暗 赤 褐 色　 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微
量（埋土）

10　暗　褐　色　 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微
量（埋土）

11　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量（埋土）
12　にぶい赤褐色　 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ロームブロック微量
13　灰　褐　色　焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量，炭化粒子微量
14　暗　褐　色　砂質粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１　黒　褐　色　炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量 
４　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
５　褐　　　色　ロームブロック微量

６　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
７　にぶい褐色　ローム粒子中量
８　褐　　　色　ロームブロック中量
９　暗　褐　色　ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

４　暗　褐　色　ローム粒子少量
５　暗　褐　色　ロームブロック中量
６　褐　　　色　ローム粒子中量，締まり弱い

第２号住居跡出土遺物観察表（第41図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

14 土師器 坏 ［13.1］  3.5 － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラ磨き 覆土下層 80％  PL13 

15 土師器 坏 ［13.8］  3.5 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部横方向・

下部縦方向のヘラ削り　内面ヘラ削り後ナデ 覆土下層 60％ 

16 土師器 坏 ［12.9］  5.0 － 長石・雲母・白色
粒子・赤色粒子 浅黄 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 内面ナデ 覆土下層 30％ 

17 土師器 甕 17.2 32.6 6.8 雲母・赤色粒
子 にぶい橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外面上部縦方向・下

部横方向のヘラ削り　内面上部ヘラナデ　下部ヘラ削り 床面 70％  PL13 

18 土師器 椀 －  （9.4）［6.3］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 体部外面縦方向ヘラ削り　内面ヘラナデ 
ヘラ削り 覆土下層 10％ 

19 土師器 椀 19.3  （8.5） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ナデ 覆土下層 50％  PL13

20 土師器 甑 ［23.9］（11.6） － 長石・石英 橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外
面ヘラ削り後ナデ　内面ヘラナデ P2 上層 20％
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第３号住居跡（第42図）

位置　調査区南部のＦ７h6区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　一辺2.5ｍほどの方形を呈し，主軸方向はＮ－30°－Ｗである。壁高は30 ～ 40㎝で，外傾して立ち

上がっている。

床　平坦で，全体が踏み固められている。中央部に赤変した部分が見られる。

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP1 支脚 15.7 7.0 ～ 10.4 1256 土（長石・石英・雲母）丁寧なナデ　指頭圧痕 覆土下層

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q267 臼玉 1.2 0.6 0.3 1.7 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 床面

Q268 臼玉 1.1 0.9 0.4 1.7 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層

第42図　第３号住居跡・出土遺物実測図第42図　第３号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　深さ47㎝で，南壁中央部に位置していることから出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片32点（坏５，高坏１，甕23，甑３）のほか，流入した縄文土器片１点が出土している。

22・25は重なる状態で北部の覆土中層，24は中央部の覆土下層，23は西壁寄りの床面からそれぞれ投棄された

とみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第４号住居跡（第43・44図）

位置　調査区南部のＦ７e1区で，標高22.9ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4.90ｍ，短軸3.60ｍの長方形で，主軸方向はＮ－25°－Ｗである。壁高は40 ～ 55㎝で外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側及び竈の周りを中心に踏み固められ，壁溝が周っている。

竈　北壁中央部に付設され，焚口部から煙道部まで170㎝である。袖部幅は110㎝であり，床面と同じ高さの地

山面に砂質粘土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの地山面を皿状に掘りくぼめて使用しており，

火床面は赤変硬化している。煙道部は，壁外へ80㎝ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がり，

出口付近から急激に立ち上がっている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ30 ～ 70㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ22㎝で南壁際中

央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　７層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，締まり弱い

竈土層解説
１　褐　　　色　焼土ブロック少量，粘性強い
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，締まり弱い
３　暗　褐　色　焼土ブロック少量，粘土粒子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，炭化物微量，締まり弱い
５　オリーブ灰色　粘土ブロック多量
６　暗　褐　色　焼土ブロック少量，締まり弱い
７　暗　褐　色　焼土粒子・砂粒少量
８　灰　褐　色　砂粒多量，焼土ブロック・粘土粒子中量
９　暗　褐　色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化物微量

10　暗 赤 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
11　褐　　　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子少量
12　にぶい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子微量
13　灰　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
14　赤　　　色　焼土ブロック多量，締まり強い
15　灰　褐　色　砂粒中量，焼土粒子・粘土粒子少量
16　灰　褐　色　砂粒多量，粘土粒子中量，焼土ブロック少量
17　褐　　　色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，締まり強い

土層解説
１　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

５　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　 焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土

ブロック微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

21 土師器 坏 ［13.4］ 4.4 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ナデ 覆土中層 45％ 

22 土師器 坏 ［13.8］（4.6） － 石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ナデ 覆土中層 40％ 

23 土師器 坏 ［14.1］（4.4） － 長石・石英・
赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ナデ 床面 20％ 

24 土師器 甕 ［23.8］（5.6） － 長石・石英・
雲母 褐 普通 口辺部から頸部外面横ナデ　内面ヘラ削

り後ナデ 覆土下層 5％ 

25 土師器 甕 － （3.1） 8.5 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部内・外面ヘラ削り　底部内面ヘラ削
り 覆土中層 5％ 

26 土師器 甕 － （3.5）［7.6］ 石英・雲母・白色
粒子・赤色粒子 明黄褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中層 5％

第３号住居跡出土遺物観察表（第42図）
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第43図　第４号住居跡・出土遺物実測図第43図　第４号住居跡・出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片91点（坏４，甕85，小形甕１，甑１），土製品１点（支脚），石製品１点（小玉）が出

土している。27は出入り口施設付近，28は中央部，32は南壁寄りの覆土中層，29 ～ 31は P２上面，Ｑ269は

北壁寄りの床面， DP２は横位で竈内からそれぞれ投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

27 土師器 高坏［13.8］ （3.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り内面ヘラナデ 覆土中層 15％    

28 土師器 高坏 －  （5.9） － 長石・石英 にぶい褐 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　脚部
から裾部内・外面ヘラ削り 覆土中層 20％

29 土師器 甕 ［19.2］（19.6） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部内・

外面ヘラ削り 覆土下層 40％  PL14 

30 土師器 甕 ［18.5］（8.4） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部内・
外面ヘラ削り 覆土下層 10％ 

31 土師器 甕 － （16.5） － 長石・石英 明黄褐 普通 体部外面上部ヘラナデ 下部ヘラ削り　内
面ヘラナデ 覆土下層 25％ 

32 土師器 小形甕 13.5 11.4 6.2 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 体部外面ヘラ削り

後ヘラ磨き　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 覆土中層 90％  PL14

第４号住居跡出土遺物観察表（第43・44図）

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP2 支脚 （13.9） （5.8 ～ 8.0） （546.1） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 竈内

第44図　第４号住居跡出土遺物実測図

31

29

DP2

Q269
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第５号住居跡（第45 ～ 47図）

位置　調査区南部のＦ７e6区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q269 小玉 0.8 0.7 0.2 0.5 滑石 側面は太鼓状　一方向からの穿孔 床面

第45図　第５号住居跡実測図⑴

位置　調査区南部のＦ７e6区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

第45図　第５号住居跡実測図⑴
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重複関係　第２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側の一部が撹乱を受け，一辺6.2ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－28°－Ｗである。壁高は50㎝ほ

どで外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，出入り口施設の周りを中心に踏み固められており，壁溝が竈付近と南東部を除いて巡っている。

竈　北壁中央部やや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで120㎝である。袖部幅は100㎝ほどであり，

床面と同じ高さの地山面に砂質粘土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの地山面を皿状に掘りくぼ

めて使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は，壁外へ40㎝ほど掘り込まれ，火床部から急激に立

ち上がっている。両袖部の内側から煙道部にかけては，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ35 ～ 50㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ20㎝で南壁際中

央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

覆土　９層からなる。褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長径85㎝，短径65㎝の楕円形で，深さは40㎝である。底面は平坦で，壁は外

傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片231点（坏89，椀１，高坏１，甕138，甑２），石器１点（磨石），石製品１点（臼玉）

が出土している。33は逆位で出入り口，34も逆位で南壁際のそれぞれ床面から遺棄されたとみられる状態で出

土している。40は南壁際，35 ～ 38・41・43・46・47は中央部，42は東コーナー寄り，49は南西コーナー

付近，50は竈左袖脇，Ｑ270はＰ２上面，45はＰ３の上面のそれぞれ覆土下層，44はＰ１覆土中，39は東壁際，

48はＰ１周辺のそれぞれ床面から投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子少量
２　にぶい赤褐色　砂粒多量，焼土ブロック少量
３　暗 赤 褐 色　砂粒多量，焼土ブロック中量
４　褐　　　色　焼土粒子少量
５　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
６　赤　褐　色　焼土ブロック多量，締まり強い
７　にぶい赤褐色　砂粒多量，焼土ブロック中量
８　暗　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量，焼土粒子微量

９　灰　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・砂質粘土粒子少量
11　灰　褐　色　砂粒中量
12　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子少量
13　暗　褐　色　ローム粒子少量
14　褐　　　色　ローム粒子多量
15　暗 赤 褐 色　 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒中量，

締まり強い

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，締まり強い
２　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量 
５　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

６　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　砂粒少量，ロームブロック・焼土粒子微量
８　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
９　褐　　　色　ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　ローム粒子中量

第46図　第５号住居跡実測図⑵第46図　第５号住居跡実測図⑵
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第47図　第５号住居跡出土遺物実測図
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第６号住居跡（第48 ～ 52図）

位置　調査区中央部のＦ７c0区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　西側の一部は撹乱を受けており，南北8.1 ｍ，東西は6.2 ｍほどが確認されている。全体の形状は

方形と考えられ，主軸方向はＮ－20°－Ｗである。壁高は40 ～ 50㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，壁際を除いて踏み固められている。全面貼床で，壁溝が竈付近を除いて巡っている。貼床は，東

西の壁際及び中央部付近を不定形に25 ～ 30 ㎝掘り込み，ロームブロックを多く含む褐色土を埋土して構築し

ている。Ｐ４脇の焼土塊は，検出状況から投棄されたものと考えられる。

竈　３か所。竈１は北壁中央部のやや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで150㎝である。袖部幅

は95㎝で，ロームを掘り残した基部の上に砂質粘土で構築されている。火床部は，地山面を皿状に掘りくぼめ

て使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は，壁外へ40㎝ほど掘り込まれ，火床部から外傾して立

ち上がっている。竈２は北壁中央部に付設されている。袖部は存在しない。火床部は床面とほぼ同じ高さの地

山面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は，壁外へ30㎝ほど掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。竈３は北壁中央部のやや東寄りに付設されており，右袖部がわずかに

残っている。火床部は床面とほぼ同じ高さの地山面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は赤変硬化し

ている。煙道部は，壁外へ25㎝ほど掘り込まれ，火床面から急激に立ち上がっている。竈２，竈３は，それぞ

れ壁溝が掘り込まれており，竈３の火床部は竈２のものに比べてより踏み固められている。このことから，竈

３，竈２，竈１の順に構築と廃絶を繰り返したものと考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

33 土師器 坏 15.8  4.6 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 底部ヘラ書き有り 床面 100％PL15

34 土師器 坏 13.1  5.5 － 長石・雲母・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 90％

35 土師器 坏 ［13.1］  4.7 － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 80％

36 土師器 坏 ［13.8］  4.6 － 石英・白色粒
子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 70％

37 土師器 坏 12.7  （4.3） － 長石・石英・
雲母 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 60％

38 土師器 坏 13.8  4.1 － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 60％

39 土師器 坏 ［14.2］ （4.4） － 石英・白色粒
子・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 内

面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 50％

40 土師器 坏 ［12.4］  4.5 － 長石・白色粒
子・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％ 

41 土師器 坏 －  （4.4） － 長石・石英・
赤色粒子 褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 40％ 

42 土師器 坏 ［14.8］ （5.0） － 長石・赤色粒
子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 40％ 

43 土師器 坏 ［13.8］  4.3 － 長石・石英 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 40％ 

44 土師器 坏 ［13.8］ （4.2） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ P1 覆土中 40％ 

45 土師器 坏 ［12.8］ （4.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 30％ 

46 土師器 高坏 17.2  （4.2） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ヘラ削り 覆土下層 40％ 

47 土師器 高坏 －  （3.9） 12.5 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 裾部外面横ナデ後ヘラ削り　内面横ナデ

後ヘラナデ 覆土下層 30％

48 土師器 甕 24.3 （17.2） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部ヘ

ラ削り下部ヘラ磨き　内面ヘラナデ 床面 40％

49 土師器 甕 ［16.0］ 19.0 9.0 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部ヘラ削り

下部ヘラ磨き 内面上部ヘラ削り　下部ヘラナデ 覆土下層 70％  PL15

50 土師器 甕 ［18.0］（16.8） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外

面ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

第５号住居跡出土遺物観察表（第47図）

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q270 臼玉 （1.3） （0.4） （0.3） （0.3） 滑石 １／２欠損　両面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層
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第48図　第６号住居跡実測図⑴第48図　第６号住居跡実測図⑴

Ｅ

Ｂ

A 22.8m

K

9 4

10

8

K
10

7 5 2
4 3

1

6

5
10

11

Ｂ′

A′

11

87

5

6
2

3

KK

1

A

P3 P6

P5
53

P2

58

P7

57

P1

54

Ｉ′貯蔵穴Ｉ

Q271

52

5655

51

DP3

P8

P4 F7c0

Ｅ

Ｆ
′

Ｄ
′

Ｐ

Ｆ Ｃ Ｄ Ｇ Ｂ Ｈ

Ｃ Ｄ
53

撹　
　
　

乱

Ｏ Ｑ

Ｒ

Ｓ

竃 1
竃 2 竃 3

Ｏ
′
Ｃ
′

Ｑ
′ Ｇ
′

Ｒ
′

Ｓ
′ Ｂ
′
Ｈ
′

Ｅ′

Ｃ
′

Ｄ
′

12
6

2

K
1

K
K

3

A′

8
7

6

4

58

2
3

1

57
54
Q
27
1

51
D
P
3

55
56

52

Ｅ′

Ｐ′



－65－

第49図　第６号住居跡実測図⑵第49図　第６号住居跡実測図⑵
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竈１土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化物微量
２　灰　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
３　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化粒子少量
４　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　褐　　　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，炭化

粒子微量
７　褐　　　色　 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子・

砂質粘土粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

９　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
10　赤　　　色　焼土ブロック多量，粘性弱い，締まり強い
11　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
12　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性弱い，締まり強い
13　灰　褐　色　焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，締まり強い
14　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
15　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量
16　褐　　　色　 ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量，締ま

り強い

竈２土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘性弱い，締まり強い
２　褐　　　色　ロームブロック微量
３　灰　褐　色　砂粒少量，焼土粒子微量

４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５　褐　　　色　焼土ブロック・砂粒少量

第50図　第６号住居跡実測図⑶第50図　第６号住居跡実測図⑶
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ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ38 ～ 42㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ35㎝，Ｐ６は深

さ22㎝で南壁際中央部に位置し，竈に向かって一列に並んでいることから，出入り口施設に関連すると考えら

れる。Ｐ７は深さ12㎝，Ｐ８は深さ30㎝で性格は不明である。

覆土　12層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径140㎝，短径80㎝の楕円形で，深さは70㎝である。底面は皿状で，壁

は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片863点（坏166，椀１，高坏６，甕554，甑136），土製品１点（支脚），石製品１点（臼

玉）のほか，流入したとみられる石器１点（ナイフ形石器）が出土している。51は北壁際からの転落とみられ

る状態で覆土下層から出土している。52，Ｑ271は竈３火床部脇の床面から遺棄されたとみられる状態で出土

している。53は南壁際，DP３は北壁際の覆土下層，57はＰ１内，58は東壁寄りのそれぞれ床面から投棄され

たとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈３土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子中量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘性弱い，締まり強い
３　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
４　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量
５　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

６　褐　　　色　砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
７　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量
８　灰　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
９　灰　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量，締まり強い
２　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック微量，締まり強い
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量 
５　暗　褐　色　 ローム粒子少量，焼土粒子ブロック・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
７　暗　褐　色　ローム粒子少量

８　褐　　　色　ローム粒子少量
９　褐　　　色　ロームブロック微量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
11　褐　　　色　ローム粒子中量，粘性強い
12　灰　褐　色　 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子・炭化

粒子微量

貼床土層解説
１　明　褐　色　ロームブロック中量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２　褐　　　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
３　明　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

４　にぶい褐色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
５　褐　　　色　ローム粒子中量

第51図　第６号住居跡出土遺物実測図⑴第51図　第６号住居跡出土遺物実測図⑴
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

51 土師器 坏 12.1  4.5 － 長石・石英・
白色粒子 灰褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ナデ後ヘラ削り 覆土下層 95％

52 土師器 坏 13.6  4.7 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 95％  PL16 

53 土師器 坏 13.5  5.4 － 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ナデ 覆土下層 90％  PL16

54 土師器 高坏 －  （3.5）［11.3］長石・石英 にぶい黄橙 普通 裾部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ
ナデ　脚部内面ヘラ削り 覆土上層 10％

55 土師器 甕 ［24.0］ （9.8） － 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土中層 10％ 

56 土師器 壺 －  （6.8） － 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部ヘ

ラナデ　内面ヘラ削り 覆土中層 5％ 

57 土師器 甑 ［23.0］［24.0］ ［9.4］長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ P1 覆土中 5％

58 土師器 甑 － （16.7） ［8.4］長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 体部外面縦方向ヘラ削り後ヘラ磨き　内
面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 15％

第６号住居跡出土遺物観察表（第51・52図）

第52図　第６号住居跡出土遺物実測図⑵
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第７号住居跡（第53 ～ 55図）

位置　調査区中央部のＦ７b7区で，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　北東側の一部に撹乱を受けているが，一辺が4.3 ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－20°－Ｗと考え

られる。壁高は50㎝ほどで外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側を中心に踏み固められて，全面貼床である。特に壁に沿って幅40～ 100㎝，深さ60㎝

ほどを溝状に掘り込まれた後，ロームブロックを多く含んだ褐色土または暗褐色土で構築している。壁溝が竈

付近及び南東の一部を除いて巡っている。

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP3 支脚 （17.6） 4.5 ～ 9.5 （904.8） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 覆土下層

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q271 臼玉 1.4 1.0 0.4 2.8 滑石 側面は円筒状　両面研磨　一方向からの穿孔 床面

第53図　第７号住居跡実測図⑴
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竈　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで145㎝である。袖部幅は90㎝で，40㎝ほど掘り込ん

だ後ローム粒子を多く含んだ褐色土及び暗褐色土を埋土して基部とし，その上に砂質粘土で構築されている。

火床部は，40㎝ほど土坑状に掘り込んだ後ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含んだ褐色土を埋土して構

築している。火床面は皿状に掘りくぼめて使用しており，火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ60㎝

ほど掘り込まれ，奥壁に褐色土や暗褐色土を貼り付けて構築している。火床面からは緩やかに外傾して立ち上

がっている。

竈土層解説
１　暗　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
３　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　にぶい赤褐色　砂粒多量，焼土ブロック微量
５　暗　褐　色　 焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量，粘性

弱い，締まり強い（埋土）
６　にぶい赤褐色　 焼土ブロック中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，締まり強い
７　暗　褐　色　 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・

炭化粒子少量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

11　灰　褐　色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子微量
12　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量
13　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量（埋土）
14　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量（埋土）
15　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量（埋土）
16　暗 赤 褐 色　 焼土粒子中量，ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量，締まり強い
17　暗 赤 褐 色　砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，締まり強い
18　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量（埋土）
19　褐　　　色　 焼土ブロック・砂質粘土粒子中量，ローム粒子・

炭化粒子少量
20　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量（埋土）
21　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量（埋土）

第54図　第７号住居跡実測図⑵
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ35 ～ 60㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ30㎝で南壁際中

央部東寄りに位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　11層からなる。中層から下層が埋め戻された状況を示し，上層がレンズ状の堆積状況を示していること

から，人為的に埋め戻されたのちに自然堆積したものと考えられる。第９～ 11層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片561点（坏93，椀７，高坏３，甕456，甑２），石製品11点（臼玉）が出土している。

62は東壁際の覆土上層，61は南壁寄りの覆土中層，64は南西コーナー壁際，65は北壁付近のそれぞれ覆土下層，

63はＰ１覆土中，59は北西コーナー付近の壁溝内からそれぞれ投棄されたとみられる状態で出土している。Ｑ

272 ～Ｑ282が東壁中央付近の覆土上層から床面にかけて集中して出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量，締ま

り強い
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量

６　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
７　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８　褐　　　色　ロームブロック少量
９　褐　　　色　ロームブロック中量，締まり強い
10　暗　褐　色　ロームブロック少量
11　褐　　　色　ローム粒子中量

第55図　第７号住居跡出土遺物実測図
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第８号住居跡（第56図）

位置　調査区南部のＦ７e9区で，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

59 土師器 坏 ［13.5］  4.6 － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 壁溝内 95％  PL17 

60 土師器 坏 ［12.6］  4.3 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 覆土中層 60％

61 土師器 坏 13.5  3.9 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部欠損後研磨し再利用　体部外面ヘ

ラ削り後ヘラ磨き 内面横ナデ 覆土中層 50％

62 土師器 坏 ［13.8］  4.1 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面横ナデ 覆土上層 40％

63 土師器 椀  9.3  4.8  5.6 長石・石英・
雲母 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内面ヘラナ

デ後横ナデ　底部木葉痕 P1 覆土中 90％  PL17

64 土師器 高坏 －  （6.8）［10.5］長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 坏部内・外面ヘラ削り後ヘラ磨き　脚部
から裾部外面ヘラ磨き　内面ヘラ削り 覆土下層 50％

65 土師器 甕 ［19.3］ （6.3） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　内面ヘラ削り 覆土下層 5％ 

66 土師器 甑 ［24.0］（20.6） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り 覆土中層 20％

第７号住居跡出土遺物観察表（第55図）

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q272 臼玉 1.7 1.6 0.3 1.8 滑石 未製品　両面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL17

Q273 臼玉 1.2 0.9 0.4 1.7 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL17

Q274 臼玉 1.1 1.1 0.4 2.0 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL17

Q275 臼玉 1.2 1.0 0.4 2.1 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土中層 PL17

Q276 臼玉 1.3 0.8 0.4 2.1 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL17

Q277 臼玉 1.2 0.9 0.4 1.5 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土中層 PL17

Q278 臼玉 1.2 0.5 0.4 1.2 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL17

Q279 臼玉 1.2 0.8 0.4 1.5 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL17

Q280 臼玉 1.2 0.8 0.4 1.4 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土上層 PL17

Q281 臼玉 1.2 0.6 0.4 1.5 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL17

Q282 臼玉 （1.2） （0.4） （0.4） （0.5） 滑石 １／２欠損　側面は円筒状　両面研磨　一方向
からの穿孔 覆土中 PL17

第56図　第８号住居跡実測図
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規模と形状　東部の一部が撹乱を受けている。北部を中心に削平されているが，一辺2.7ｍほどの方形で，主軸

方向はＮ－15°－Ｗと考えられる。壁高は10㎝である。

床　平坦で，中央部から東部にかけて踏み固められている。焼土塊が床面から浮いた状態で確認されている。

ピット　３か所。深さ20 ～ 40㎝で，それぞれの性格は不明である。

覆土　７層からなる。褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況　土師器片６点（坏３，甕３）が出土しているが，細片のため図示できない。

所見　第６号住居跡との組み合わせが考えられることから，時期は６世紀後葉と考えられる。

第９号住居跡（第57図）

位置　調査区中央部のＥ７j9区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸3.95 ｍ，短軸3.60 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－50°－Ｗである。壁高は30 ～ 40 ㎝で外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で全体が踏み固められており，壁溝が部分的に巡っている。全面が貼床で，特に各コーナー部を中心

に45 ～ 60㎝ほど不定形に掘り込まれ，褐色土や明褐色土を埋土して構築している。

竈　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで95㎝である。袖部幅は90㎝で，床面と同じ高さの

地山面に褐色土または暗褐色土を盛土して基部とし，その上に砂質粘土で構築されている。火床部は，地山の

床面をわずかに掘りくぼめて使用しており，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ55㎝ほど

掘り込まれた後，奥壁にロームブロックや炭化粒子を含む褐色土を貼り付けられ，火床面からゆるやかに外傾

して立ち上がっている。

ピット　２か所。Ｐ１は深さ26㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ２は深さ10㎝で南壁際中央部に位置し

ていることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

焼土塊土層解説
１　黒　褐　色　焼土ブロック少量
２　暗　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物微量

３　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子　

微量
３　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子微量

４　褐　　　色　ローム粒子少量
５　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ローム粒子中量，粘性強い
７　褐　　　色　ロームブロック少量

竈土層解説
１　黒　褐　色　 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子・砂質粘

土粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
５　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
７　暗　褐　色　 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
８　暗　褐　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化粒子微量
９　暗　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
10　暗　褐　色　 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量
11　褐　　　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロッ

ク・炭化物微量，粘性弱い，締まり強い

12　にぶい褐色　 砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，ローム粒
子・炭化粒子微量，粘性弱い，締まり強い

13　褐　　　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，
粘性弱い，締まり強い

14　暗　褐　色　ローム粒子中量（埋土）
15　褐　　　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量（埋土）
16　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量（埋土）
17　褐　　　色　 焼土粒子ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子少

量，粘性弱い，締まり強い
18　黒　褐　色　 砂質粘土粒子・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化

粒子微量，粘性弱い
19　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量（埋土）
20　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量（埋土）
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第57図　第９号住居跡・出土遺物実測図第57図　第９号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　15層からなる。下層部が埋め戻された状況を示し，上層から中層がレンズ状の堆積状況を示しているこ

とから，人為的に埋め戻されたのち自然堆積したものと考えられる。第12 ～ 15層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片48点（坏28，小形甕19，甑１）が出土している。67は中央部の床面から投棄されたと

みられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀代と考えられる。

第10号住居跡（第58・59図）

位置　調査区西部のＦ６c4区で，標高22.7ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　西側が調査区域外に延び，南北4.7 ｍ，東西3.3 ｍほどが確認されている。全体の形状は方形と考

えられ，主軸方向はＮ－40°－Ｗである。壁高は50 ～ 60㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で竈の周辺が踏み固められており，壁溝が竈及び貯蔵穴周辺を除いて巡っている。焼土塊や炭化材が

床面からわずかに浮いた状態で検出された焼失住居である。

竈　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで170㎝である。袖部幅は100㎝ほどと推定され，地

山面をわずかに掘り残して基部とした上に砂質粘土で構築されている。火床部は，床面と同じ高さの地山面を

わずかに掘りくぼめて使用しており，火床部は赤変硬化している。煙道部は壁外へ50㎝ほど掘り込まれ，火床

部からゆるやかに外傾して立ち上がっている。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ70 ～ 77㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ15㎝で南壁際中

央部に位置すると想定され，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　15層からなる。下層部が埋め戻された状況を示し，上層から中層がレンズ状の堆積状況を示しているこ

とから，人為的に埋め戻されたのち自然堆積したものと考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量，締まり強い
２　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，締まり強い
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
７　褐　　　色　ロームブロック微量
８　褐　　　色　ロームブロック少量

９　暗　褐　色　ローム粒子少量
10　灰　褐　色　 ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子少量，

炭化粒子微量
11　褐　　　色　ローム粒子少量
12　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
13　褐　　　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
14　褐　　　色　ロームブロック中量
15　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

竈土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・砂質粘土粒子微量
２　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量，締まり弱い
４　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，炭化物微量
５　褐　　　色　ローム粒子中量，締まり弱い
６　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
７　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子・砂質粘土粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，砂質粘土粒子・細礫微量

９　暗　褐　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

10　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，炭化粒子・砂質粘土粒子中量
11　褐　　　色　 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子・

炭化粒子微量
12　赤　褐　色　 焼土ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・砂質

粘土粒子微量，粘性弱い

土層解説
１　黒　褐　色　炭化物少量，ローム粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物微量
３　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック微量
５　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
６　暗褐　　色　ローム粒子微量

７　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
８　褐　　　色　ローム粒子少量
９　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，粘性強い
11　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，粘性強い
12　にぶい褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

第９号住居跡出土遺物観察表（第57図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

67 土師器 小形甕［13.8］（8.3） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ　体部外面縦方向

のヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 20％
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13　にぶい褐色　 焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量，
締まり弱い

14　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

第58図　第10号住居跡実測図第58図　第10号住居跡実測図
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貯蔵穴　北コーナー部に位置し，長径100㎝，短径90㎝の楕円形で，深さは40㎝である。底面は皿状で，壁は

緩やかに外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片100点（坏47，高圷３，椀１，甕32，小形甕17）のほか，流入した縄文土器片２点が

出土している。68・70は竈焚き口付近の覆土下層，72は竈焚き口付近の床面，69・71は貯蔵穴内からそれぞれ

投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　床面の炭化材や焼土塊の検出状況は焼失住居の状況を示しているが，焼土塊や炭化材と床面の間に５～

10㎝の褐色土または暗褐色土が堆積していることから，廃絶後ある程度の時間をおいた後に焼失したと考えら

れる。時期は，出土土器から７世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 赤 褐 色　 焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微量，

粘性弱い，締まり弱い

４　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
６　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
７　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第59図　第10号住居跡出土遺物実測図第59図　第10号住居跡出土遺物実測図
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第11号住居跡（第60 ～ 62図）

位置　調査区西部のＥ６h0区で，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5.00ｍ，短軸4.90ｍの方形で，主軸方向はＮ－25°－Ｗである。壁高は40㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で全体が踏み固められており，壁溝が竈周辺を除いて巡っている。全面が貼床で，特に北西コーナー

部及び南東コーナー部を中心に掘り込まれた後，焼土粒子や炭化粒子を含む褐色土で埋土して構築している。

竈　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで170㎝である。袖部幅は90㎝で， 60㎝ほど土坑状に

掘り込んだ後，砂質粘土粒子を含んだ暗褐色土で埋土した上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。袖部内

面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部は，同じ砂質粘土粒子を多く含む暗褐色土の埋土をわずかに掘り

くぼめて使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ50 ㎝ほど掘り込まれた後，

奥壁に暗褐色土を貼り付けて構築され，火床面からゆるやかに外傾して立ち上がっている。火床部中央からや

や北側に径13㎝ほどの白色粘土が貼り付いており，支脚の基部と見られる。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ50 ～ 70㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ35㎝で南壁際中

央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　12層からなる。下層部が埋め戻された状況を示し，上層から中層がレンズ状の堆積状況を示しているこ

とから，人為的に埋め戻したのち自然堆積したものと考えられる。第10 ～ 12層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北西コーナー部に位置し，長径120㎝，短径65㎝の楕円形で，深さは30㎝である。底面は平坦で，壁

は緩やかに外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，砂質粘土粒子少量
２　灰　褐　色　焼土粒子・砂質粘土粒子少量，ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量
４　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子少量，砂質粘土粒子微量
５　暗　褐　色　砂粒少量，炭化物・焼土粒子微量
６　灰　褐　色　砂質粘土粒子多量，粘性強い
７　褐　灰　色　砂質粘土粒子多量，焼土ブロック少量，粘性強い
８　褐　　　色　ロームブロック少量
９　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量

10　褐　灰　色　ロームブロック・焼土粒子・砂質粘土粒子微量
11　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，砂質粘土粒子少量
12　灰　褐　色　 砂質粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微

量，粘性弱い，締まり強い
13　暗　褐　色　 砂質粘土粒子多量，焼土粒子ブロック中量，粘性

強い
14　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子中量
15　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
16　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量

７　褐　　　色　ロームブロック少量，粘性強い
８　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９　褐　　　色　ローム粒子中量
10　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物微量
11　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第10号住居跡出土遺物観察表（第59図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

68 土師器 坏 ［14.6］ （4.3） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 5％

69 土師器 坏 ［13.4］ （3.5） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り横ナデ　内面ヘラナデ 貯蔵穴内 3％

70 土師器 椀 －  （5.7） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 覆土下層 5％

71 土師器 高坏 15.4 10.3 12.0 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 坏部外面上部横ナデ　下部ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り後ヘラ磨

き　脚部から裾部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り　指頭圧痕 貯蔵穴内 95％  PL18

72 土師器 甕 ［21.4］ 33.2  8.8 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り 床面 70％  PL18
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第60図　第11号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片168点（坏61，椀８，高坏29，壺８，小形壺33，甕28，ミニチュア１），石製品１点（勾玉）

のほか，流入した縄文土器片６点が出土している。73・83は北東壁際，84は竈脇の北壁際のそれぞれ覆土下層，

77は北西壁際の床面から，それぞれ壁際からの転落とみられる状態で出土している。89は西壁寄り，75・78は

貯蔵穴上面のそれぞれ覆土下層，80は貯蔵穴脇， 79はＰ１・２脇，81はＰ１付近のそれぞれ床面から，それぞ

れ投棄された状態で出土している。貯蔵穴上面及びＰ３脇の床面から粘土塊が検出されている。

所見　時期は，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

第61図　第11号住居跡・出土遺物実測図第61図　第11号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

73 土師器 坏 14.3  5.0 － 長石・石英・
雲母 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ　焼成後の削り痕 覆土下層 95％

74 土師器 坏 13.2  4.3 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 90％

75 土師器 坏 ［12.7］  3.7 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 70％

76 土師器 坏 ［14.2］  4.1 － 長石・雲母・
白色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 70％

77 土師器 坏 ［12.7］  4.5 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 70％

78 土師器 坏 ［12.3］  4.6 － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 内面ヘラナデ 覆土下層 40％ 

79 土師器 坏 ［12.0］  3.9  4.6 長石・石英・雲母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　
内面ヘラナデ 床面 90％  PL19 

80 土師器 坏 ［11.6］  4.6 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 50％ 

81 土師器 坏 ［12.0］ （4.3） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラ削り後ヘラナデ 床面 40％  PL19 

82 土師器 坏 ［12.2］ （4.1） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 貯蔵穴内 30％ 

83 土師器 坏 ［11.0］ （4.2） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 覆土下層 25％ 

84 土師器 椀 ［11.7］  8.1  3.6 長石・石英・雲母・白色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 60％  PL19 

85 土師器 椀 ［12.1］  9.1  4.1 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 床面 55％

86 土師器 椀 10.4 （5.9） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部～体部内・外面ヘラ削り後ヘラナ

デ　外面ヘラ磨き 覆土上層 70％

87 土師器 高坏［18.0］ 13.4 ［15.0］長石・石英・赤色粒子 橙 普通
坏部内・外面ヘラナデ　脚部外面ヘラ削
り 内面指頭擦痕 裾部外面ヘラナデ後ヘ
ラ磨き　内面ヘラナデ

覆土中層 30％

第11号住居跡出土遺物観察表（第61・62図）

第62図　第11号住居後出土遺物実測図第62図　第11号住居後出土遺物実測図
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第12号住居跡（第63・64図）

位置　調査区西部のＦ７a6区で，標高22.9ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4.30ｍ，短軸4.10ｍの方形で，主軸方向はＮ－30°－Ｗである。壁高は40 ～ 50㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で竈付近及び出入り口施設付近が踏み固められている。壁溝が竈周辺及び西側の一部を除いて巡って

いる。全面が貼床で，全体をほぼ平坦に ５～ 10 ㎝掘り込んだ後，ロームブロックを多く含む暗褐色土で埋土

して構築している。

竈　北西壁中央部やや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで115㎝である。袖部幅は90㎝で，65㎝

土坑状に掘り込んだ後，焼土や炭化粒子を含む黒褐色土及び褐色土を盛土して基部とし，その上に砂質粘土を

貼り付けて構築されている。右袖部内面は火熱を受けて赤変硬化している。火床部は，同じ盛り土をわずかに

掘りくぼめて使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ30㎝ほど掘り込まれて

おり，火床面から急激に立ち上がっている。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ20 ～ 50㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ30㎝で南壁寄り

の中央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ６・Ｐ７の性格は不明である。

覆土　７層からなる。レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第７層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で，深さは40㎝である。底面は皿状で，壁は

外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１　灰　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂質

粘土粒子微量
２　褐　　　色　 粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土

ブロック・砂粒微量，粘性強い
３　暗　褐　色　 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子

微量
４　褐　　　色　 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　褐　　　色　 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化

粒子微量
６　褐　　　色　 粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少

量，炭化粒子微量
７　暗　褐　色　 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化

粒子微量
８　灰　褐　色　 ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
９　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化

粒子微量

10　黒　褐　色　 ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子・砂粒
微量，粘性強い，締まり弱い

11　にぶい褐色　 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子中量，
炭化粒子少量

12　灰　褐　色　 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子・炭化
粒子微量

13　黒　褐　色　 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量（埋
土）

14　褐　　　色　 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量（埋
土）

15　暗　褐　色　 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微
量（埋土）

16　褐　　　色　 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・
炭化物少量，締まり強い

17　暗　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，砂質
粘土粒子少量

土層解説
１　黒　褐　色　 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量，

粘性弱い，締まり強い
２　暗　褐　色　 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　灰　褐　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量

４　褐　　　色　 ローム粒子多量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
５　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量
７　暗　褐　色　ローム粒子多量，締まり強い

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

88 土師器 壺 ［16.0］（4.8） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内外面ヘラナデ　頸部外面ヘラ削

り 内面ヘラナデ 覆土中層 5％

89 土師器 ミニチュア － （2.9） 2.6 石英・雲母・
赤色粒子 灰白 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラ削り 覆土下層 45％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q283 勾玉 3.3 2.1 0.9 8.00 滑石 全面丁寧な磨き　片面穿孔 貼床土層中 PL48
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第63図　第12号住居跡実測図第63図　第12号住居跡実測図
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第64図　第12号住居跡出土遺物実測図第64図　第12号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片375点（坏76，椀６，高坏２，甕283，小形甕４，甑４），縄文土器片３点（深鉢），土

製品１点（支脚）が出土している。90は出入り口施設付近，93はＰ２脇，95は竈覆土中及び竈焚き口付近，98

はＰ３脇，DP４は貯蔵穴脇上面のそれぞれ覆土下層，96は竈の覆土中，91・97は貯蔵穴内の床面からそれぞ

れ投棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第13号住居跡（第65 ～ 70図）

位置　調査区中央部のＥ７d5区で，標高23.1ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸7.50ｍ，短軸7.30ｍの方形で，主軸方向はＮ－28°－Ｗである。壁高は40 ～ 50㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，竈付近及び出入り口施設付近がよく踏み固められ，壁溝が竈付近を除いて巡っている。全面が貼

床で，特に各コーナー部を中心に50 ～ 70㎝掘り込み，ロームブロックを含む褐色土を埋土して構築している。

竈　２か所。竈１は北壁中央部のやや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで130㎝である。袖部幅

は110㎝ほどで，60㎝ほど掘り込んだ後，砂粒や焼土を含む褐色土を盛り土した基部の上に砂質粘土で構築して

いる。火床部は，貼床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は，壁外へ

40㎝ほど掘り込まれ，火床面から急激に立ち上がっている。竈２は北壁中央部のやや東寄りに付設されている。

袖部は存在しない。火床面は貼床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火を受けて赤変硬化している。煙道

部は，壁外へ110㎝ほど掘り込まれ，緩やかに外傾して立ち上がっている。竈１は左袖部が壁溝を埋土して構

築され，竈２の火床部が踏み固められていることから，竈２の後に竈１が構築されたものと考えられる。

竈１土層解説
１　褐　　　色　 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少

量，炭化粒子微量，締まり強い
２　褐　　　色　 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，締ま

り強い
３　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
４　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
５　暗　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子・砂質粘土粒子中量，

締まり強い
６　灰　褐　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微

量

７　灰　褐　色　砂質粘土粒子多量，粘性強い，締まり強い
８　暗　褐　色　砂質粘土粒子多量
９　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土ブロック少量
10　暗　褐　色　焼土ブロック・砂質粘土粒子中量
11　暗　褐　色　砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子少量，締まり強い
13　にぶい赤褐色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
14　にぶい褐色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
15　褐　　　色　ロームブロック・砂粒少量，焼土粒子微量
16　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

90 土師器 坏 14.2  4.3 － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 70％  PL20 

91 土師器 坏 ［14.8］ （3.1） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 貯蔵穴内 30％ 

92 土師器 坏 ［13.0］ （3.4） － 石英・雲母・
赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 20％

93 土師器 坏 ［14.4］ （3.7） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

94 土師器 高坏［16.6］ （7.2） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 脚部ヘラ磨き 覆土中層 30％

95 土師器 甕 ［22.2］（24.1） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土下層 50％  PL20

96 土師器 甕 ［17.8］（23.1） －
長石・石英・
雲母・赤色粒
子・小礫

にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 竈覆土中 30％ 

97 土師器 甕 ［21.6］ （5.7） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 貯蔵穴内 5％ 

98 土師器 小形甕［15.2］ 14.5 3.4 長石・石英・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 30％

第12号住居跡出土遺物観察表（第64図）

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP4 支脚 （18.5） 4.9 ～ 7.9 （654.4） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 覆土下層
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17　灰　褐　色　 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子微
量，締まり強い

18　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
19　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，締まり強い

第65図　第13号住居跡実測図⑴第65図　第13号住居跡実測図⑴
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第66図　第13号住居跡実測図⑵
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ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ50 ～ 60㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ30㎝，Ｐ６は深

さ40㎝で，南壁際中央部に位置し，竈に向かって一列に並んでいることから，出入り口施設に関連すると考え

られる。

覆土　16層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第16層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径85㎝，短径60㎝の楕円形で，深さは40㎝である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。

竈２土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子中量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘性弱い，締まり強い
３　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
４　褐　　　色　ローム粒子中量

５　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
６　暗 赤 褐 色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量締

まり強い
７　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量，締まり強い

土層解説
１　灰　褐　色　炭化粒子中量，黒色土ブロック・ローム粒子微量
２　黒　褐　色　黒色土ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子少量
３　暗　褐　色　黒色土ブロック・ローム粒子少量
４　黒　褐　色　ローム粒子少量
５　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
６　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
７　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土ブロック微量
８　暗　褐　色　ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子微量

９　暗　褐　色　ローム粒子中量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
11　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
13　褐　　　色　ローム粒子多量
14　灰　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量
15　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化材微量
16　褐　　　色　ローム粒子多量，締まり強い

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

第67図　第13号住居跡実測図⑶第67図　第13号住居跡実測図⑶
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遺物出土状況　土師器片2245 点（坏477，高坏146，甕1470，小形甕30，甑122），土製品３点（丸玉１，棗玉

２），石器１点（砥石），石製品３点（臼玉）が出土している。102・107・113はＰ２付近， 112は東コーナー壁

際，Ｑ285は南東壁際， 108は東コーナー寄り，100は竈１の西側，117は竈１の西側の壁溝及び竈２の火床部上面，

DP５はＰ６上面，DP６はＰ２付近のそれぞれ覆土上層，99は南東壁中央寄り，115は北東壁寄り，106はＰ３脇，

111はＰ１脇，114・116は出入り口施設付近のそれぞれ覆土中層，103・105はＰ１付近，101はそれぞれ覆土下

層から投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第68図　第13号住居跡出土遺物実測図⑴第68図　第13号住居跡出土遺物実測図⑴
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第69図　第13号住居跡出土遺物実測図⑵
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

99 土師器 坏 12.2 4.6 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 95％

100 土師器 坏 14.3 4.8 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土上層 90％

101 土師器 坏 ［13.3］ 5.0 － 雲母・赤色粒
子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 60％

102 土師器 坏 ［13.0］ 4.9 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土上層 60％

103 土師器 坏 ［12.2］ 4.2 － 長石・石英・
赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％

104 土師器 坏 ［14.8］ 3.8 － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中 40％ 

105 土師器 坏 ［12.4］ 5.1 － 石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　

内面ヘラナデ後ヘラ磨き 覆土下層 20％

106 土師器 坏 ［14.8］（3.6） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 10％ 

107 土師器 坏 ［14.2］（4.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土上層 10％ 

第13号住居跡出土遺物観察表（第68 ～ 70図）

第70図　第13号住居跡出土遺物実測図⑶
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第14号住居跡（第71 ～ 74図）

位置　調査区西部のＥ６g6区で，標高22.8ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第28号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が7.5ｍの方形で，主軸方向はＮ－33°－Ｗである。壁高は40 ～ 45㎝で外傾して立ち上がって

いる。

床　平坦で，竈付近が踏み固められており，壁溝が竈付近を除いて巡っている。全面が貼床で，特に各コーナー

部を土坑状に60 ～ 80㎝掘り込み，ロームブロックを含むにぶい褐色土を埋土して構築している。

竈　北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで160㎝である。袖部幅は120㎝で，地山面をわずか

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

108 土師器 坏 ［13.6］  5.0 － 石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土上層 15％ 

109 土師器 坏 ［11.4］ （3.0） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 黄灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中 5％ 

110 土師器 坏 ［13.2］ （3.9） － 長石・赤色粒
子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中 5％ 

111 土師器 高坏 14.3  8.4 10.2 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通
口辺部内・外面ヘラナデ後横ナデ　坏部
外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　脚部内・
外面ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ

覆土中層 95％  PL21

112 土師器 高坏 －  （8.5） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 坏部内・外面ヘラ削り　脚部内・外面ヘ
ラ削り　内面指頭擦痕 覆土上層 50％

113 土師器 高坏 － （10.9） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ナデ　脚部外面ヘラ

削り　内面指頭擦痕　裾部内・外面ヘラ削り後横ナデ 覆土上層 60％

114 土師器 高坏 －  （8.9） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ヘラ磨き 

脚部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面指頭擦痕 覆土中層 30％

115 土師器 高坏 －  （6.7） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面上部
指頭擦痕　下部ヘラ削り 覆土中層 10％

116 土師器 甕 ［26.0］（12.4） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土中層 5％

117 土師器 甕 ［25.0］（11.9） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土上層 10％

118 土師器 甕 ［21.7］ （9.4） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土中層 10％

119 土師器 甕 ［24.6］ （6.9） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土中層 5％

120 土師器 甕 ［21.4］ （8.2） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土上層 5％

121 土師器 甕 ［22.6］ （7.1） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ　内面ヘラ削り 覆土中 5％

122 土師器 甕 ［23.2］ （4.2） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部外面横ナデ　内面ヘラナデ後横ナ

デ 覆土中層 5％

123 土師器 甕 ［20.0］ （6.0） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ
デ　内面ヘラ削り 覆土上層 5％

124 土師器 甕 － （12.2） 8.1 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラ

ナデ　底部外面ヘラ磨き 覆土中層 40％

125 土師器 小形甕［22.6］ 15.7 8.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土上層 50％

126 土師器 甑 22.8 22.5 9.4 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ　体部内・外面
ヘラ削り後ヘラ磨き 覆土中層 70％  PL21

127 土師器 甑 ［19.6］ 12.5 4.4 長石・石英 灰黄褐 普通 口辺部～体部上部内・外面ヘラナデ　体
部下部内・外面ヘラ削り 覆土上層 30％

128 土師器 甑 － （13.1） 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　下部

ヘラ削り 覆土上層 45％

129 土師器 甑 ［28.4］（11.8） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ　体部内面ヘラ

削り 覆土上層 20％

番号 種別 最大径 厚さ 孔径 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP5 丸玉 1.8 1.7 0.4 4.6 土（ 長 石・
石英・雲母） ナデ　一方向からの穿孔 覆土上層

DP6 棗玉 1.6 2.7 0.25 3.4 土（ 長 石・
白色粒子） ナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL48

DP7 棗玉 1.4 2.15 0.25 1.9 土（ 長 石・
白色粒子） ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL48

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q284 砥石 （8.2） 5.1 5.3 （243.80） 凝灰岩 砥面４面 覆土中層

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q285 臼玉 1.4 0.9 0.3 2.9 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土上層

Q286 臼玉 1.3 0.9 0.4 1.9 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 貼床土層中

Q287 臼玉 1.3 0.8 0.4 1.7 滑石 一方向からの穿孔 貼床土層中



－93－

第71図　第14号住居跡実測図⑴
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第72図　第14号住居跡実測図⑵
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に掘り残して基部とした上に砂質粘土で構築されている。火床部は， 55㎝ほど土坑状に掘り込んだ後，ローム

ブロックを多量含んだ褐色土を埋土して構築している。火床面は，赤変硬化している。煙道部は，壁外へ35㎝

ほど掘り込まれ，奥壁に褐色土や暗褐色土を貼り付けて構築し，火床部から急激に立ち上がっている。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ55 ～ 80㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ20㎝，Ｐ６は深

さ60㎝で南壁際中央部に位置し，竈に向かって一列に並んでいることから，出入り口施設に関連すると考えら

れる。

竈土層解説
１　暗　褐　色　 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
４　褐　　　色　 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子・砂質

粘土粒子微量
５　灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量
７　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，しまり強い
８　にぶい赤褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
９　灰　褐　色　 砂質粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，

炭化物微量
10　暗　褐　色　 ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土粒子少量，焼土

粒子微量
11　暗　褐　色　ローム粒子・砂質粘土粒子少量，焼土粒子微量
12　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒

子微量

13　暗　褐　色　 ロームブロック・砂質粘土粒子少量，焼土粒子・
炭化粒子微量

14　暗　褐　色　 炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量，
締まり強い

15　暗　褐　色　 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・
炭化粒子少量，締まり強い

16　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量，締まり強い
17　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック多量
18　にぶい赤褐色　 焼土ブロック多量，砂質粘土粒子中量，ローム粒

子・炭化粒子少量
19　褐　　　色　ローム粒子・砂質粘土粒子中量
20　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
21　にぶい褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
22　暗　褐　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
23　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
24　褐　　　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量

第73図　第14号住居跡実測図⑶
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第74図　第14号住居跡出土遺物実測図
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覆土　23層からなる。黒褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。第23層は

貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径90㎝，短径60㎝の楕円形で，深さは20㎝である。底面は平坦で，壁は

外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片776点（坏146，高坏28，壺17，甕583，小形甕２），石製品１点（管玉）が出土してい

る。131は竈の左袖部際，130，141，142は貯蔵穴脇のそれぞれ覆土下層，133は出入り口施設付近，134は北東

部，137はＰ２脇， 140は竈焚き口付近のそれぞれ床面から投棄した状態で出土している。143は竈内から遺棄

した状態で出土している。Ｑ288は中央部から南西壁寄りの床面からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第15号住居跡（第75 ～ 79図）

位置　調査区中央部のＥ７e2区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量，締まり強い
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
６　黒　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
７　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
８　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
９　黒　褐　色　ロームブロック中量
10　暗　褐　色　炭化粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
11　灰　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
12　褐　　　色　ロームブロック中量

13　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
14　暗　褐　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子 
　　　　　　　　少量
15　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
16　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
17　暗　褐　色　ローム粒子多量
18　黒　褐　色　ロームブロック少量
19　暗　褐　色　ローム粒子多量，締まり強い
20　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
21　褐　　　色　ロームブロック多量
22　黒　褐　色　ローム粒子中量
23　にぶい褐色　ローム粒子多量，締まり強い

貯蔵穴土層解説
１　灰　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量 ２　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

130 土師器 坏 12.9  4.3 － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 75％

131 土師器 坏 ［14.8］  4.7 － 長石・石英 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％

132 土師器 坏 ［13.5］ （4.3） － 長石・雲母・
白色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 40％

133 土師器 坏 ［12.6］ （4.3） － 長石・石英 淡黄 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 床面 10％

134 土師器 高坏 －  （7.1） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい橙 普通 脚部内・外面ヘラ削り 床面 40％

135 土師器 高坏 －  （6.3） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕 覆土中層 30％

136 土師器 高坏 －  （6.4） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 坏部内面ヘラナデ　脚部外面ヘラ削り後
ヘラナデ　内面指頭擦痕 覆土下層 25％

137 土師器 高坏 －  （7.0） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 明赤褐 普通 　　　　　　　 床面 25％

138 土師器 高坏 －  （6.9） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕 覆土下層 5％

139 土師器 壺 ［13.0］ （4.8） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ後横ナデ　体部

外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中層 10％

140 土師器 小形甕 13.7 （17.0） － 長石・石英・
白色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 床面 70％  PL22 

141 土師器 小形甕［17.2］ 13.4 6.1 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％

142 土師器 甑 ［19.6］ 20.3 7.3 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 80％  PL22 

143 土師器 甑 ［27.0］（15.5） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ，体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 竈覆土中 40％

第14号住居跡出土遺物観察表（第74図）

番号 種別 径 長さ 口径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q288 管玉 0.9 2.3 0.3 3.2 碧玉 全面丁寧な磨き　側面は円筒状　一方向からの
穿孔 床面 PL48
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第75図　第15号住居跡実測図⑴
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第76図　第15号住居跡実測図⑵
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重複関係　第26号住居跡を掘り込み，第26･27号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6.20ｍ，短軸5.80ｍの方形で，主軸方向はＮ－20°－Ｗである。壁高は50㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。壁溝が竈付近を除いて巡っている。全面が貼床で，特

に各コーナー部を土坑状に60 ～ 70㎝掘り込み，ロームブロックを含む褐色土を埋土して構築している。

竈　２か所。竈１は北西壁中央部のやや西寄りに付設されており，焚口部から煙道部まで170㎝である。袖部

幅は120㎝で，地山面をわずかに掘り残し，ロームブロックを含む褐色土を貼り付けて基部とし，その上に砂

質粘土で構築している。火床部は，60㎝ほど土坑状に掘り込んだ後，ロームブロックを含む褐色土を埋土して

構築している。火床面は，埋土をわずかに掘りくぼめて使用しており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道

部は，壁外へ35㎝ほど掘り込まれ，火床部から緩やかに外傾して立ち上がっている。竈２は北西壁中央部に付

設されており，袖部は存在しない。火床面は貼床面を皿状に掘りくぼめて使用しており，火を受けて赤変硬化

している。煙道部は，壁外へ35㎝ほど掘り込まれ，急激に外傾して立ち上がっている。竈１は左袖部が壁溝を

埋土して構築されており，竈２の火床部が踏み固められていることから，竈２の後に竈１が構築されたものと

考えられる。

竈１土層解説
１　灰　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック少量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
４　褐　　　色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ロームブロック少量，炭化物微量
７　灰　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック多量，炭化物微量
８　褐　　　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック･炭化粒子微量
９　灰　褐　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒

子微量
10　灰　褐　色　 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・砂質

粘土粒子少量
11　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
12　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
14　にぶい褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量

15　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
16　褐　　　色　粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子少量
17　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，締まり強い
18　褐　　　色　 砂質粘土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロッ

ク微量，締まり強い
19　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
20　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量（埋土）
21　暗　褐　色　 ローム粒子・焼土粒子・砂質粘土粒子中量，締ま

り強い
22　褐　　　色　 焼土ブロック多量，ロームブロック・砂質粘土粒

子中量，締まり強い
23　褐　　　色　 焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子
　　　　　　　　少量
24　褐　　　色　ロームブロック多量
25　褐　　　色　ロームブロック・焼土ブロック中量（埋土）

竈２土層解説
１　にぶい褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

５　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック微量
６　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
７　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，締まり強い

第77図　第15号住居跡実測図⑶
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第78図　第15号住居跡出土遺物実測図⑴
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第79図　第15号住居跡出土遺物実測図⑵
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ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ50 ～ 73㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ40㎝で南壁際中

央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　15層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第14・15層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径100㎝，短径85㎝の楕円形で，深さは40㎝である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片976点（坏152，椀７，高坏23，蓋１，甕768，小形甕23，ミニチュア２），土製品１点（勾

玉），石製品１点（有孔円板）が出土している。144・156は中央部北寄りの床面から遺棄したとみられる状態

で出土している。146はＰ１脇とＰ２付近，152はＰ１脇，157は竈２付近及びＰ３脇，149・159はＰ３脇，DP

８はＰ４付近のそれぞれ覆土下層， 158はＰ３脇，Ｑ289は竈２の火床部脇のそれぞれ床面から投棄したとみら

れる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

土層解説
１　黒　　　色　黒色土ブロック中量，ローム粒子少量
２　黒　　　色　ローム粒子少量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量
５　黒　褐　色　ロームブロック中量
６　極 暗 褐 色　焼土粒子少量
７　暗　褐　色　ロームブロック中量
８　黒　　　色　ローム粒子中量，黒色土ブロック微量

９　褐　　　色　ローム粒子中量
10　褐　　　色　ローム粒子少量
11　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
12　暗　褐　色　ロームブロック少量
13　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量
14　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量（貼床）
15　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量（貼床）

貯蔵穴土層解説
１　黒　　　色　ローム粒子中量，黒色土ブロック微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量
３　褐　　　色　ローム粒子少量

４　極 暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

144 土師器 坏 12.1  4.1 － 長石・石英・雲
母・白色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 95％

145 土師器 坏 13.4  4.6 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 65％  PL23

146 土師器 坏 14.5  4.6 － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 90％  PL23 

147 土師器 坏 ［13.5］ （4.1） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 35％

148 土師器 坏 ［13.8］ （3.6） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 覆土中層 30％

149 土師器 椀 ［12.9］  8.3 － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 60％ 

150 土師器 椀 ［14.2］ 10.3 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 覆土下層 75％

151 土師器 蓋 －  （1.6） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内面横ナデ　外面ヘラ削り 覆土下層 5％ 

152 土師器 甕 ［22.0］ 32.8  8.2 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨

き　内面ヘラナデ 覆土下層 70％

153 土師器 甕 ［23.8］ （9.2） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 覆土下層 5％

154 土師器 甕 － ［14.8］  7.4 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土中層 30％

155 土師器 小形甕［13.5］ （5.6） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土中層 10％

156 土師器 小形甕 － （11.6）  6.4 長石・石英・
雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 80％

157 土師器 甑 26.8 28.2 10.0 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土下層 70％

158 土師器 甑 ［26.2］ 23.1  9.9 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 床面 70％

159 土師器 ミニチュア ［9.5］  5.4  4.6 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ナデ 覆土下層 40％  PL23

第15号住居跡出土遺物観察表（第78・79図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP8 勾玉 （1.9） （1.0） 0.5 （0.90） 土（ 長 石・
白色粒子） 丁寧なナデ 覆土下層 PL48
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第16号住居跡（第80 ～ 82図）

位置　調査区西部のＥ６d7区で，標高22.9ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　一辺が5.9 ｍの方形で，主軸方向はＮ－50°－Ｗである。壁高は20 ㎝ほどで外傾して立ち上がって

いる。

床　平坦で，全体が踏み固められており，壁溝が全周している。Ｐ２・Ｐ３の周り及び北東壁際に高まりをもっ

ている。全面が貼床で，特に主柱穴の外側は30㎝ほど溝状に掘り込まれ，ロームブロックを多く含む暗褐色土

を埋土して構築している。

炉　２か所。炉１は北側中央部のやや南東側，炉２は炉１の西に接して設けられている。炉１は，長径75㎝，

短径60㎝の楕円形で，貼床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，赤変硬化している。

炉２は，長径80㎝，短径55㎝の楕円形で，貼床面を10㎝ほど掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，

赤変硬化している。炉１・炉２ともに赤変硬化し，火床面の削平等がみられないことから，住居廃絶時までと

もに使用され，その使用頻度も高かったと推測される。第３・４層は炉の構築土である。

ピット　８か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ60 ～ 75㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ15㎝，Ｐ６は深

さ５㎝で南東壁際中央部に位置し，一列に並んでいることから出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ７・

Ｐ８は深さ10㎝ほどで，性格は不明である。

覆土　11層からなる。褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。第９・11層

は貼床の構築土である。

貯蔵穴　南側コーナー部に位置し，長径100㎝，短径70㎝の楕円形で，深さは55㎝である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片347点（椀１，坩21，高坏125，壺４，小形壺11，甕184，ミニチュア１），土製品１点

（丸玉）のほか流入した縄文土器片104点も出土している。165は貯蔵穴の覆土中層及び壁溝内，160は中央部，

162は南部の壁際及びＰ１脇，163は炉２脇，164はＰ４付近，166・167・169はＰ７付近のそれぞれ床面から破

砕したのち投棄されたとみられる状態で出土している。DP９は北東部の床面から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

炉１・炉２土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子中量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量

３　褐　　　色　ロームブロック・焼土ブロック少量，締まり強い
４　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量，締まり強い

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量
５　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
６　褐　　　色　ローム粒子中量，締まり弱い

７　褐　　　色　ローム粒子中量
８　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
９　褐　　　色　ロームブロック中量
10　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量
２　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物微量，締まり弱い

３　褐　　　色　 ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子微量，締まり
弱い

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q289 有孔円板 2.0 0.3 0.2 2.6 滑石 表面横方向の研磨　裏面縦方向の研磨　片面穿孔 床面 PL48
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第80図　第16号住居跡実測図
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第81図　第16号住居跡・出土遺物実測図
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第17号住居跡（第83図）

位置　調査区中央部のＥ７h7区で，標高22.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　南部及び北部から北東部にかけて撹乱を受け，長軸2.20 ｍ，短軸1.70 ｍほどの長方形を呈し，主

軸方向はＮ－５°－Ｗである。壁高は10 ～ 25㎝である。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

160 土師器 椀 ［13.4］ （6.2） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 床面 20％

161 土師器 小形壺 －  （8.0） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 頸部内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り　

内面ヘラナデ 覆土中層 30％　体部内・
外面煤付着

162 土師器 高坏 19.5 17.2 14.3 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ヘ

ラ磨き　脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕 裾部内・外面横ナデ 床面 80％　坏部～脚部内・
外面二次焼成　PL24  

163 土師器 高坏［21.0］ （6.7） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り 床面 20％

164 土師器 高坏 － （11.3） 14.0 長石・石英・
雲母 橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ナデ　内面指頭擦痕後ヘ

ラ削り　裾部内・外面ヘラ削り　後横ナデ 床面 50％　脚部内・
外面二次焼成

165 土師器 壺 ［23.1］ （6.7） － 長石・石英・
白色粒子 にぶい黄橙 普通 口縁部内・外面横ナデ後ヘラ磨き　頸部

外面ヘラ削り　棒状浮文
壁溝内・
貯蔵穴内 20％  PL24

166 土師器 甕 ［16.5］（12.3） － 石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 床面 30％

167 土師器 甕 ［16.4］（15.1） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り 床面 30％

168 土師器 甕 ［16.6］（11.3） － 石英・雲母・
白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラ削り後ヘラナデ 覆土下層 20％　体部内・
外面煤付着

169 土師器 ミニチュア ［4.6］  4.3  2.9 長石・石英 明赤褐 普通 口縁部内・外面横ナデ　体部外面横ナデ 
内面指頭擦痕 床面 50％  PL24

第16号住居跡出土遺物観察表（第81・82図）

番号 種別 最大径 厚さ 孔径 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP9 丸玉 2.5 2.2 0.4 11.9 土（長石・白色
粒子・赤色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

第82図　第16号住居跡出土遺物実測図
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覆土　３層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片15点（坏５，甕10）が出土している。170・171は中央部の覆土下層からそれぞれ投棄

された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第18号住居跡（第84・85図）

位置　調査区西部のＤ７i2区で，標高23.4ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸4.60ｍ，短軸4.50ｍの方形で，主軸方向はＮ－30°－Ｗである。壁高が50㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，中央部南が踏み固められている。壁溝が西側及び南側を巡っている。

竈　北西壁のほぼ中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで100 ㎝である。袖部は幅が95 ㎝で，床面と

同じ高さの地山面に砂質粘土を貼り付けて構築されている。両袖部の内面は火熱を受けて赤変硬化している。

火床部は，同じ地山面をわずかに掘りくぼめて使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道

部は壁外へ20㎝ほど掘り込まれ，火床面から急激に立ち上がっている。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

170 土師器 坏 12.6 5.2 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 

内面ヘラナデ 覆土下層 95％

171 土師器 坏 11.7 4.7 － 長石・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 
内面ヘラナデ 覆土下層 80％

第17号住居跡出土遺物観察表（第83図）

第83図　第17号住居跡・出土遺物実測図
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竈土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量
５　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量
６　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック微量
７　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
８　暗　褐　色　焼土粒子中量，砂粒少量
９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量

10　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
11　黒　褐　色　焼土粒子・砂粒・粘土粒子少量，粘性強い
12　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
13　にぶい褐色　 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　微量
14　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
15　暗　褐　色　 ローム粒子・砂質粘土粒子中量，焼土粒子微量，

締まり強い

第84図　第18号住居跡実測図
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第85図　第18号住居跡出土遺物実測図
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ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ10 ～ 15㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ25㎝で中央部よ

り南壁寄りに位置し，周辺の床面が踏み固められていることから出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ６・

Ｐ７の性格は不明である。

覆土　８層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片428点（坏64，椀13，高坏31，壺１，甕307，小形甕11，甑１），土製品１点（支脚）

が出土している。174・177・179は中央付近，175は竈東側及びＰ３脇，176・178はＰ２脇のそれぞれ覆土下層，

172は中央部，173・181はＰ２脇，DP10は北西壁寄りのそれぞれ床面から投棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

第19号住居跡（第86図）

位置　調査区中央部のＥ７j1区で，標高22.9ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第46号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2.50ｍ，短軸2.10ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－40°－Ｗ，壁高は15 ～ 30㎝である。

床　平坦で，全体が踏み固められている。

ピット　深さ10㎝で，性格は不明である。

覆土　５層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・黒色土ブロック中量，焼土粒子微量
２　極 暗 褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ローム粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子少量

５　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
６　暗　褐　色　ロームブロック微量
７　暗　褐　色　ローム粒子少量，黒色土ブロック・炭化粒子微量
８　褐　　　色　黒色土ブロック・ローム粒子微量

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子中量

４　暗　褐　色　ローム粒子少量
５　褐　　　色　ローム粒子少量・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

172 土師器 坏 12.4  4.3 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 80％ PL25 

173 土師器 坏 ［12.9］ （4.7） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 30％ 

174 土師器 坏 ［12.6］ （3.9） － 長石・石英・
赤色粒子 明褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

175 土師器 坏 ［12.8］  4.6 － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 45％

176 土師器 高坏［14.8］ （6.2） － 石英・赤色粒
子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り　内

面ヘラ削り後ヘラ磨き　脚部内・外面ヘラ削り 覆土下層 45％  PL25

177 土師器 甕 23.2 （19.8） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨

き　内面ヘラナデ 覆土下層 40％

178 土師器 甕 22.0 （29.7） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨

き　内面ヘラナデ 覆土下層 30％  PL25

179 土師器 小形甕［18.4］（13.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 30％

180 土師器 小形甕［12.8］ （6.3） － 長石・石英 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨
き　内面ヘラナデ 覆土中層 5％

181 土師器 甑 －  （9.5）［9.4］ 石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ヘラ
磨き 床面 5％

第18号住居跡出土遺物観察表（第85図）

番号 器種 長さ 径 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP10 支脚 （12.4） （6.1 ～ 6.7） （420.4） 土（ 長 石・
石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 床面
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遺物出土状況　土師器片32 点（坏15，甕17）が出土している。182 は南西壁際から転落したとみられる状態で

出土している。183は中央部の床面から投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　小規模なこと及び竈や炉が検出されないことなどから，作業場または倉庫的に使用された可能性が考え

られる。時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

第20号住居跡（第87 ～ 89図）

位置　調査区中央部のＤ６i9区で，標高23.3ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5.70ｍ，短軸5.60ｍの方形で，主軸方向はＮ－15°－Ｗである。壁高は30㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で中央部付近が踏み固められ，壁溝が全周している。貯蔵穴の周りに馬蹄形状の高まりをもっている。

南壁中央付近に間仕切り溝を１条設けている。全面から焼土塊や炭化材（角材，丸材，板材）が検出され，炭

化材が放射状に並んで検出された焼失住居である。貯蔵穴北側から西壁際にかけて粘土塊が出土している。

焼土塊土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物中量 ２　極 暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

182 土師器 坏 12.5 4.5 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 

内面ナデ 床面 90％

183 土師器 坏 ［12.0］ 4.6 － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 

内面ナデ 床面 60％

184 土師器 坏 ［12.0］（4.7） － 石英・赤色粒
子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 

内面ヘラナデ 覆土中層 30％

第19号住居跡出土遺物観察表（第86図）

第86図　第19号住居跡・出土遺物実測図第86図　第19号住居跡・出土遺物実測図
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炉　中央部北寄りに設けられている。規模は，長径75㎝，短径60㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた

地床炉である。炉床面は皿状を呈し，赤変硬化している。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量
２　極暗赤褐色　焼土ブロック中量

３　暗　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量
４　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化物・焼土粒子少量

第87図　第20号住居跡実測図第87図　第20号住居跡実測図
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第88図　第20号住居跡・出土遺物実測図
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ピット　４か所。深さ65 ～ 72㎝で配置から主柱穴と考えられる。

覆土　14層からなる。暗褐色土や黒褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径95㎝，短径75㎝の楕円形で，深さは67㎝である。底面は皿状で，壁は

緩やかに外傾して立ち上がっている。また，覆土上層から中層にかけて焼土塊及び炭化材（角材）が検出され

ている。

遺物出土状況　土師器片424点（坏３，坩29，高坏106，壺２，甕278，小形甕６），石製品１点（臼玉）が出土

している。186は南壁際覆土中層，187は南東コーナーの壁際覆土下層，185は貯蔵穴脇，188はＰ４脇，190は

逆位で北壁寄り，194・Ｑ290は西壁際のそれぞれ床面，192は西壁際の床面及び西壁際の焼土塊上面，191は中

央部，193・196は西壁際北部，198は炉脇，201は北西部の焼土塊上面，199は貯蔵穴内からそれぞれ投棄され

た状態で出土している。

土層解説
１　黒　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
４　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子中量 
５　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子中量
６　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
７　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量

９　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
10　黄　褐　色　 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック
　　　　　　　　少量
11　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子中量
12　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子中量
13　黒　褐　色　 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
14　にぶい褐色　ローム粒子多量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化物・焼土粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量

４　暗　褐　色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量
５　褐　　　色　 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，粘性

強い

第89図　第20号住居跡出土遺物実測図
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所見　床面から炭化材や焼土塊が検出された焼失住居跡である。出土遺物と床面の間にわずかに褐色土や暗褐

色土が堆積しており，廃絶後ある程度の時間をおいた後に焼失したものと推定される。高坏や坩を中心とした

土器が，破砕した後に投棄され，炭化材及び焼土塊を伴って出土し，内外面ともに煤が付着または二次焼成を

受けている。これらの状況から，遺物が住居炎上と同時に投げ込まれたと推測され，住居焼却に伴う祭祀が行

われた可能性がうかがわれる。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

第22号住居跡（第90・91図）

位置　調査区北西部のＥ６a1区で，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長軸5.00ｍ，短軸3.70ｍの長方形で，主軸方向はＮ－45°－Ｗである。壁高は10 ～ 18㎝で，外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，中央部及び炉や貯蔵穴の周りが踏み固められている。北東壁寄りの床面から角材と見られる炭化

材が検出された焼失住居跡である。

炉　２か所。炉１は北東壁寄りに設けられている。長径70㎝，短径50㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，赤変硬化している。炉２は中央部やや南西壁寄りに設けられている。

長径40㎝，短径35㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，赤変硬化

している。

炉１土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２　赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

185 土師器 坩 11.5 10.4 － 長石・雲母・
細礫 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ヘラ削

り　内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 床面
75％　口辺部
内・外面煤付着
PL26

186 土師器 坩  ［9.1］  9.0  3.2 長石・石英・雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ハケ目 
内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 覆土中層 75％ 

187 土師器 坩  ［8.8］  9.5  ［3.1］長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面ハケ目後横ナデ　頸部内
面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 覆土下層 75％

188 土師器 坩  7.5  （5.3） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ヘラ削
り　内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 床面 30％

189 土師器 坩  ［7.6］ （6.0） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ヘラ削
り　内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 覆土中層 30％

190 土師器 坩 － （10.2）  4.5 
長石・石英・
赤色粒子・白
色粒子

橙 普通 頸部内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り 床面 70％　体部
外面煤付着

191 土師器 高坏 －  （2.0） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 坏部内面ヘラナデ　坏部下端突起部上・

下面ヘラ削り後横ナデ 覆土中層 5％

192 土師器 高坏 18.8 （12.7） － 長石・石英・
雲母 橙 普通

口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削
り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ　脚部外面
ヘラ削り　内面指頭擦痕 

床面
45％　内・
外面煤付着
PL26

193 土師器 高坏 －  （6.9） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ削り後ヘラ

磨き 覆土下層 40％

194 土師器 高坏［19.6］ （5.6） － 長石・赤色粒
子・白色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り　内面ヘラ削り後ヘラ磨き 壁溝
30％　口辺
部内・外面
煤付着

195 土師器 高坏 －  （8.3）［10.3］長石・石英 にぶい黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕下
部ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ 覆土中層 30％

196 土師器 高坏 －  （9.2） － 長石・石英・
雲母 淡赤橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面上部

指頭擦痕 覆土下層
30％　脚部
内・外面煤
付着

197 土師器 高坏 －  （7.7） － 長石・石英 黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕 下
部ヘラ削り 覆土下層 30％

198 土師器 高坏 －  （7.4） － 長石・石英 橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面上部
指頭擦痕 覆土下層 30％

199 土師器 壺 18.5 32.4  6.8 長石・石英・雲母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層

70％　口辺
部～体部内・
外面煤付着

200 土師器 壺 ［14.2］ （3.1） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面ハケ目後横ナデ 覆土下層
10％　口辺
部内・外面
煤付着

201 土師器 小形甕 13.4  （8.4） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 橙 普通 口辺部～頸部内・外面横ナデ後指頭圧痕 

体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

第20号住居跡出土遺物観察表（第88・89図）

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q290 臼玉 0.5 0.3 0.2 0.1 滑石 側面は太鼓状　片面穿孔 壁溝
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ピット　２か所。深さ23 ～ 25㎝で，性格は不明である。

覆土　５層からなる。褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

貯蔵穴　東コーナー部に位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で，深さは45㎝である。底面は平坦であり，壁

は外傾して立ち上がっている。覆土中層から径20㎝，厚さ16㎝ほどの粘土塊が出土している。

遺物出土状況　土師器片222点（坏７，高坏14，壺43，甕155，小形甕３），石製品１点（臼玉）が出土してい

る。202は北西壁北寄り，203は北東壁際北寄り，204は炉１の北側の床面からそれぞれ破砕された状態で出土し，

投棄された状態を呈している。Ｑ291は貯蔵穴内から出土している。

所見　遺物の出土状況及び炭化材等の状況から，遺物が投棄された後または同時に焼失したと考えられ，第20

号住居跡同様の住居焼却に伴う祭祀行為の可能性がある。時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

炉２土層解説
１　赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック少量，炭化物微量

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

４　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 
５　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子多量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，締まり弱い
３　暗　褐　色　ローム粒子多量，締まり弱い

４　褐　　　色　ローム粒子中量，締まり弱い
５　暗 灰 黄 色　粘土粒子多量，粘性・締まり強い

号住居跡同様の住居焼却に伴う祭祀行為の可能性がある。時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

第90図　第22号住居跡実測図
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第23号住居跡（第92・93図）

位置　調査区中央部のＥ６e0区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　西コーナー部が削平を受けている。長軸3.60ｍ，短軸3.50ｍの方形で，主軸方向はＮ－45°－Ｗで

ある。壁高は10㎝内外で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部及び炉や貯蔵穴の周りが若干踏み固められている。中央部から北部にかけての床面から，

やや浮いた状態で炭化材や焼土塊が検出された焼失住居跡である。

炉　中央部やや北東壁寄りに設けられている。長径85㎝，短径75㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた

地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火熱により赤変硬化している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

202 土師器 甕 17.2 （15.9） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部外面ヘラ削

り　内面指頭圧痕 体部内・外面ヘラ削り 床面
30％　口辺部
～体部内・外面
煤付着　PL27

203 土師器 壺 ［13.9］（13.3） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面ハケ目後横ナデ　頸部内面

指頭圧痕　体部内・外面ヘラ削り 床面 30％  PL27

204 土師器 甕 16.9  （7.0） － 石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外
面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 20％

第22号住居跡出土遺物観察表（第91図）

番号 種別 径 孔径 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q291 臼玉未製品 （0.8） （0.2） 0.7 （0.2） 滑石 形割りの後穿孔失敗により欠損 貯蔵穴内

第91図　第22号住居跡出土遺物実測図
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ピット　２か所。深さ15 ～ 33㎝で，性格は不明である。

覆土　３層からなる。削平を受けて覆土が薄いため，堆積状況は不明である。

貯蔵穴　北コーナー部に位置しており，径60㎝の円形で深さは36㎝である。底面は皿状で壁は外傾して立ち上

がっている。

遺物出土状況　土師器片143点（坩２，高坏34，甕107）が出土している。205は北東壁寄り，208は北側コーナー

部付近のそれぞれ覆土下層，207は北部の北東壁寄りのそれぞれ床面， 209は貯蔵穴上面，206は炉上面の覆土

下層からそれぞれ投棄された状況で出土している。

所見　炭化材や焼土塊の出土状況から，廃絶後に一定の時間を経た段階で焼失したと推測される。高坏や坩を

中心に破砕して投棄されたような状態で，焼土塊や炭化材とともに出土している。それらの中には，内外面と

も煤が付着したり二次焼成痕がみられる。こうした状況から，遺物は住居が炎上している段階に投げ込まれた

ものと推測され，住居廃絶に伴う祭祀行為が想定される。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

３　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量，締まり強い

土層解説
１　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量

３　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

貯蔵穴土層解説
１　赤　褐　色　 焼土ブロック多量，炭化粒子中量，ローム粒子　

少量
２　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

３　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック中量

第92図　第23号住居跡実測図
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第24号住居跡（第94・95図）

位置　調査区西部のＥ６b5区で，標高23.0ｍの台地の端部に位置している。

重複関係　第48号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部が削平を受けているが，一辺3.4ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－15°－Ｗである。壁高は10㎝

ほどで外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部及び炉や貯蔵穴の周りが踏み固められている。全面が貼床で，特に外周部を幅50 ～ 100㎝，

30㎝ほどの深さで溝状に掘り込んだ後，ロームブロックや炭化粒子を含む褐色土または明褐色土を埋土して構

築している。

炉　２か所。炉１は北東コーナー寄りに設けられ，長径70㎝，短径40㎝の楕円形である。35㎝ほど土坑状に掘

り込んだ後，ロームブロックを多く含んだ褐色土や暗褐色土で埋土して構築している。炉床面は皿状を呈し，

火熱により赤変硬化している。炉２は北西コーナー寄りに設けられ，長径40㎝，短径30㎝の楕円形である。確

認面から40㎝ほど土坑状に掘り込んだ後，ロームブロックを多く含んだ暗褐色土で埋土して構築している。炉

床面は皿状を呈し，火熱により赤変硬化している。

炉１土層解説
１　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック多量，ロームブロック少量，締まり

強い，粘性弱い
２　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量

３　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
４　暗　褐　色　ロームブロック中量（掘り方）
５　褐　　　色　ロームブロック中量（掘り方）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

205 土師器 坩 － （6.0） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 頸部内面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り　

内面ヘラナデ 覆土下層 20％　体部内・
外面煤付着

206 土師器 高坏［19.8］（8.2） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り後ナデ　内面ヘラナデ 炉上面 40％　坏部内・
外面煤付着

207 土師器 高坏［19.0］（8.4） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 30％　坏部内・
外面煤付着

208 土師器 高坏 － （9.6）［13.2］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕　
裾部内・外面ヘラ削り後横ナデ 覆土下層 20％　裾部外

面煤付着
209 土師器 甕 － （9.5）  6.0 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部から底部外面ヘラ削り 覆土下層 20％　体部外

面煤付着

第23号住居跡出土遺物観察表（第93図）

第93図　第23号住居跡出土遺物実測図
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ピット　４か所。Ｐ１は深さ20㎝で南壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に関連すると考え

られる。Ｐ２～４は深さ17 ～ 45㎝で，性格は不明である。

覆土　７層からなる。削平を受けて層厚が薄く，堆積状況は不明である。第３～７層は貼床の構築土である。

炉２土層解説
１　暗　褐　色　焼土ブロック多量，ローム粒子中量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

３　暗　褐　色　ローム粒子中量（掘り方）
４　にぶい褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量（掘り方）

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量
３　明　褐　色　ロームブロック少量
４　明　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

５　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック少量
７　暗　褐　色　ロームブロック少量

第94図　第24号住居跡実測図
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貯蔵穴　東コーナー部に位置しており，径60㎝ほどの円形で深さは36㎝である。底面は平坦であり，壁は外傾

して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片79点（坩２，高坏40，甕37）のほか，流入した縄文土器片19点が出土している。210

は中央部及び南東部，211は南部，214は南壁寄りのそれぞれ床面，212は北西コーナー部，213は北壁際西寄り

のそれぞれ覆土下層から破砕して投棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

第25号住居跡（第96図）

位置　調査区西部のＥ６j3区で，標高22.8ｍの台地の端部に位置している。

規模と形状　全体が削平を受け，南西部は調査区域外に延びている。柱穴等の配列から，長軸4.8ｍ，短軸4.5ｍ

ほどの方形と推定される。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。

貯蔵穴土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　極 暗 褐 色　 ロームブロック少量，黒色土ブロック・焼土粒子・

炭化粒子微量

３　暗　褐　色　ローム粒子少量
４　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

210 土師器 高坏 20.8  （6.8） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り 床面 50％　坏部
外面煤付着

211 土師器 高坏 － （14.2）［15.8］長石・石英 明赤褐 普通 坏部内面ヘラ磨き　脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕
下部ヘラ削り　裾部外面横ナデ後ヘラ削り　内面ハケ目 床面 40％　脚部内・

外面煤付着
212 土師器 高坏 － （10.0） 11.1 長石・石英・雲

母・白色粒子 明赤褐 普通 脚部外面ヘラ磨き　内面上部指頭擦痕　下部
ヘラ削り　裾部外面ヘラ磨き　内面横ナデ 覆土下層 40％

213 土師器 高坏 －  （4.7）［12.7］長石・石英・雲母 橙 普通 脚部内・外面ヘラ削り　裾部内・外面横
ナデ 覆土下層 20％

214 土師器 甕 － （10.9） － 長石・石英 橙 普通 体部外面ハケ目後ヘラ削り　内面ヘラ削
り後ヘラナデ 床面 20％　体部

外面煤付着

第24号住居跡出土遺物観察表（第95図）

第95図　第24号住居跡出土遺物実測図
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炉　主柱穴の配置から，中央部やや北寄りに設けられ，規模は長径50㎝，短径40㎝の楕円形である。床面をわ

ずかに掘りくぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火熱によりわずかに赤変硬化している。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ28 ～ 35㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４は南壁際中央部やや東

寄りに位置し，出入り口施設に関連すると考えられる。

所見　時期は，判断できる土器が出土していないため不明であるが，炉を持つ点や周囲の遺構との関係などか

ら判断して５世紀代と考えられる。

第26号住居跡（第97・98図）

位置　調査区中央部のＥ７d2区で，標高23.1ｍの台地の平坦部に位置している。

重複関係　第15号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南部から中央部にかけて削平を受けているが，長軸3.90 ｍ，短軸3.20 ｍほどの長方形で，主軸方

向はＮ－45°－Ｅと考えられる。壁高は5㎝ほどで外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部及び炉の周りが踏み固められている。

炉　中央部より東コーナー寄りに設けられ，長径75㎝，短径55㎝の楕円形である。床面をわずかに掘りくぼめ

た地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火熱によりわずかに赤変硬化している。

炉土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子微量，粘性弱い ２　暗　褐　色　焼土ブロック少量

第96図　第25号住居跡実測図
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ピット　３か所。深さ22 ～ 40㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　５層からなる。削平を受けて覆土が薄いため堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片88点（坏１，高坏２，甕84，甑１）が出土している。215・216・217は炉付近の床面

からそれぞれ遺棄されたのち煤が付着したとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量
３　黒　褐　色　ロームブロック少量

４　褐　　　色　ローム粒子中量
５　暗　褐　色　ロームブロック中量

第97図　第26号住居跡・出土遺物実測図
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第27号住居跡（第99 ～ 102図）

位置　調査区北西部のＤ５e0区で，標高23.2ｍの台地の端部に位置している。

規模と形状　長軸7.80ｍ，短軸7.70ｍの方形で，主軸方向はＮ－23°－Ｗである。壁高は20 ～ 30㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。壁溝が南東部の貯蔵穴周辺を除いて巡っている。全面

が貼床で，特に炉の周辺及び中央部のやや北東壁寄りを45 ～ 60㎝土坑状に掘り込み，焼土ブロックや炭化粒

子を少量含む褐色土や暗褐色土で埋土して構築されている。全体にわずかに褐色土が流入した後，火災による

多量の焼土塊及び炭化材がわずかに浮いた状態で検出されている。炭化材は，角材及び板材で，中央部に向かっ

て放射状に並んだ状態で検出されている。

炉　北壁寄りの位置に設けられている。樹木根による撹乱を受けているが，長径90㎝，短径70㎝の楕円形であ

る。貼床面を15㎝ほど土坑状に掘りくぼめ，ロームブロックを少量含む褐色土で埋土して構築されている。炉

床面は皿状を呈し，火熱によりわずかに赤変硬化している。

ピット　４か所。深さ50 ～ 60㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　13層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積であり，第９～ 13層は貼床の構築土である。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐　　　色　 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量　
（掘り方）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

215 土師器 高坏 －  （9.3）［11.7］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕下
部指頭圧痕 裾部内・外面横ナデ 床面 40％　脚部内・

外面煤付着

216 土師器 甕 21.9 （23.1） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内面横ナデ 外面ハケ目後磨き　体
部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面

40％　口辺
部～体部内・
外面煤付着

217 土師器 甕 ［15.2］ （8.4） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ後ハケ目　体部外

面ハケ目後ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 20％　体部内・
外面煤付着

第26号住居跡出土遺物観察表（第97・98図）

第98図　第26号住居跡出土遺物実測図
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第99図　第27号住居跡実測図⑴
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貯蔵穴　東側コーナー部に位置し，長径100㎝，短径95㎝の円形で，深さは72㎝である。底面は皿状で，壁は

外傾して立ち上がっている。底部から焼土塊が出土している。

土層解説
１　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　炭化物・焼土粒子少量，ローム粒子微量
５　褐　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

８　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
９　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
11　暗　褐　色　ローム粒子多量
12　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
13　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量
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遺物出土状況　土師器片1461 点（坏58，椀18，坩32，高坏157，壺20，甕1175，甑１），土製品１点（丸玉），

石製品４点（臼玉３，管玉１）のほか，流入した縄文土器片２点が出土している。土器の多くは，覆土中層か

ら下層を中心に破砕したのち投棄されたとみられる状態で出土している。225は中央付近，219はＰ１脇， DP11

は中央部付近のそれぞれ覆土中層，220は中央部北東寄り，Ｑ293は北東壁寄りのそれぞれ覆土下層，223はＰ

１覆土中，224は貯蔵穴内，222は北壁寄り，Ｑ294はＰ２脇の床面からそれぞれ投棄された状態で出土している。

Ｑ292は南西部，Ｑ295は北東部の貼床構築土層中から出土している。

所見　炭化材や焼土塊の出土状況から，廃絶後まもなく焼失し，その後自然に埋没したと推測される。破砕さ

れた椀や坩，高坏が焼土塊や炭化材とともに出土し，土器の内外面に煤が付着している。こうした状況から，

遺物は住居が炎上している段階で投げ込まれたものと推測され，住居廃絶に伴う祭祀行為が想定される。時期

は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
４　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
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第101図　第27号住居跡出土遺物実測図⑴
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第28号住居跡（第103・104図）

位置　調査区北西部のＤ６i2区で，標高23.2ｍの台地の端部に位置している。

重複関係　第49号土坑に掘り込まれ，第53号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸4.60ｍ，短軸4.50ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は10 ～ 15㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。南東部の床面から焼土塊が出土している。

炉　中央部の南寄りに設けられている。長径50㎝，短径40㎝の不整楕円形で，床面をそのまま使用している。

炉床面は平坦で，火熱によりわずかに赤変している。

ピット　４か所。深さ15 ～ 25㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　５層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量

３　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

218 土師器 坏 16.0  （4.6） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り内面ヘラナデ 覆土中層 45％

219 土師器 椀 ［11.3］ 11.0 ［2.6］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラ磨き 体部内・
外面ヘラ削り 覆土中層 45％　口辺部～体部

内・外面煤付着　PL30
220 土師器 椀 ［10.0］  8.6 ［2.0］ 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部外面ヘラ削り　内面横ナデ　体部

内・外面ヘラ削り 覆土下層 20％　体部
外面煤付着 

221 土師器 椀 ［12.8］ （6.2） － 長石・石英・
雲母 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り内面ヘラナデ　 覆土下層 30％

222 土師器 坩  9.8 11.2 3.0 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通
口辺部ハケ目後横ナデ　内面ヘラナデ 頸
部内面指頭圧痕 体部外面上部ハケ目　下
部ヘラ削り

床面
80％　体部
外面煤付着
PL30

223 土師器 高坏［19.3］ （8.1） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 坏部外面ヘラナデ後ヘラ削り　内面ヘラ

ナデ後ヘラ磨き P1 覆土中 20％　坏部内・
外面煤付着

224 土師器 高坏 －  （6.9） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨き 脚部外

面ヘラ削り　内面指頭擦痕 貯蔵穴内 30％

225 土師器 高坏［18.2］ （3.2） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部～坏部内・外面横ナデ 覆土中層 30％　坏部内・

外面煤付着
226 土師器 壺 ［14.1］ （5.8） － 長石・石英 橙 普通 口縁部内・外面横ナデ　頸部外面ハケ目 

体部内面ヘラ削り 覆土中層 5％

227 土師器 甕 ［18.0］ （8.3） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部～体部内・

外面ヘラ削り 覆土下層 5％

第27号住居跡出土遺物観察表（第101・102図）

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP11 丸玉 2.2 0.5 2.1 9.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層

番号 種別 径 孔径 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q292 管玉 0.4 0.2 1.7 0.4 緑色凝灰岩 全面丁寧な磨き　一方向からの穿孔 貼床土層中 PL48

Q293 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.1 滑石 両面研磨　側面は太鼓状　一方向からの穿孔 覆土下層

Q294 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.1 滑石 両面研磨　側面は太鼓状　一方向からの穿孔 床面

Q295 臼玉 0.5 0.2 0.2 0.1 滑石 両面研磨　側面は太鼓状　一方向からの穿孔 貼床土層中

DP11
Q292

Q293 Q294 Q295

第102図　第27号住居跡出土遺物実測図⑵
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貯蔵穴　北東側コーナー部に位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で，深さは72㎝である。底面は平坦で，壁

は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片151 点（椀16，高坏23，小形壺23，甕82，小形甕７）のほか，流入した縄文土器片11

点が出土している。228・229はともに貯蔵穴内，230は南東部の床面，231は覆土下層及び床面から，それぞれ

投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　南東部床面の焼土塊は投げ込まれたものと推測される。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
５　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　明　褐　色　ローム粒子・炭化粒子少量

３　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
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第29号住居跡（第105・106図）

位置　調査区西部のＤ５g7区で，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　南東壁中央部が撹乱を受けている。一辺4.8ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－45°－Ｗである。壁

高は40㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，竈の周りから出入り口部に向かって幅70㎝ほどがより踏み固められている。壁溝が壁下を巡って

いる。

竈　北西壁の中央部に付設されており，規模は焚口部から煙道部まで140㎝である。袖部幅は130㎝で，床面と

同じ高さの地山面に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は，同じ地山面をわずかに皿状に掘りくぼ

めて使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外へ30㎝ほど掘り込まれて構築され，

火床部から急激に立ち上がっている。第９～ 11層は竈の構築材である。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ40 ～ 50㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ22㎝で南東壁中

央寄りに位置し，床面の硬化などから出入り口施設に関連すると考えられる。

竈土層解説
１　暗　褐　色　 砂粒中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
２　にぶい黄褐色　砂粒多量，粘土粒子中量，焼土粒子少量
３　にぶい赤褐色　 焼土粒子多量，砂粒・粘土粒子中量，炭化粒子少

量
４　灰　褐　色　焼土粒子・砂粒・粘土粒子中量
５　褐　　　色　 砂質粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土ブロッ

ク微量

６　灰　褐　色　 砂質粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・
炭化粒子少量

７　褐　　　色　 焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂質粘土
粒子少量

８　にぶい褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９　にぶい黄褐色　砂粒・粘土粒子多量，粘性・締まり強い
10　褐　　　色　粘土粒子中量，砂粒少量
11　灰　褐　色　砂粒中量，粘土粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

228 土師器 椀 ［15.0］ （4.8） － 長石・石英 赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り 貯蔵穴内 20％

229 土師器 高坏 22.0  （5.9） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削
り内面ヘラナデ 貯蔵穴内 30％

230 土師器 小形壺［13.6］ （3.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部内面ヘラナ

デ 床面 5％

231 土師器 小形甕 － （10.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 頸部～体部外面ハケ目後ヘラ削り　 床面 20％

第28号住居跡出土遺物観察表（第104図）

228 229

231

230

第104図　第28号住居跡出土遺物実測図
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覆土　７層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片271点（坏７，椀34，坩７，高坏４，甕219），土製品１点（小玉）のほか，流入した

縄文土器片14点が出土している。232は東壁際，233はＰ３脇の覆土下層からそれぞれ出土し，234は北コーナー

付近の覆土中層から出土している。いずれも投棄されたと考えられる。

所見　時期を特定する遺物が少ないが，出土土器から６世紀前葉と考えられる。

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・砂質粘土

粒子微量

第105図　第29号住居跡実測図
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第30号住居跡（第107 ～ 110図）

位置　調査区北西部のＤ５d7区で，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長軸5.80ｍ，短軸5.65ｍの方形で，主軸方向はＮ－45°－Ｗである。壁高は20 ～ 25㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。壁溝が南東壁を除いて巡っている。床面上には南西壁

の南寄りに２条，北西壁の中央に１条の間仕切り溝が設けられている。全面が貼床で，特に外周部を幅50㎝，

深さ40㎝に掘り込み，また中央部付近では深さ25～ 30㎝掘り込んだ後，炭化粒子をわずかに含む暗褐色土で埋

土している。中央部の床面からは，焼土塊が確認されている。

炉　中央部よりやや南東壁寄りの位置に設けられている。径60㎝ほどの円形で，床面をそのまま使用した地床

炉である。炉床面は平坦で，火熱によりわずかに赤変している。

覆土　９層からなる。焼土粒子や炭化粒子をわずかに含む褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積した後，上層

がレンズ状の堆積状況を示していることから，人為堆積した後に自然堆積したと考えられる。第９層は貼床の

構築土である。

貯蔵穴　北側コーナー部に位置し，径80㎝の円形で，深さは45㎝である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上

がっている。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量 ２　赤　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

６　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
７　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子微量
９　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

232 土師器 坏 ［12.0］ 4.0 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％

233 土師器 坏 － （3.7） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 45％

234 土師器 甕 ［20.4］（5.0） － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中層 5％

第29号住居跡出土遺物観察表（第106図）

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP12 小玉 （1.0） 0.2 1.1 （0.8） 土（長石・白
色粒子） 棗玉状　丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL48

第106図　第29号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片 250 点（坏２，椀２，坩 13，高坏 106，壺 10，甕 116，小形甕１），土製品 75 点（丸

玉），石製品３点（管玉１，臼玉２）が出土している。土器のほとんどは，覆土中層から下層を中心に破砕し

て投棄された状態で出土している。235・236・237 は貯蔵穴脇，Ｑ 297 は中央部より西コーナー寄りの覆土中層，

Ｑ 296 は貯蔵穴脇，Ｑ 298 は中央部より西コーナー寄りのそれぞれ覆土中，239 は北東壁際の覆土下層，238

は北コーナー壁際，240 は北西壁寄り，244 は南コーナー寄り，245 は北東壁際のそれぞれ床面，241・242・

243は北壁際の覆土中層から床面にまとまった状態で， DP13～ 83は西側コーナー部寄りの覆土上層から床面，

DP84 は貯蔵穴内， DP85 は貼床土層中から，それぞれ投棄されたとみられる状態で出土している。

所見　床面の焼土塊や，覆土中の焼土粒子及び炭化粒子の含有状況から焼失住居跡と考えられ，焼失した後自

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第107図　第30号住居跡実測図
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然に埋没したものと考えられる。投棄された坩の口辺部内面，高坏の坏部内面に煤が付着したり二次焼成痕が

みられる。また，75 点に及ぶ丸玉は焼土粒子や炭化粒子を含む層からまとまって出土している。これらの状

況から，遺物は住居が炎上している段階に投げ込まれたものと推測され，住居廃絶に伴う祭祀行為が想定され

る。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

第108図　第30号住居跡・出土遺物実測図
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第109図　第30号住居跡出土遺物実測図⑴
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

235 土師器 椀  ［9.7］  5.7  ［3.2］長石・石英 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土中層 45％　 

236 土師器 坩  9.5 10.9  3.0 長石・石英 にぶい橙 普通
口辺部外面横ナデ後ヘラ削り　頸部内面
指頭圧痕　体部外面ハケ目後ヘラ削り後
ヘラ磨き

覆土中層
80％　口縁
部内・外面
煤付着

237 土師器 壺 ［19.2］ （4.6） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 覆土中層 30％

238 土師器 高坏 19.0  （6.7） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘ

ラナデ　坏部下端ヘラ削り 床面 45％

239 土師器 高坏［22.2］ （6.2） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ハケ目

後ヘラ磨き後ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土下層 30％　坏部内・
外面煤付着

240 土師器 高坏 － （10.0） 15.9 長石・石英 にぶい黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　ヘラ磨き　内面上部指頭
擦痕　下部ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ 床面 40％

241 土師器 高坏 －  （9.7）［11.6］長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕　
下部ヘラ削り　裾部内・外面横ナデ 覆土中層 30％

242 土師器 高坏 － （10.4） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 脚部外面ヘラナデ　内面上部指頭擦痕後

ヘラ削り　下部ヘラナデ 床面 30％　脚部
外面煤付着

243 土師器 高坏 － （10.0） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面上部指頭擦痕　

下部ヘラ削り 覆土中層 30％　脚部
外面煤付着

244 土師器 高坏 －  （6.2） － 長石・石英 橙 普通 坏部下端ハケ目　脚部外面ハケ目後ヘラ
削り　内面上部指頭擦痕　下部ヘラ削り 床面 20％　脚部

外面煤付着
245 土師器 小形甕 11.6  9.2  3.6 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラナデ　内面ヘラナデ 床面 75％  PL32

第30号住居跡出土遺物観察表（第108 ～ 110図）

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP13 丸玉 2.4 0.7 2.0 10.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP14 丸玉 2.3 0.6 2.1 10.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP15 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP16 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

第110図　第30号住居跡出土遺物実測図⑵
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番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP17 丸玉 2.3 0.4 2.4 12.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP18 丸玉 2.3 0.5 2.3 10.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP19 丸玉 2.3 0.5 2.2 11.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP20 丸玉 2.1 0.6 2.0  8.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP21 丸玉 2.0 0.9 1.9  7.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP22 丸玉 2.2 0.6 2.1 10.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP23 丸玉 2.3 0.7 2.0  9.1 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP24 丸玉 2.0 0.5 1.8  6.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP25 丸玉 2.2 0.5 2.2 10.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP26 丸玉 2.1 0.5 2.1  9.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP27 丸玉 2.1 0.5 2.1  8.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP28 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP29 丸玉 2.2 0.5 2.0  9.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP30 丸玉 2.3 0.7 2.0  9.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP31 丸玉 2.3 0.5 2.2 10.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP32 丸玉 2.2 0.5 2.0  8.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP33 丸玉 2.4 0.5 2.3 11.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP34 丸玉 2.1 0.5 2.1  7.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP35 丸玉 2.3 0.5 2.2  9.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP36 丸玉 2.2 1.0 2.1  9.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP37 丸玉 2.1 0.6 2.0  8.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP38 丸玉 2.1 0.4 2.1  8.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL32

DP39 丸玉 2.1 0.7 2.4 10.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP40 丸玉 2.2 0.6 2.0  8.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP41 丸玉 2.0 0.7 1.9  7.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP42 丸玉 2.1 0.6 2.0  9.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP43 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP44 丸玉 2.2 0.5 2.3 10.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP45 丸玉 2.4 0.5 2.3 11.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP46 丸玉 2.1 0.4 2.2  9.1 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP47 丸玉 2.5 0.6 2.2 11.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP48 丸玉 2.2 0.4 1.9 7.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP49 丸玉 2.3 0.7 2.3 11.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP50 丸玉 2.1 0.5 2.2  9.1 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP51 丸玉 2.1 0.6 2.2  8.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP52 丸玉 2.3 0.7 2.2 10.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP53 丸玉 2.1 0.5 1.9  7.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP54 丸玉 2.3 0.6 2.2 11.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP55 丸玉 2.2 0.5 2.2 10.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP56 丸玉 2.1 0.4 2.0  7.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP57 丸玉 2.1 0.6 2.1  9.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL32

DP58 丸玉 2.3 0.5 2.1 10.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP59 丸玉 2.2 0.4 2.3 10.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP60 丸玉 2.1 0.6 2.1 10.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP61 丸玉 2.3 0.6 2.3 10.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP62 丸玉 2.2 0.5 2.1  9.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP63 丸玉 2.3 0.6 2.2 10.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL32
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第31号住居跡（第111・112図）

位置　調査区北西部のＥ６b2区で，標高23.0ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第59号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が5.0ｍほどの方形で，主軸方向はＮ－25°－Ｗである。壁高は15～20㎝で外傾して立ち上がっ

ている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。全面が貼床で，特に外周部を50 ～ 80㎝の幅で40㎝ほど

掘り込んだ後，焼土粒子を少量含む暗褐色土や黒褐色土で埋土している。多量の焼土塊及び炭化材が，床面か

らわずかに浮いた状態で放射状に並んで検出され，西壁際南寄りの床面からは粘土塊が検出されている。

炉　２か所。炉１，炉２とも樹木根の撹乱を受け，範囲だけを確認した。炉１は長径90㎝，短径40㎝の不整楕

円形，炉２は長軸50㎝，短軸40㎝の不定形で，炉１，炉２ともに床面をそのまま使用した地床炉である。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ63 ～ 74㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ23㎝で南東壁寄

りに位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ６の性格は不明である。

焼土塊土層解説
１　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化物中量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

３　灰　白　色　 粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロッ
ク・炭化粒子少量

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP64 丸玉 2.4 0.8 2.2 12.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP65 丸玉 2.3 0.8 2.0  8.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP66 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL32

DP67 丸玉 2.1 0.4 2.1  9.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP68 丸玉 2.3 0.5 1.9  8.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP69 丸玉 2.2 0.6 1.9  8.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP70 丸玉 2.3 0.7 2.2 10.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP71 丸玉 2.2 0.5 2.2  9.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP72 丸玉 2.1 0.5 2.2  8.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP73 丸玉 2.1 0.4 1.9  7.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP74 丸玉 2.4 0.5 2.4 12.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP75 丸玉 2.4 0.5 2.1 10.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP76 丸玉 2.1 0.5 2.2  9.2 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP77 丸玉 2.2 0.4 1.9  7.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP78 丸玉 2.1 0.5 2.1  9.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP79 丸玉 2.2 0.5 2.1  9.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP80 丸玉 2.3 0.7 2.1  9.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL32

DP81 丸玉 2.3 0.5 2.4 11.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP82 丸玉 2.5 0.5 2.5 13.4 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP83 丸玉 2.3 0.5 2.3 11.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面 PL32

DP84 丸玉 2.6 0.5 2.5 13.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 貯蔵穴内 PL32

DP85 丸玉 2.3 0.5 2.3 10.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 貼床土層中 PL32

番号 種別 径 孔径 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q296 管玉 0.4 0.2 2.4 0.5 緑色凝灰岩 全面丁寧な磨き　一方向からの穿孔 覆土中 PL48

Q297 臼玉 0.5 0.2 0.2 0.1 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層

Q298 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.1 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土中
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覆土　12層からなる。焼土ブロックや炭化粒子をわずかに含む褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め

戻された状況を示している。第８～ 12層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片169点（坏２，坩７，高坏27，甕131，小形甕１，甑１）のほか，流れ込んだ黒曜石製

の剥片10点が出土している。土器のほとんどは破砕され，覆土上層から下層にかけて炭化材や焼土塊に混じっ

て出土している。246 ～ 249は覆土下層，250は覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　焼土塊及び炭化材の出土状況などから焼失住居跡と考えられる。焼土塊や炭化材の下にわずかに褐色

土が堆積しており，廃絶後一定期間放棄され焼失したと考えられる。246 ～ 249は炭化材及び焼土塊が伴出し，

内外面とも煤が付着している。これらの状況から，遺物は住居が炎上している段階に投げ込まれたものと推測

され，集落廃絶に伴う祭祀行為が想定される。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　褐　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

７　褐　　　色　ローム粒子・炭化粒子微量
８　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
９　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
10　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
11　褐　　　色　ロームブロック中量
12　にぶい褐色　ローム粒子多量

第112図　第31号住居跡出土遺物実測図
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第32号住居跡（第113・114図）

位置　調査区北部のＤ６e3区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長軸3.60ｍ，短軸3.40ｍの方形で，主軸方向はＮ－35°－Ｗである。壁高は10㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。北部及び西コーナー部寄りの床面から焼土塊が検出さ

れている。 

覆土　３層からなる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐　　　色　ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

246 土師器 高坏 17.6 15.4 ［13.9］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 坏部内・外面ハケ目後ヘラ削り　脚部外面ヘラ削り 内
面上部指頭擦痕　下部ヘラ削り　裾部内・外面ヘラ削り 覆土下層 70％  PL33

247 土師器 高坏 － （14.8）［15.8］長石・石英 橙 普通 坏部内・外面ヘラ削り　脚部外面ヘラ削り　
内面上部指頭擦痕　下部ハケ目後ヘラ削り 覆土下層 30％

248 土師器 高坏 － （14.9） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 坏部内・外面ヘラ削り　脚部外面ヘラ削

り　内面指頭擦痕後ヘラ削り 覆土下層 40％  坏部・脚部
内・外面煤付着

249 土師器 高坏［18.9］ （5.7） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ハ

ケ目後ヘラ削り 覆土下層 30％　坏部内・
外面煤付着

250 土師器 甕 ［22.0］ （6.7） － 長石・石英・赤色
粒子・白色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内面ヘラナ

デ 覆土中層 10％

第31号住居跡出土遺物観察表（第112図）

第113図　第32号住居跡実測図
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貯蔵穴　東コーナー部に位置しており，径55㎝の円形で深さは30㎝である。底面は皿状を呈し，壁は外傾して

立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片36点（坏５，高坏12，甕19），石製品３点（勾玉１，臼玉２）のほか，流入した縄文

土器片１点も出土している。Ｑ300は南東寄りの覆土上層， 251は貯蔵穴内，Ｑ301は中央部南コーナー寄りの

覆土下層，Ｑ299は北東壁際の床面近くからそれぞれ投棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀代と考えられる。焼土塊について明確でないが，火災の痕跡と想定される。

第33号住居跡（第115図）

位置　調査区北部のＤ６f2区で，標高23.3ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長軸2.80ｍ，短軸2.55ｍの長方形で，主軸方向はＮ－40°－Ｗである。壁高は10㎝ほどで外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。 

炉　中央部よりやや南西壁寄りに位置している。長径55㎝，短径40㎝の楕円形で，床面を15㎝ほど掘りくぼめ

た地床炉である。炉床面は皿状で，火熱によりわずかに赤変している。

覆土　３層からなる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

炉土層解説
１　赤　褐　色　焼土粒子中量
２　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

３　明 赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
４　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
２　黒　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

251 土師器 高坏［22.0］（7.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り　脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 貯蔵穴内 30％

第32号住居跡出土遺物観察表（第114図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q299 勾玉 （1.5） （0.7） 0.3 （0.3） 滑石 孔径0.2　両面縦位の研磨　両面穿孔　上端部欠損 覆土下層 PL48

番号 種別 径 孔径 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q300 臼玉 0.4 0.2 0.3 0.1 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土上層

Q301 臼玉 0.5 0.2 0.2 0.2 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土上層

第114図　第32号住居跡出土遺物実測図

251
Q299

Q301 Q300
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遺物出土状況　土師器片151点（椀６，高坏32，壺10，甕98，甑５）が出土している。254は中央部，256は西コー

ナー部の覆土中層，255は北西壁中央寄りから正位で，253は北東壁際東コーナー寄りから逆位で床面から遺棄

された状況で出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第115図　第33号住居跡・出土遺物実測図
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第34号住居跡（第116・117図）

位置　調査区北部のＤ６b2区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　一辺が3.5ｍの方形で主軸方向はＮ－30°－Ｗ，壁高は20 ～ 30㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から炉の周りが踏み固められている。多量の焼土塊及び炭化材が，床面からわずかに浮い

た状態で放射状に並んで検出されている。

焼土土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土粒子多量 ２　暗　褐　色　炭化物中量，焼土ブロック・ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

252 土師器 椀 13.8  8.2 4.5 長石・石英 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面下部ヘ
ラ削り　内面ヘラナデ 覆土上層 60％  PL35

253 土師器 高坏 15.6  （6.4） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘ

ラ削り 床面 50％  PL35

254 土師器 高坏 －  （3.7） － 長石・石英 浅黄橙 普通 坏部内・外面ヘラ削り後ナデ 覆土中層 20％

255 土師器 壺 15.3  （6.9） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通

口辺部内・外面横ナデ　頸部外面砥石転
用痕　内面上部ヘラ削り　下部指頭圧痕 
体部外面ヘラ削り

床面
30％　口辺
部内・外面
煤付着

256 土師器 壺 ［15.2］（18.1） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部内面指頭圧痕 
体部内・外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中層 30％　口辺部

内・外面煤付着

第33号住居跡出土遺物観察表（第115図）

第116図　第34号住居跡実測図
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炉　Ｐ４寄りに位置している。長径70㎝，短径60㎝の楕円形で，床面をわずかに掘りくぼめた地床炉である。

炉床面は平坦で，火熱により赤変硬化している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ15 ～ 35㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ16㎝で南壁際中

央寄りに位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　９層からなる。焼土粒子，炭化粒子を含む暗褐色土や褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況

を示している。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，径60㎝の円形で深さは35㎝である。底面は平坦で壁は外傾して立ち上がっ

ている。覆土中層から焼土塊及び炭化材が検出されている。

遺物出土状況　土師器片175点（坩20，高坏70，壺10，甕72，小形甕３），土製品１点（丸玉）のほか，流入し

た石器１点（石刃）が出土している。257は床面から遺棄された状態で出土している。DP86は覆土上層，258

は貯蔵穴内，259は西壁際の床面から投棄された状態で出土している。

所見　焼土塊及び炭化材の状況や，覆土中の焼土粒子及び炭化粒子の含有状況から，焼失住居跡と考えられる。

頸部や坏部が分割された坩や高坏，土製丸玉が投棄された状況を示しており，周辺の遺構の様相から住居廃絶

に伴う祭祀が行われた可能性が考えられる。時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量
２　灰　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，締まり強い

３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
４　赤　褐　色　焼土粒子多量，ロームブロック少量，締まり強い

土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５　褐　　　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

６　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
７　暗　褐　色　炭化材・焼土粒子少量，ローム粒子微量
８　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
９　暗　褐　色　焼土粒子多量，ロームブロック・炭化物少量

貯蔵穴土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
２　暗　褐　色　焼土ブロック中量，炭化物微量

３　灰　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４　灰　褐　色　ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

257 土師器 小形甕 10.8 8.1 3.4 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部から頸部内・外面ハケ目後横ナデ　内
面指頭圧痕　体部外面ヘラ削り　内面ハケ目 床面 90％　内外面

煤付着　PL36 
258 土師器 坩 12.0 （5.2） － 長石・石英・赤色

粒子・白色粒子 橙 普通 口辺部外面縦方向のヘラナデ後横ナデ　
頸部ヘラ削り 貯蔵穴内 20％ 

259 土師器 高坏［17.4］（3.9） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘ

ラ磨き 床面 10％

第34号住居跡出土遺物観察表（第117図）

257

259

258

DP86

第117図　第34号住居跡出土遺物実測図
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第35号住居跡（第118・119図）

位置　調査区北部のＤ５a8区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第198号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北側が調査区域外に延び，さらに南西部の一部に撹乱を受けており，住居の南西コーナー部付近

の長軸3.5ｍ，短軸2.0ｍほどを確認した。壁高は20㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，貯蔵穴の周りから中央部にかけて踏み固められていると推測される。焼土塊や炭化材が，床面か

ら中央部に向かって放射状に並んで検出されている。

ピット　１か所。深さ50㎝で性格は不明である。

覆土　７層からなる。焼土ブロックや炭化物を多く含む黒褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻さ

れた状況を示している。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量
２　黒　褐　色　 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子
　　　　　　　　微量
３　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
４　黒　褐　色　炭化粒子多量，ロームブロック中量

５　暗　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量
６　暗　褐　色　 ローム粒子多量，焼土ブロック中量，炭化粒子
　　　　　　　　少量
７　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP86 丸玉 2.2 0.5 2.3 8.8 土（ 長 石・
白色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層
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貯蔵穴　南コーナー部に位置しており，径110 ㎝の円形で深さは70 ㎝である。底面は皿状で，壁は外傾して立

ち上がっている。覆土中層から焼土塊及び炭化材が検出されている。

遺物出土状況　土師器片42点（坩７，高坏20，甕15）のほか，流入した縄文土器片１点も出土している。土師

器片は北部及び中央部の床面及び覆土下層から散在する状態で出土している。260は貯蔵穴脇の覆土下層，261

は貯蔵穴内からそれぞれ出土している。

所見　床面及び貯蔵穴内の炭化材や焼土塊の出土状況から，焼失住居跡と考えられる。また，焼土塊及び炭化

材と床面の間にはわずかな褐色土または暗褐色土が堆積していることから，廃絶後ある程度の時間が経た後に

焼失したものと推定される。時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

第36号住居跡（第120・121図）

位置　調査区北部のＤ６a5区で，標高23.5ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　東側が調査区域外に延びており，長軸7.4ｍ，短軸は3.8ｍほどが確認され，主軸方向はＮ－25°－

Ｗと推定される。壁高は10㎝ほどで外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は確認されていない。

炉　北側に位置している。一部が調査区域外にあるが，径110 ㎝の円形と推定され，床面を10 ㎝ほど掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，わずかに赤変している。

ピット　２か所。深さ20 ～ 60㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

覆土　５層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

貯蔵穴　南西コーナー部に位置しており，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で深さは60㎝である。底面は平坦で壁

は外傾して立ち上がっている。

貯蔵穴土層解説
１　黒　褐　色　炭化材多量，焼土粒子中量，ロームブロック少量 ２　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化物少量，締まり弱い

炉土層解説
１　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
２　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量

３　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量

４　褐　　　色　ロームブロック中量 
５　暗　褐　色　ロームブロック少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

260 土師器 高坏［21.2］（5.3） － 長石・石英 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ磨
き 覆土下層 10％

261 土師器 高坏 － （2.3） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 にぶい黄橙 普通 坏部下端内・外面ヘラ磨き 貯蔵穴内 10％

第35号住居跡出土遺物観察表（第119図）

第119図　第35号住居跡出土遺物実測図

260

261
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遺物出土状況　土師器片229点（坏３，坩21，高坏48，小形壺２，甕149，小形甕６），石製品１点（臼玉）のほか，

流入した石器１点（鏃）も出土している。土師器片は北西コーナー部寄りに集中し，床面及び覆土下層から散

在する状態で出土している。263 は北西寄りの床面から遺棄された状態で出土し，262・Ｑ302 は覆土下層から

出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

３　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
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第37号住居跡（第122図）

位置　調査区北部のＤ５a1区で，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第39号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　西側が調査区域外に延び，長軸4.6ｍ，短軸は1.7ｍほどが確認され，主軸方向はＮ－42°－Ｗである。

壁高は40 ～ 60㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は確認されていない。

ピット　３か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ40 ～ 60㎝で配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ15㎝ほどで性格は

不明である。

覆土　８層からなる。中層から下層は埋め戻された状況を示し，上層はレンズ状の堆積状況を示していること

から，自然堆積したものと考えられる。

遺物出土状況　土師器片225点（坏43，椀15，高坏８，甕159），土製品12点（丸玉）が出土している。265は中

央部東壁寄りの床面，DP87 ～ DP98 は東壁中央部寄りの覆土上層から床面にかけて散在する状態で出土して

いる。

所見　丸玉が住居を埋め戻す際に投げ込まれたと状態で出土していることから，住居廃絶に伴う祭祀が行われ

たと想定される。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　黒色土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子中量

５　黒　褐　色　ローム粒子中量
６　灰　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
７　暗　褐　色　ローム粒子中量
８　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

262 土師器 坩  9.8 ［10.5］ 3.6 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 覆土下層 20％ 

263 土師器 小形甕［10.0］ 10.0 3.0 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口辺部から頸部内・外面ハケ目後横ナデ　頸部内面指
頭圧痕　体部外面ハケ目後ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 50％　体部内・

外面煤付着
264 土師器 小形甕 －  （5.3） － 長石・石英・

雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ハケ目 覆土下層 5％

第36号住居跡出土遺物観察表（第121図）

番号 種別 径 孔径 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q302 臼玉 0.5 0.2 0.3 0.1 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 覆土下層

第121図　第36号住居跡出土遺物実測図

264
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263

262
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

265 土師器 甕 － （5.0） － 長石・赤色粒
子・白色粒子 浅黄橙 普通 体部外面ハケ目後ヘラ削り　内面ヘラ削り 床面 5％　内・外

面煤付着

第37号住居跡出土遺物観察表（第122図）

第122図　第37号住居跡・出土遺物実測図　第122図　第37号住居跡・出土遺物実測図　
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第38号住居跡（第123・124図）

位置　調査区北部のＤ５a3区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第163号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3.90 ｍ，短軸3.00 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－27°－Ｗである。壁高は15 ～ 40 ㎝で外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，全体的によく踏み固められている。全面が貼床で，特に四隅を30 ～ 50㎝土坑状に掘り込み，焼土

粒子や炭化粒子を含む褐色土または暗褐色土で埋土している。全体にわずかに褐色土または暗褐色土が流入し

た後に，焼土塊及び炭化材が堆積した状態で検出されている。炭化材は，梁材とみられる丸材や垂木材とみら

れる角材で，中央部に向かって放射状に並んで検出されている。

炉　中央部から南東部に位置し，長径150㎝，短径90㎝の不整楕円形である。土坑状に10㎝ほど掘り込み，ロー

ムブロックを多く含む褐色土で埋土している。炉床面は皿状を呈し，火熱により赤変硬化している。

覆土　13層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第８～ 13層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　２か所。貯蔵穴１は南東コーナー部に位置し，長径75㎝，短径65㎝の楕円形で，深さは40㎝である。

底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。貯蔵穴２は北東コーナー部に位置し，径50㎝の円形で，深さ

は50㎝である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

炉土層解説
１　褐　　　色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量 ２　赤　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子微量

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
３　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子微量
６　褐　　　色　ロームブロック中量
７　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量

８　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
９　褐　　　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，締まり強い
10　褐　　　色　ロームブロック多量，粘性・締まり強い
11　褐　　　色　 ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子少量，粘性・

締まり強い
12　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量，締まり強い
13　灰　褐　色　ローム粒子多量，焼土ブロック少量

貯蔵穴１土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子少量

３　褐　　　色　ローム粒子多量

貯蔵穴２土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量 ２　褐　　　色　ロームブロック中量

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP87 丸玉 2.3 0.4 2.5 11.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土下層

DP88 丸玉 2.2 0.6 1.9  9.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層

DP89 丸玉 2.7 0.6 2.5 15.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP90 丸玉 2.0 0.4 2.3  8.1 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP91 丸玉 2.0 0.5 1.9  6.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層

DP92 丸玉 2.4 0.7 2.4 11.1 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層

DP93 丸玉 2.8 0.4 2.7 18.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層

DP94 丸玉 2.6 0.4 2.4 13.7 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP95 丸玉 2.6 0.7 2.4 13.8 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP96 丸玉 2.7 0.5 2.5 16.0 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP97 丸玉 2.2 0.5 2.2  8.9 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層

DP98 丸玉 2.7 0.5 2.7 16.6 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土中層
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第123図　第38号住居跡実測図

D5a4

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｉ 23.8m

Ｉ′

Ｊ′

Ｋ′

Ｉ′

Ｊ Ｋ
Ｋ
′

Ｊ
′

Ｈ′Ｈ 23.4m

1
2

12

7

11

Ｅ′

Ｆ Ｆ′23.4m Ｇ Ｇ′

1

2

ＤＣＢ

1 2
3

10132

1

9

5

6
Ｅ

A 23.8m A′

撹乱

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｆ Ｆ′

貯蔵穴１ SK163

Ｅ′

A′

Ｇ′

271270

貯蔵穴 2

Ｇ269
273

266

272

D5a4

268

Ｈ
′

274

267

Ｈ
A

Ｅ

Ｃ
′ Ｂ
′ Ｄ
′ Ｂ
′

Ｃ
′

Ｄ
′

4
9

2
13

8

1
3

K

27
0
26
7
27
1
27
2
26
6

26
9
27
3
27
4
26
8



－154－

遺物出土状況　土師器片539点（坏５，椀６，坩６，高坏30，壺３，甕480，小形甕７，ミニチュア２），須恵

器片２点（把手付椀）のほか，流れ込んだ縄文土器片19点も出土している。271は東壁際の覆土上層，269は中

央部より北壁寄り，267は北壁際から逆位で，268は北西コーナー寄り，270は東壁付近，273は中央より西壁寄

りから逆位で，274は北西コーナー寄りのそれぞれ覆土下層，266は中央部から逆位で，272は炉脇の床面から

それぞれ投棄された状態で出土している。

所見　炭化材や焼土塊の出土状況から，廃絶後一定の時間を経た後に焼失し，その後自然に埋没したと考えら

れる。投棄された土器の内外面に煤が付着した状態が認められ，炭化材及び焼土塊が伴出していることから，

これらの土器は住居が炎上している段階に投げ込まれたか，あるいは炎上する直前に投棄されたものと推測さ

れる。さらに隣接の第39号住居跡から出土したものと遺構間接合する須恵器把手付椀の出土状況などから，同

時に廃絶されたと考えられ，住居及び集落廃絶に伴う祭祀行為が想定される。時期は，出土土器から５世紀中

葉と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

266 土師器 坏 15.0 5.4 － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り内面ヘラ磨き 床面 100％　内・
外面煤付着 

267 土師器 坏 15.8 6.4 4.2 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り後砥石転用痕 覆土下層 80％　内面

煤付着
268 土師器 椀 ［12.8］（7.5） － 長石・石英 暗赤灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り内面ヘラナデ 覆土下層 35％　内・
外面煤付着 

第38号住居跡出土遺物観察表（第124図）

第124図　第38号住居跡出土遺物実測図
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第39号住居跡（第125・126図）

位置　調査区北部のＣ５j2区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第37号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2.85ｍ，短軸2.70ｍの方形で，主軸方向はＮ－35°－Ｗである。壁高は15㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側が踏み固められている。

炉　南東壁寄りに位置している。長径90㎝，短径70㎝の楕円形である。炉床面は皿状を呈し，火熱により赤変

硬化している。

ピット　４か所。深さ15 ～ 30㎝で配置から主柱穴と考えられる。

覆土　２層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

炉土層解説
１　明 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量 ２　赤　褐　色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

土層解説
１　灰　褐　色　ローム粒子中量，黒色土粒子微量，締まり強い ２　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，締まり強い

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

269 須恵器 把手付椀 8.8 5.9 4.5 長石 褐灰 普通
口辺部内・外面ロクロナデ　体部外面上
部に櫛歯状工具による波状文　下部ヘラ
削り　内面下部に自然釉付着

覆土下層
60％　底部
内面自然釉
付着　PL38

270 土師器 高坏 － （10.2） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 脚部外面ヘラ削り 裾部外面ヘラ削り後横

ナデ　内面ヘラナデ 覆土下層 50％  PL38 

271 土師器 高坏 －  （6.6） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 脚部外面ヘラ削り後横ナデ　側面２か所穿

孔　内面指頭擦痕　裾部内・外面横ナデ 覆土上層 30％  PL38

272 土師器 高坏 －  （6.6） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕 床面 20％　脚部

外面煤付着
273 土師器 小形甕 14.1 12.6 6.4 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラ削り　体部

外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 90％　内・
外面煤付着

274 土師器 椀 －  （2.5） 6.0 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　底部ヘラ削り後ヘラ

書き 覆土下層 5％

第125図　第39号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片70点（坩１，椀１，高坏19，壺７，甕42），須恵器片１点（把手付椀）が出土している。

土器のほとんどは覆土下層から床面にかけて出土している。275は中央部，279は北西壁寄りのそれぞれ覆土下

層，277は中央部の床面，276，278は炉床面からそれぞれ出土している。

所見　破砕された土師器片や，隣接の第38号住居跡から出土した破片と遺構間接合する須恵器把手付椀の出土

などから，同時に廃絶されたと考えられ，住居及び集落廃絶に伴う祭祀行為が想定される。時期は，出土土器

から５世紀中葉と考えられる。

第40号住居跡（第127 ～ 130図）

位置　調査区北西部のＤ６j5区で，標高23.1ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第47号住居跡を掘り込み，第58・100号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が6.10ｍの方形で，主軸方向はＮ－22°－Ｗである。壁高は40㎝ほどで外傾して立ち上がって

いる。

床　平坦で，竈の周りが踏み固められている。壁溝が竈の周りを除いて巡っている。全面が貼床で，特に四隅

が30 ～ 60㎝土坑状に掘り込まれ，焼土粒子や炭化粒子を少量含む褐色土で埋土して構築されている。

竈　北壁中央部に付設されている。焚口部から煙道部まで160㎝，袖部幅は105㎝である。袖部は確認面から40

㎝ほど掘り込んだ後，焼土粒子をわずかに含んだ褐色土を埋土して基部を構築し，その上に砂質粘土を貼り付

けて構築されている。火床部は確認面から50㎝ほど土坑状に掘り込んだ後，焼土粒子を少量含んだ褐色土や暗

褐色土で埋土して構築されている。火床面は，埋土を皿状にわずかに掘りくぼめて使用しており，火熱を受け

て赤変硬化している。煙道部は，壁外へ40㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

275 土師器 坩 ［8.8］（3.4） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部外面横ナデ　内面ヘラ削り後横ナデ 覆土下層 5％

276 土師器 高坏 － （1.0）［15.3］長石・石英・雲母 橙 普通 裾部内・外面横ナデ 炉床面 5％

277 土師器 椀 － （1.6）  4.0 長石・石英 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 5％

278 土師器 壺 － （3.5）  8.4 長石・石英 褐 普通 体部から底部内・外面ヘラ削り　 炉床面 5％

279 土師器 壺 － （2.6）  8.3 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部から底部内・外面ヘラ削り　 覆土下層 5％

第39号住居跡出土遺物観察表（第126図）

第126図　第39号住居跡出土遺物実測図第126図　第39号住居跡出土遺物実測図
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第127図　第40号住居跡実測図⑴
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第128図　第40号住居跡実測図⑵
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ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ45 ～ 65㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５，Ｐ６は深さ20㎝ほどで，

南壁際中央部に位置し，竈に向かって一列に並んでいることから出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ７

は深さ30㎝で性格は不明である。

覆土　13層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第10 ～ 13層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置しており，長径100㎝，短径80㎝の楕円形で深さは50㎝である。底面は平坦で

壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片341点（坏89，壺８，甕207，小形甕２，甑35）のほか，流入した縄文土器片10点も出

土している。280は南東壁寄りの覆土中層，281は東壁際の覆土下層からそれぞれ投棄された状態で出土してい

る。282は竈左袖付近，283は東壁際のそれぞれ床面，またDP99は竈の火床面からそれぞれ遺棄された状態で

出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

竈土層解説
１　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，締まり強い
２　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
３　黒　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
５　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
６　にぶい褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
７　褐　　　色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
８　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子少量
９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
10　暗　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
11　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，締まり強い
13　にぶい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量
14　暗　褐　色　焼土粒子中量，ロームブロック・粘土粒子少量
15　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子微量

16　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量（埋土）
17　黒　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
18　赤　褐　色　 焼土ブロック多量，炭化粒子微量，締まり強い　

（埋土）
19　褐　　　色　 ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子少量　

（埋土）
20　暗　褐　色　 ロームブロック中量，焼土ブロック微量，締まり

強い（埋土）
21　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子少量
22　暗　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子少量
23　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，締まり強い
24　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土粒子少量
25　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子少

量（埋土）

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子多量

３　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量

土層解説
１　灰　褐　色　ロームブロック中量
２　黒　褐　色　ロームブロック中量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
６　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
７　褐　　　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

８　褐　　　色　ローム粒子多量
９　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量
11　褐　　　色　 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ

ク微量
12　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　にぶい褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

第129図　第40号住居跡実測図⑶
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第41号住居跡（第131・132図）

位置　調査区北部のＤ６c4区で，標高23.5ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第46号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2.90ｍ，短軸2.80ｍの方形で，主軸方向はＮ－50°－Ｗである。壁高は15 ～ 20㎝で外傾して立

ち上がっている。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

280 土師器 坏 ［12.8］  3.8 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土中層 30％

281 土師器 坏 ［15.0］ （4.7） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

282 土師器 甕 23.9 （18.9） － 長石・石英・
白色粒子 褐灰 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　一部砥石転用痕　内面ヘラナデ 床面 70％  PL39

283 土師器 甑 ［24.8］（19.2） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後ヘラ磨き 床面 15％

第40号住居跡出土遺物観察表（第130図）

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP99 支脚 （15.9） （5.9 ～ 5.7） （450.9） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 竈火床面

280

281

282

283DP99

第130図　第40号住居跡出土遺物実測図
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床　平坦で，北西部を除いてよく踏み固められている。全体にわずかな褐色土または暗褐色土が流入した後に

焼失し，焼土塊及び炭化材は浮いた状態で検出されている。炭化材は，垂木材とみられる丸材がほとんどで，

中央部に向かって放射状に並んだ状態で検出されている。

炉　南西壁寄りに位置し，長径90㎝，短径60㎝の楕円形である。炉床面は火熱により赤変硬化している。

覆土　３層からなる。火災のため下層部に炭化物を含む黒褐色土が堆積し，その後は自然に埋没した状況を示

している。

遺物出土状況　土師器片673点（坏54，坩12，高坏104，鉢４，壺２，甕468，小形甕29），土製品２点（丸玉）

が出土している。284は中央部南東壁寄りから正位で，285は南コーナー壁際のそれぞれ覆土下層，286は西コー

ナー寄り及び南東壁際寄り，287は西壁際のそれぞれ床面から遺棄された状態で出土している。

所見　遺物の多くは，内外面とも煤が付着したり二次焼成痕がみられる。特に285 は頸部から分割したのちに

南コーナー部に遺棄され，垂木材とみられる炭化材に接する状態で出土していることから，遺棄と同時に住居

が炎上したと推測される。また， DP100， DP101 が散在し投棄されたとみられる。 周囲の遺構の様相から考え

て，住居廃絶に伴う祭祀が行われたと想定される。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　 ローム粒子・焼土粒子多量，炭化物少量締まり　

強い
２　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック中量，ローム粒子少量締まり強い

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

３　黒　褐　色　炭化物少量

第131図　第41号住居跡実測図
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

284 土師器 坏 14.3  5.2 － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層
70％　内・
外面煤付着
PL40 

285 土師器 壺 17.5  （6.7） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ　頸部内面指頭圧痕 覆土下層
20％　頸部
内・外面煤
付着　PL40

286 土師器 甕 17.5 28.5 9.0 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通

口辺部内・外面横ナデ後ヘラ磨き　体部外面上
部ヘラ磨き後ヘラ削り　下部ヘラ削り後ヘラ磨
き　内面ヘラナデ　底部内・外面ヘラ削り

床面
60％　体部
内面煤付着
PL40

287 土師器 甕 19.0 （18.9） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部内面指頭圧

痕　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面
30％　口縁
部～体部内・
外面煤付着

第41号住居跡出土遺物観察表（第132図）

284

285

287

DP100 DP101286

第132図　第41号住居跡出土遺物実測図
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第42号住居跡（第133・134図）

位置　調査区中央部のＤ７i0区で，標高23.2ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸5.90ｍ，短軸5.60の方形で，主軸方向はＮ－22°－Ｗである。壁高は40 ～ 50㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，竈の周りと出入り口施設付近が踏み固められている。壁溝が竈の周りを除いて巡っている。全面

貼床で，確認面から50 ～ 60㎝掘り込み，焼土粒子や炭化粒子を少量含む褐色土を埋土している。

竈　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで130㎝である。袖部幅は100㎝で，地山を掘り残し

た基部の上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は掘り残した地山を皿状にわずかに掘りくぼめて

使用しており，火床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，壁外へ40㎝ほど掘り込まれ，火床部から

外傾して立ち上がっている。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ55 ～ 80㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５・Ｐ６は深さ30 ～ 40㎝

で，南壁際中央部に位置して一列に並んで竈と対峙していることから，出入り口施設に関連するものと考えら

れる。Ｐ７は深さ20㎝で性格は不明である。

覆土　13層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第10 ～ 13層は貼床の構築土である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置しており，長径90㎝，短径60㎝の楕円形で，深さは25㎝である。底面は皿状を

呈し，壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片255点（坏42，高坏34，壺16，甕154，小形甕９），土製品１点（支脚）が出土している。

288は南壁際の床面，290，296は竈脇，289は北東コーナー壁際のそれぞれ覆土下層から，壁際からの転落とみ

られる状態で出土している。293は竈の火床面から逆位で遺棄したとみられる状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

竈土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・砂粒微量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量
３　黒　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子・砂粒微量
４　褐　　　色　 ローム粒子多量，焼土粒子少量，炭化粒子・砂粒

微量
５　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・砂粒微量
６　にぶい赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子微量

７　にぶい赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・砂粒微量
８　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・砂粒中量
９　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
10　褐　　　色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，締まり強い
11　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，締まり弱い
12　褐　　　色　ロームブロック多量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，砂粒少量，焼土粒子微量

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐　　　色　ローム粒子少量

土層解説
１　灰　褐　色　ロームブロック中量
２　黒　褐　色　ロームブロック中量
３　褐　　　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　にぶい黄褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
６　暗　褐　色　焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
７　褐　　　色　 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　褐　　　色　ローム粒子多量

９　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化物微量
11　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・

砂粒微量
12　にぶい褐色　 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量，

締まり強い
13　褐　　　色　 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量，

締まり強い

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP100 丸玉 1.9 0.5 2.1 6.3 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 床面

DP101 丸玉 2.1 0.6 2.0 8.5 土（長石・白
色粒子） 丁寧なナデ　一方向からの穿孔 覆土上層
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第133図　第42号住居跡実測図
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第134図　第42号住居跡出土遺物実測図
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第43号住居跡（第135 ～ 137図）

位置　調査区中央部のＥ８c3区で，標高23.8ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸6.40ｍ，短軸6.20ｍの方形で，主軸方向はＮ－７°－Ｗである。壁高は20 ～ 35㎝で外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，竈から貯蔵穴の周りや出入り口施設付近が踏み固められている。壁溝が竈の周りを除いて巡って

いる。 竈脇の床面から粘土塊が検出されている。

竈　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで230㎝である。袖部幅は110㎝で，地山を基部とした

上に砂質粘土を貼り付けて構築されている。火床部は地山面を皿状にわずかに掘りくぼめて構築しており，火

床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかに立ち上がりながら壁外へ120㎝ほど筒状

に掘り込まれ，先端部で急激に立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ40 ～ 75㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ60㎝で，南壁中

央部寄りに位置していることから，出入り口施設に関連するものと考えられる。

覆土　10層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

５　褐　　　色　ロームブロック少量
６　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
７　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
８　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

竈土層解説
１　褐　　　色　焼土ブロック・ローム粒子多量
２　赤　褐　色　焼土粒子多量，ロームブロック中量，炭化粒子少量
３　赤　褐　色　ロームブロック・焼土粒子多量，締まり強い
４　暗 赤 褐 色　ローム粒子多量，焼土粒子中量
５　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子多量，締まり強い
６　褐　　　色　焼土粒子多量，ロームブロック中量
７　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量
８　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化材中量
９　褐　　　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
10　暗　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子微量
11　暗　褐　色　 ローム粒子・粘土粒子中量，焼土ブロック微量，

締まり強い
12　暗 赤 褐 色　 焼土粒子多量，粘土粒子中量，ローム粒子・炭化

粒子少量，締まり強い 

13　灰　褐　色　 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，
粘性強い

14　褐　　　色　 焼土ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子少
量，締まり強い

15　灰　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，粘性
強い

16　褐　　　色　 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，
締まり弱い

17　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，
締まり強い

18　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量，締まり弱い
19　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
20　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
21　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化物・ローム粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

288 土師器 坏 16.8  7.5 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 床面 95％  PL41 

289 土師器 坏 ［13.1］  4.1  5.5 長石・石英・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　底部ヘラ書き 覆土下層 95％

290 土師器 坏 13.9  4.7 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 覆土下層 90％

291 土師器 坏 13.3  5.1  8.2 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 90％  PL41

292 土師器 坏 14.3  5.1 － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 70％

293 土師器 高坏 －  （7.3） 11.5 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後ヘラ

削り裾部内・外面横ナデ 覆土下層 50％

294 土師器 壺 13.8 20.5  5.8 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　頸部内面指頭圧
痕　体部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土下層 95％  PL41 

295 土師器 甕 21.9 17.1 － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部内

ヘラナデ 床面 30％

296 土師器 甕 15.1 17.2  7.1 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部から頸部内・外面横ナデ　体部外

面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面ヘラナデ 覆土下層 100％

297 土師器 小形甕 14.2 10.3  6.9 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 60％

第42号住居跡出土遺物観察表（第134図）

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP102 支脚 （8.8） （9.2 ～ 10.0） （596.1） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 覆土下層
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９　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子微量 10　暗　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

第135図　第43号住居跡実測図
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貯蔵穴　北東コーナー部寄りに位置し，長径85㎝，短径60㎝の楕円形で深さは20㎝である。底面は皿状を呈し，

壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片403点（坏16，高坏12，甕350，甑25），土製品１点（支脚）が出土している。竈付近

を中心に覆土上層から下層にかけて集中して出土している。298 は南壁付近の覆土下層から正位で，299 は東

コーナー壁際の床面から逆位で，それぞれ遺棄された状態で出土している。300，302，304 は破砕されたのち

DP103とともに竈煙道部の先端部から重なる状態で出土している。

所見　隣接する第48号住居跡と同様に長い煙道部を持つ特異な形態の住居である。時期は，出土土器から７世

紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子多量 ２　褐　　　色　ロームブロック中量

第136図　第43号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

298 土師器 坏 13.1 4.9 － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 90％  PL42

299 土師器 坏 13.0 4.8 － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 90％

300 土師器 甕 17.8 18.5 7.7 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨

き 竈煙道部 70％  PL42

第43号住居跡出土遺物観察表（第136・137図）

第137図　第43号住居跡出土遺物実測図
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第44号住居跡（第138・139図）

位置　調査区北部のＤ６c2区で，標高23.4ｍの台地端部に位置している。

規模と形状　長軸3.40ｍ，短軸3.30ｍの方形で，主軸方向はＮ－５°－Ｅである。壁高は10㎝ほどで外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，出入り口施設の周辺や南東部が踏み固められている。西壁中央付近から中央部に向かってわずか

に高まりがみられる。南西部の床面から投げ込みとみられる焼土塊が出土している。

覆土　５層からなる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

ピット　３か所。Ｐ１，Ｐ２は深さ10 ～ 15㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ３は深さ25㎝で，南壁中

央部寄りに位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

土層解説
１　灰　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ローム粒子中量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

４　褐　　　色　ローム粒子多量
５　暗　褐　色　炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

301 土師器 甕 22.2 （32.2） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨

き　内面ヘラナデ 覆土下層 30％

302 土師器 甕 ［25.0］ （7.3） － 長石・石英・
雲母 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内面ヘラナ

デ 覆土中層 5％

303 土師器 甑 ［27.8］ 22.5 9.7 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り 床面 30％

304 土師器 甑 ［24.6］ （9.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 覆土中層 5％

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP103 支脚 （14.6） （8.6 ～ 9.1） （658.7） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭圧痕 竈煙道部

第138図　第44号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片169点（坏６，椀２，坩３，高坏39，甕118，甑１），石器１点（砥石）が出土している。

305は覆土下層から投棄された状態，306，Ｑ303は床面からそれぞれ遺棄された状態で出土している。

所見　炉が確認されておらず，作業場または倉庫的な使われ方をしたものと想定される。時期は，出土土器か

ら５世紀前半と考えられる。

第45号住居跡（第140・141図）

位置　調査区中央部のＥ８i1区で，標高22.7ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　撹乱により南西コーナー部を除いた西側半分ほどが掘り込まれており，南北5.5 ｍ，東西5.3 ｍほ

どが確認されている。全体の形状は方形を呈し，主軸方向はＮ－60°－Ｗで，壁高は25 ～ 40㎝で外傾して立ち

上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。壁溝が確認された床面部分については全周している。

全面が貼床であり，壁際を中心に40 ～ 60㎝掘り込み，ロームブロックや炭化粒子を含む褐色土や暗褐色土で

埋土して構築されている。東壁際と北壁際から焼土塊が検出されている。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ40 ～ 46㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ４，Ｐ５は深さ27 ～ 60㎝

で南壁際中央部に位置し，竈に向かって一列に並んでいることから，出入り口施設と考えられる。Ｐ６の性格

は不明である。

覆土　12層からなる。中層から下層が埋め戻された状況を示し，上層はレンズ状の堆積状況を示していること

から自然堆積したものと考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量，締まり強い
２　黒　褐　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐　　　色　ロームブロック・炭化粒子微量
４　褐　　　色　ロームブロック微量 
５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量
６　暗褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

７　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　褐　　　色　ローム粒子多量
９　褐　　　色　ロームブロック中量，締まり強い
10　暗　褐　色　ローム粒子中量
11　暗　褐　色　ローム粒子多量
12　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

305 土師器 高坏 － （2.1） － 長石・石英 橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 5％

306 土師器 甕 ［17.8］（4.4） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　内面ヘラナデ 床面 5％　口辺部
外面煤付着

第44号住居跡出土遺物観察表（第139図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q303 砥石 （10.4） （6.7） （5.0） 505.5 凝灰岩 砥面３面 床面

第139図　第44号住居跡出土遺物実測図第139図　第44号住居跡出土遺物実測図
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第140図　第45号住居跡実測図
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遺物出土状況　土師器片19点（坏５，高坏１，甕12，甑１），石製品２点（臼玉）のほか，流入した石器１点

（鏃）も出土している。307，309は中央部より南東壁寄りの覆土下層，308は同覆土中層からそれぞれ投棄され

た状態で出土している。Ｑ304，Ｑ305は南コーナー付近の焼土塊下の床面から出土し，住居の焼失前に投棄ま

たは遺棄されたと考えられる。

所見　焼土塊の検出状況から，焼失住居と想定される。時期は，出土土器から６世紀後半と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

307 土師器 坏 ［12.1］（4.2） － 長石・石英 明黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％

308 土師器 坏 ［12.0］（3.7） － 長石・石英・
赤色粒子 灰黄褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 覆土中層 20％

309 土師器 甕 ［23.0］（9.1） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部内面ヘラ磨

き　体部外面ヘラ磨き 覆土下層 10％

第45号住居跡出土遺物観察表（第141図）

第141図　第45号住居跡・出土遺物実測図
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第46号住居跡（第142図）

位置　調査区北部のＤ６c4区で，標高23.5ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第41号住居に掘り込まれている。

規模と形状　南部から中央部にかけて削平を受けており，長軸2.9ｍ，短軸2.8ｍが確認されている。主軸方向は

Ｎ－50°－Ｗで，壁高は10 ～ 15㎝で外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に踏み固められた部分は認められない。

炉　中央部より北西コーナー寄りに位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形である。地山の床面をわずかに掘り

くぼめた地床炉である。炉床面は皿状を呈し，火熱によりわずかに赤変硬化している。

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Ｑ304 臼玉 1.3 0.8 0.3 1.9 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 床面

Ｑ305 臼玉 1.3 0.8 0.3 2.1 滑石 両面研磨　一方向からの穿孔 床面

第142図　第46号住居跡・出土遺物実測図第142図　第46号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　３層からなる。削平を受けて層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

貯蔵穴　南東コーナー部に位置し，長径60㎝，短径40㎝の楕円形で，深さは20㎝である。底面は皿状を呈し，

壁は外傾して立ち上がっている。

第47号住居跡（第143・144図）

位置　調査区中央部のＤ６j7区で，標高23.2ｍの台地端部に位置している。

重複関係　第50号住居跡を掘り込み，第40号住居に掘り込まれている。

規模と形状　長軸7.70ｍ，短軸7.40ｍの方形で，主軸方向はＮ－23°－Ｗである。壁高は５～ 10㎝である。

床　平坦で，中央部及び炉の周辺が踏み固められている。

炉　３か所。炉１は中央部より北西コーナー寄りに位置し，長径100㎝，短径80㎝の楕円形で，床面をわずか

に掘りくぼめた地床炉である。炉床面は平坦で，火熱により赤変硬化している。炉２は中央部より南壁寄りに

位置し，長径80㎝，短径70㎝の楕円形で，床面をそのまま使用した地床炉である。炉床面は平坦で，火熱によ

り赤変硬化している。炉３は中央部より東壁寄りに位置し，径20㎝の円形で，床面をそのまま使用した地床炉

である。炉床面は平坦で，火熱によりわずかに赤変硬化している。炉床面及び炉の覆土の状況から，いずれも

住居廃絶時まで使用されていたと考えられる。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ17 ～ 48㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ15㎝で，南壁中

央部寄りに位置していることから，出入り口施設に関連するものと考えられる。

覆土　４層からなる。削平を受けて層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片17点（高坏３，甕13，小形甕１）が出土している。310は貯蔵穴上面の覆土上層，311

は貯蔵穴内から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

炉土層解説
１　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子少量 ２　にぶい褐色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子微量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子微量
２　褐　　　色　ローム粒子中量

３　褐　　　色　ローム粒子多量

貯蔵穴土層解説
１　褐　　　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量 ２　褐　　　色　ローム粒子中量

炉１土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子中量
２　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子中量

３　赤　褐　色　焼土粒子多量，締まり強い
４　赤　褐　色　焼土ブロック多量，締まり強い

炉２土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量
２　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子中量

３　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　赤　褐　色　焼土ブロック多量，締まり強い

炉３土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量 ２　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
４　にぶい褐色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

310 土師器 高坏［17.5］（6.0） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削
り　内面ヘラ磨き 覆土上層 10％

311 土師器 甕 － （3.6） 6.3 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 貯蔵穴内 10％

第46号住居跡出土遺物観察表（第142図）
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第143図　第47号住居跡実測図
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貯蔵穴　南西コーナー部に位置し，長径100㎝，短径80㎝の不整楕円形を呈し，深さは50㎝である。底面は皿

状で壁は外傾して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片463点（坏１，坩49，高坏122，壺４，甕287）のほか，流入した縄文土器片６点も出

土している。312は炉２脇，313は炉１脇のそれぞれ床面，314，315は貯蔵穴内，316は覆土中からそれぞれ投

棄された状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前葉と考えられる。

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック中量，焼土粒子・黒色土微量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量，黒色土微量

３　褐　　　色　ローム粒子中量
４　褐　　　色　ローム粒子多量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

312 土師器 高坏［19.6］（6.8） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削

り　内面ヘラ磨き 床面 20％   

313 土師器 高坏［18.6］（5.9） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部内・外面ヘ
ラ削り 床面 20％

314 土師器 高坏 － （9.4） － 長石・石英・
雲母 浅黄橙 普通 脚部外面ヘラナデ　内面指頭擦痕後ヘラ

削り　焼成前穿孔３か所 貯蔵穴内 40％  PL44

315 土師器 高坏 － （9.8） 13.3 長石・石英・雲母 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕後下部
ヘラ削り 貯蔵穴内

40％　裾部
内・外面二
次焼成痕

316 土師器 坏 11.4 4.3  4.9 長石・石英 橙 普通 口辺部から底部内・外面ヘラ削り　 覆土中 90％  PL44 

第47号住居跡出土遺物観察表（第144図）

第144図　第47号住居跡・出土遺物実測図第144図　第47号住居跡・出土遺物実測図
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第48号住居跡（第145 ～ 147図）

位置　調査区東部のＥ８d0区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。位置　調査区東部のＥ８d0区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

第145図　第48号住居跡実測図⑴
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規模と形状　長軸6.10 ｍ，短軸5.90 の方形で，主軸方向はＮ－28°－Ｗである。壁高は40 ～ 45 ㎝で外傾して立

ち上がっている。

床　平坦で，出入り口の周辺が踏み固められている。壁溝が竈の周りを除いて巡っている。全面が貼床で確認

面から60㎝ほど平坦に掘り込み，ロームブロック，炭化粒子を含む褐色土や暗褐色土を埋土して構築している。
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竈　北壁の中央部に付設されており，焚口部から煙道部まで200㎝である。袖部幅は100㎝で，確認面から70㎝

ほど掘りくぼめた後にロームブロックや焼土粒子を含む褐色土で埋土した貼床の上に砂質粘土を貼り付けて構

築されている。火床部は，確認面から80㎝ほど土坑状に掘りくぼめた後に褐色土で埋土して使用しており，火

床面は火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は，火床部から緩やかに立ち上がりながら壁外へ100㎝ほど地

山を掘り込み，先端部で急激に立ち上がっている。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ70 ～ 80㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ17㎝で，南壁中

央部寄りに位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

覆土　14層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

貯蔵穴　北東コーナー部に位置し，長径95㎝，短径80㎝の楕円形を呈し，深さは20㎝である。底面は平坦で壁

は外傾して立ち上がっている。

竈土層解説
１　暗　褐　色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
２　暗 赤 褐 色　焼土粒子・砂粒少量，ローム粒子微量
３　赤　褐　色　砂粒中量，焼土ブロック少量，ローム粒子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・砂粒少量，ローム粒子微量
５　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子微量
６　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，砂粒・粘土粒子中量
７　暗　褐　色　焼土ブロック中量，締まり弱い
８　にぶい赤褐色　焼土粒子多量
９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，締まり弱い
10　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子中量，締まり強い

11　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，粘性・締まり強い
12　にぶい赤褐色　 ローム粒子・砂粒多量，焼土粒子・粘土粒子中量，

炭化材微量，粘性・締まり強い
13　暗　褐　色　ロームブロック多量
14　褐　　　色　 ローム粒子多量，粘土粒子中量，焼土粒子微量，

粘性・締まり強い
15　褐　　　色　ロームブロック・砂粒少量，焼土ブロック微量
16　赤　褐　色　焼土ブロック多量
17　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

土層解説
１　黒　　　色　ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
３　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
５　暗　褐　色　ローム粒子少量
６　暗　褐　色　ローム粒子多量
７　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

８　褐　　　色　ローム粒子多量
９　暗　褐　色　ローム粒子中量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
11　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子中量
13　褐　　　色　ロームブロック少量
14　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

貯蔵穴土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

３　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐　　　色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量

317

318

319

DP105

第147図　第48号住居跡出土遺物実測図

DP104
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遺物出土状況　土師器片240点（坏128，甕112），土製品２点（支脚）のほか，流入した縄文土器片２点も出土

している。317は北壁際の竈左袖脇，DP105は貯蔵穴上面の覆土下層，318は南壁際の床面からそれぞれ投棄さ

れた状態で出土している。DP104は縦に二分割され，竈の火床部上面及び焚き口部から横位で出土している。

所見　隣接する第43号住居跡と同様に長い煙道部を持つ特異な形態の住居である。時期は，出土土器から７世

紀前葉と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

317 土師器 坏 14.5  5.0 7.0 長石・石英・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面ヘラナデ 覆土下層 65％

318 土師器 坏 ［15.4］ （4.0） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 床面 5％

319 土師器 甕 ［15.9］（13.9） － 長石・石英・
赤色粒子 灰白 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ 覆土下層 10％

第48号住居跡出土遺物観察表（第147図）

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面

内　　部　　施　　設
覆土 主な出土遺物 時期

新旧関係

（旧→新）壁溝主柱穴 出入口 ピット 竈・炉 貯蔵穴

1 Ｇ７f4 Ｎ－８°－Ｗ［方形］　4.80 ×（3.00） 40 平坦一部 2 － － 炉 1 － 自然 土師器（坏，坩，高坏，壺，甕，小形甕） ５世紀前葉

2 Ｇ７c9 Ｎ－ 15°－Ｗ［方形］　5.40 ×（3.80）30 ～ 40 平坦（全周） 2 － － 竈 1 1 自然
土師器（坏，壺，甕，
小形甕，甑，手捏土
器），土製品（支脚），
石製品（臼玉）

６世紀後葉

3 Ｆ７h6 Ｎ－ 30°－Ｗ［方形］ 2.50 × 2.50 30 ～ 40 平坦 － － 1 － － － 自然 土師器（坏，高坏，甕，
甑） ６世紀後葉

4 Ｆ７e1 Ｎ－ 25°－Ｗ 長方形 4.90 × 3.60 40 ～ 55 平坦全周 2 1 － 竈 1 － 自然
土師器（坏，甕，甑），
土製品（支脚），石製
品（小玉）

７世紀前葉

5 Ｆ７e6 Ｎ－ 28°－Ｗ［方形］ 6.20 × 6.20 50 平坦一部 4 1 1 竈 1 1 人為
土師器（坏，椀，高坏，
甕，甑），石器（磨石），
石製品（臼玉）

６世紀後葉 本跡→ SK2

6 Ｆ７c0 Ｎ－ 20°－Ｗ［方形］　8.10 ×（6.20）40 ～ 50 平坦全周 4 2 2 竈 3 1 自然
土師器（坏，椀，高坏，
甕，甑），土製品（支
脚），石製品（臼玉）

６世紀後葉

7 Ｆ７b6 Ｎ－ 20°－Ｗ［方形］ 4.30 × 4.30 50 平坦ほぼ全周 4 1 － 竈 1 －
人為
↓
自然

土師器（坏，高坏，甕，
甑），石製品（臼玉） ６世紀前葉

8 Ｆ７e9 Ｎ－ 15°－Ｗ［方形］（2.70）×［2.60］ 10 平坦 － － － 3 － － 人為 土師器（坏，甕） ６世紀後葉

9 Ｅ７j9 Ｎ－ 50°－Ｗ 長方形 3.95 × 3.60 30 ～ 40 平坦一部 1 1 － 竈 1 －
人為
↓
自然

土師器（坏，甕，甑） ６世紀代

10 Ｆ６c4 Ｎ－ 40°－Ｗ［方形］　4.70 ×（3.30）50 ～ 60 平坦一部 2 1 － 竈 1 1
人為
↓
自然

土師器（坏，椀，高坏，
甕） ７世紀前葉

11 Ｅ６h0 Ｎ－ 25°－Ｗ 方形 5.00 × 4.90 40 平坦全周 4 1 － 竈 1 1
人為
↓
自然

土師器（坏，椀，高
坏，壺，小形壺，甕，
ミニチュア），石製品
（勾玉）

６世紀前葉

12 Ｆ７a6 Ｎ－ 30°－Ｗ 方形 4.30 × 4.10 40 ～ 50 平坦ほぼ全周 4 1 2 竈 1 1 自然
土師器（坏，椀，高坏，
甕，小形甕，甑），土
製品（支脚）

６世紀中葉

表11　古墳時代住居跡一覧表

番号 器種 長さ 径 重量 材  質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP104 支脚 （12.6） （7.3 ～ 7.6） （422.1） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭痕 竈内

DP105 支脚 （17.5） （3.6 ～ 6.6） （310.3） 土（長石・石英・雲母） 丁寧なナデ　指頭痕 覆土下層
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番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面

内　　部　　施　　設
覆土 主な出土遺物 時期

新旧関係

（旧→新）壁溝主柱穴 出入口 ピット 竈・炉 貯蔵穴

13 Ｅ７d5 Ｎ－ 28°－Ｗ 方形 7.50 × 7.30 40 ～ 50 平坦全周 4 2 － 竈 2 1 自然
土師器（坏，高坏，甕，
小形甕，甑），土製品
（丸玉，棗玉），石器（砥
石），石製品（臼玉）

６世紀中葉

14 Ｅ６g6 Ｎ－ 33°－Ｗ 方形 7.50 × 7.50 40 ～ 50 平坦全周 4 2 － 竈 1 1 人為
土師器（坏，高坏，壺，
甕，小形甕），石製品
（管玉）

６世紀中葉 本跡→ SK28

15 Ｅ７e2 Ｎ－ 20°－Ｗ 方形 6.20 × 5.80 50 平坦全周 4 1 － 竈 2 1 自然
土師器（坏，椀，蓋，
高坏，甕，ミニチュア），
土製品（勾玉），石製
品（有孔円板）

６世紀中葉 SI26 →本跡→ SK26・27

16 Ｅ６d7 Ｎ－ 50°－Ｗ 方形 5.90 × 5.90 20 平坦全周 4 2 2 炉 2 1 人為
土師器（椀，坩，高坏，
壺，小形壺，甕，ミ
ニチュア），土製品（丸
玉）

５世紀前葉

17 Ｅ７h7 Ｎ－５°－Ｗ［長方形］ 2.20 × 1.70 10 ～ 25 平坦 － － － － － － 自然 土師器（坏，甕） ６世紀後葉

18 Ｄ７i2 Ｎ－ 30°－Ｗ 方形 4.60 × 4.50 50 平坦一部 4 1 2 竈 1 － 自然
土師器（坏，椀，高坏，
壺，甕，小形甕，甑），
土製品（支脚）

６世紀中葉

19 Ｅ７j1 Ｎ－ 40°－Ｗ 隅丸
長方形 2.50 × 2.10 15 ～ 30 平坦 － － － 1 － － 自然 土師器（坏，甕） ６世紀後葉 本跡→ SK46

20 Ｄ６i0 Ｎ－ 15°－Ｗ 方形 5.70 × 5.60 30 平坦全周 4 － － 炉 1 1 人為
土師器（坏，坩，高坏，
壺，甕，小形甕），石
製品（臼玉）

５世紀前葉

22 Ｅ６a1 Ｎ－ 45°－Ｗ 長方形 5.00 × 3.70 10 ～ 18 平坦 － － － 2 炉 2 1 人為
土師器（坏，高坏，壺，
甕，小形甕），石製品
（臼玉）

５世紀前半

23 Ｅ６e0 Ｎ－ 45°－Ｗ 方形 3.60 × 3.50 10 平坦 － － － 2 炉 1 1 不明 土師器（坩，高坏，甕）５世紀前葉

24 Ｅ６b5 Ｎ－ 15°－Ｗ 方形 3.40 × 3.30 10 平坦 － － 1 ３ 炉 2 1 不明 土師器（坩，高坏，甕）５世紀前葉 本跡→ SK48

25 Ｅ６j3 － ［方形］［4.80］×［4.50］ － 平坦 － 3 1 － 炉 1 － － － ５世紀代

26 Ｅ７d2 Ｎ－ 45°－Ｅ［長方形］ 3.90 × 3.20 5 平坦 － ３ － － 炉 1 － 不明 土師器（坏，高坏，甕，甑） ５世紀前葉 本跡→ SI15

27 Ｄ５e0 Ｎ－ 23°－Ｗ 方形 7.80 × 7.70 20 ～ 30 平坦ほぼ全周 4 － － 炉 1 1 自然
土師器（坏，椀，坩，
高坏，壺，甕，甑），
土製品（丸玉），石製
品（管玉，臼玉）

５世紀前葉

28 Ｄ６i2 Ｎ－５°－Ｅ 方形 4.60 × 4.50 10 ～ 15 平坦 － 4 － － 炉 1 1 自然 土師器（椀，高坏，小形壺，甕，小形甕）５世紀前葉
SK53 →本跡
→ SK49

29 Ｄ５g7 Ｎ－ 45°－Ｗ 方形 4.80 × 4.75 40 平坦全周 4 1 － 竈 1 － 自然
土師器（坏，椀，坩，
高坏，甕），土製品（小
玉）

６世紀前葉

30 Ｄ５d7 Ｎ－ 45°－Ｗ 方形 5.80 × 5.65 20 ～ 25 平坦ほぼ全周 － － － 炉 1 1
人為
↓
自然

土師器（坏，椀，坩，
高坏，壺，甕），土製
品（丸玉），石製品（管
玉，臼玉）

５世紀前葉

31 Ｅ６b2 Ｎ－ 25°－Ｗ 方形 5.05 × 4.95 15 ～ 20 平坦 － 4 1 1 炉 2 － 人為 土師器（坏，坩，高坏，甕，小形甕，甑） ５世紀前葉 本跡→ SK59

32 Ｄ６e3 Ｎ－ 35°－Ｗ 方形 3.60 × 3.40 10 平坦 － － － － － 1 不明 土師器（坏，高坏，甕），石製品（勾玉，臼玉） ５世紀代

33 Ｄ６f2 Ｎ－ 40°－Ｗ 長方形 2.80 × 2.55 10 平坦 － － － － 炉 1 － 不明 土師器（椀，高坏，壺，甕，甑） ５世紀中葉

34 Ｄ６b2 Ｎ－ 30°－Ｗ 方形 3.50 × 3.50 20 ～ 30 平坦一部 4 1 － 炉 1 1 人為
土師器（坩，高坏，壺，
甕，小形甕），土製品
（丸玉）

５世紀前葉

35 Ｄ５a8 － 不明 （3.50）×（2.00） 20 平坦 － － － 1 － 1 人為 土師器（坩，高坏，甕）５世紀前半 本跡→SK198
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　⑵　土坑

第26号土坑（第148図）

位置　調査区中央部のＥ７e2区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第15号住居跡を掘り込み，さらに第27号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0.55ｍ，短径0.45ｍの円形である。深さは15㎝ほどで緩斜して立ち上がり，底面は皿状である。

覆土　単層のため堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片49点（坏）が出土している。320は覆土上層，321は中央部の覆土下層，322は321の下

からそれぞれ遺棄された状況で出土している。

所見　時期は，出土土器から６世紀後葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子微量，締まり弱い

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面

内　　部　　施　　設
覆土 主な出土遺物 時期

新旧関係

（旧→新）壁溝主柱穴 出入口 ピット 竈・炉 貯蔵穴

36 Ｄ６a5 Ｎ－ 25°－Ｗ［方形］　7.40 ×（3.80） 10 平坦 － 2 － － 炉 1 1 自然
土師器（坏，坩，高坏，
小形壺，甕，小形甕），
石製品（臼玉）

５世紀前葉

37 Ｄ５a1 Ｎ－ 42°－Ｗ［方形］　4.60 ×（1.70）40 ～ 60 平坦 － 2 － 1 － －
人為
↓
自然

土師器（坏，椀，高坏，
甕），土製品（丸玉） ５世紀中葉 SI39 →本跡

38 Ｄ５a3 Ｎ－ 27°－Ｗ 長方形 3.90 × 3.00 15 ～ 40 平坦 － － － － 炉 1 2 自然
土師器（坏，椀，坩，
高坏，壺，甕，小形甕，
ミニチュア），須恵器
（把手付椀）

５世紀中葉 SK163 →本跡

39 Ｃ５j2 Ｎ－ 35°－Ｗ 方形 2.85 × 2.70 15 平坦 － 4 － － 炉 1 － 自然
土師器（坩，椀，高坏，
壺，甕），須恵器（把
手付椀）

５世紀中葉 本跡→ SI37

40 Ｄ６j5 Ｎ－ 22°－Ｗ 方形 6.10 × 6.10 40 平坦全周 4 2 1 竈 1 1 自然
土師器（坏，壺，甕，
小形甕，甑），土製品
（支脚）

６世紀中葉
SI47 →本跡
→ SK58・
100

41 Ｄ６c4 Ｎ－ 50°－Ｗ 方形 2.90 × 2.80 15 ～ 20 平坦 － － － － 炉 1 － 自然
土師器（坏，坩，高坏，
鉢，壺，甕，小形甕），
土製品（丸玉）

５世紀中葉 SI46 →本跡

42 Ｄ７i0 Ｎ－ 22°－Ｗ 方形 5.90 × 5.60 40 ～ 50 ほぼ全周一部 4 2 1 竈 1 1 自然
土師器（坏，高坏，壺，
甕，小形甕），土製品
（支脚）

６世紀後葉

43 Ｅ８c3 Ｎ－７°－Ｗ 方形 6.40 × 6.20 20 ～ 35 平坦全周 4 1 － 竈 1 1 自然 土師器（坏，高坏，甕，甑），土製品（支脚） ７世紀前葉

44 Ｄ６c2 Ｎ－５°－Ｅ 方形 3.40 × 3.30 10 平坦 － 2 1 － － － 不明
土師器（坏，椀，坩，
高坏，甕，甑），石製
品（砥石）

５世紀前半

45 Ｅ８i1 Ｎ－ 60°－Ｗ 方形 5.50 × 5.30 25 ～ 40 平坦一部 3 2 1 － －
人為
↓
自然

土師器（坏，高坏，甕，
甑） ６世紀後半

46 Ｄ６c4 Ｎ－ 50°－Ｗ［方形］［2.90］×［2.80］10 ～ 15 平坦 － － － － 炉 1 1 不明 土師器（高坏，甕，小形甕） ５世紀前半 本跡→ SI41

47 Ｄ６j7 Ｎ－ 23°－Ｗ 方形 7.70 × 7.40 5 ～ 10 平坦 － 4 1 － 炉 3 1 不明 土師器（坏，坩，高坏，壺，甕） ５世紀前葉 SI50 →本跡→ SI40

48 Ｅ８d0 Ｎ－ 28°－Ｗ［方形］ 6.10 × 5.90 40 ～ 45 平坦ほぼ全周 4 1 － 竈 1 1 自然 土師器（坏，甕），土製品（支脚） ７世紀前葉
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第27号土坑（第148図）

位置　調査区中央部のＥ７e2区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第15号住居跡を掘り込み，第26号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径0.40ｍ，短径0.25ｍの楕円形，深さは15㎝で底面は皿状である。

覆土　２層からなる。堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片８点（坏７，甕１）が出土している。

所見　時期は，重複関係から６世紀後半と考えられる。

第40号土坑（第149・150図）

位置　調査区北部のＤ６b2区で，標高23.4ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第50号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1.60ｍ，短径1.50ｍの円形で，深さは85㎝である。底面は平坦で，壁は底面から円筒状に立

ち上がっている。

覆土　12 層からなる。全体的にロームブロックや炭化粒子を含む暗褐色土で埋め戻された状況を示している。

中層の第２層及び下層の第８・12層は版築状に突き固めて埋め戻されている。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量 ２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量，締ま

り強い

３　極 暗 褐 色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
４　暗　褐　色　ロームブロック中量，締まり弱い
５　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

320 土師器 坏 13.5 5.1 － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面

ヘラナデ 覆土上層 95％

321 土師器 坏 ［14.3］ 4.9 － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り 覆土下層 80％

322 土師器 坏 14.0 4.2 － 石英・赤色粒
子 にぶい黄橙 普通 口辺部横ナデ　体部外面ヘラ削り　内面

ヘラナデ 覆土下層 70％

第26号土坑出土遺物観察表（第148図）
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６　暗　褐　色　ロームブロック中量
７　暗　褐　色　ローム粒子中量
８　灰　褐　色　ローム粒子中量，締まり強い
９　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ロームブロック少量
11　褐　　　色　ローム粒子中量
12　暗　褐　色　ロームブロック中量，締まり強い
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遺物出土状況　土師器片243点，（坏24，椀32，坩48，高坏47，壺37，甕47，小形甕２，甑６），石製品１点（琴

柱形石製品）が出土している。Ｑ306 は覆土中層から角状突起部を真北に向けて水平に置かれた状態で出土し

ている。326は覆土中層，324・329・330は覆土下層からそれぞれ破砕した後に投棄された状態で出土している。

また，328・329・330は第50号土坑から出土した破片とそれぞれ接合している。

所見　時期は，第50号土坑から出土した破片と接合していることから，５世紀中葉以降と考えられる。

第49号土坑（第151図）

位置　調査区北西部のＤ６h1区で，標高23.2ｍの台地の端部に位置している。

重複関係　第28号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1.60ｍ，短径1.50ｍの円形である。深さは30㎝で，壁は外傾して立ち上がり，底面は平坦である。

覆土　５層からなる。ロームブロックや焼土粒子，炭化粒子を含む黒褐色土や褐色土で埋め戻された状況を示

している。

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐　　　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

４　黒　褐　色　炭化物・ローム粒子微量
５　暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子微量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

323 土師器 椀 ［11.9］ （6.7） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 にぶい橙 普通 口辺部横ナデ　体部内・外面ヘラ削り 覆土上層 20％

324 土師器 高坏 －  （3.5）［16.0］長石・石英・雲母・白色粒子 明赤褐 普通 裾部内・外面ヘラ削り後横ナデ 覆土下層 10％

325 土師器 高坏 －  （2.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 坏部下端外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面

ヘラ削り 覆土中層 15％ 

326 土師器 甕 ［19.6］（15.5） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り後

ヘラ磨き　内面ヘラナデ　頸部内面指頭圧痕 覆土中層 20％　体部
外面煤付着

327 土師器 甑 －  （8.0）  6.6 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部内・外面ヘラ削り　体部外面ヘラナデ 覆土中層 40％

328 土師器 壺 ［19.9］ （7.7） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　口縁部外面ヘラ削り後横ナデ 

内面横ナデ　頸部内・外面ヘラ削り後横ナデ指頭圧痕
覆土中
SK50 20％

329 土師器 甑 ［21.6］ （6.5） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラ削り　体部

内・外面ヘラ削り
覆土下層
SK50 40％

330 土師器 甕 ［22.8］ （5.6） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 口辺部外面ヘラナデ後横ナデ後ヘラ削り 

内面ヘラナデ後横ナデ
覆土下層
SK50

40％　口辺部
外面煤付着

331 土師器 高坏 －  （5.3） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 にぶい橙 普通 坏部内・外面ヘラ磨き 覆土下層 5％

332 土師器 坩 －  （3.4） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ヘラ削り 体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ　頸部内面指頭圧痕 覆土中層 5％

333 土師器 小形甕［16.1］ （5.3） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面ヘラナデ後横ナデ　頸部

から体部外面磨き後ヘラ削り 覆土中層 5％　頸部内・
外面煤付着

第40号土坑出土遺物観察表（第149・150図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q306 琴柱形
石製品 3.6 3.4 0.8 7.8 軟玉（透緑閃石） 上辺・中央・下辺に二本一組の凸帯　下端中央部から分岐部にかけて

小孔が貫通　全面に丁寧な研磨　角状突起部にわずかな反りをもつ 覆土中層 PL46

327

Q306

第150図　第40号土坑出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片87点（坏３，高坏17，鉢５，壺３，甕57，小形甕２），石製品１点（勾玉）が出土している。

土器のほとんどは，覆土中層から下層を中心に破砕して投棄された状態で出土している。335は東部壁際，337

は中央部，338は北壁寄りの覆土中層，334は中央付近，336は南壁付近の覆土下層，Ｑ307は南西部壁際の床面

からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

334 土師器 高坏 － （9.3） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ磨き  内面指頭擦痕後ヘラ

削り 覆土下層 10％　脚部内
・外面煤付着

335 土師器 高坏 － （5.0）［12.4］長石・石英・赤色粒子 明褐灰 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭押圧痕　裾
部外面横ナデ後ヘラ削り 覆土中層 5％

336 土師器 壺 ［15.6］（4.2） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部外面ハケ目後横ナデ　内面横ナデ 

頚部内面ヘラ削り 覆土下層 5％

337 土師器 甕 ［18.7］（4.4） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部外面ハケ目後横ナデ　内面ハケ目 

頚部外面ハケ目　内面ヘラ削り 覆土中層 5％　口辺部内
・外面煤付着

338 土師器 鉢 ［23.4］ 8.8  ［8.6］石英・赤色粒子 灰白 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　口辺
部・下部ヘラ削り 覆土中層 10％

第49号土坑出土遺物観察表（第151図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q307 勾玉 1.7 1.2 0.4 1.0 滑石 全面丁寧な磨き　両面穿孔 床面 PL48
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第50号土坑（第152図）

位置　調査区北部のＤ６b2区で，標高23.4ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第40号土坑，第52号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径2.00ｍ，短径1.80ｍの楕円形と推定され，長径方向はＮ－80°－Ｅである。深さは70㎝で，底

面は平坦で，壁は底面から円筒状に立ち上がっている。
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覆土　10層からなり，全体としてロームブロックや炭化粒子を含む褐色土または暗褐色土で埋め戻された状況

を示している。

遺物出土状況　土師器片322点（坏３，坩６，高坏68，壺11，小形壺13，甕216，小形甕３，甑２）が覆土上層

の第２層上面を中心に投棄された状態でまとまって出土している。339・345・346は覆土上層からそれぞれ出

土している。344は，第63号土坑から出土した破片と接合し，第40号土坑から出土している324と同一個体と考

えられる。339は，坏部と脚部に分割されたのち投棄されたとみられる。

所見　覆土中層上部を版築状に突き固めながら埋め戻したのち，その上に破砕された土器を集中的に投棄し，

再び埋め戻している。また，344と第63号土坑から出土している破片と接合することから，第63号土坑と同時

に遺物が投棄されたと考えられる。投棄された土器の様相や出土状況から，第63号土坑と同時に集落廃絶等に

伴う祭祀が行われた可能性が考えられる。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第63号土坑（第153図）

位置　調査区北西部のＤ６c3区で，標高23.5ｍの台地の端部に位置している。

規模と形状　径1.8ｍの円形で，深さは75㎝である。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　14層からなる。下層から中層まではロームブロックや炭化粒子を含む褐色土が版築状に堆積し，その上

部は暗褐色土や黒褐色土で埋め戻されている。特に，第８層及び第11・12層は，褐色土と黒褐色土が１～２㎝

の層厚で交互に入り込み，特に締まりの強い状況を示している。

土層解説
１　極 暗 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子少量
３　褐　　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，締まり強い
４　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化物少量，締まり強い
５　極 暗 褐 色　ローム粒子中量，締まり強い

６　褐　　　色　ロームブロック多量，締まり弱い
７　褐　　　色　ロームブロック少量
８　暗　褐　色　ローム粒子多量
９　褐　　　色　ロームブロック中量
10　褐　　　色　ローム粒子多量

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子中量，黒色土ブロック少量
５　黒　褐　色　ローム粒子中量
６　暗　褐　色　ローム粒子中量，締まり強い
７　暗　褐　色　ロームブロック中量，炭化粒子微量，締まり強い
８　褐　　　色　 ローム粒子多量，黒色土ブロック・炭化粒子微量，

締まり極めて強い

９　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，締まり強い
10　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量，締まり強い
11　褐　　　色　ロームブロック中量，締まり極めて強い
12　褐　　　色　 ロームブロック多量，黒色土ブロック・炭化粒子

少量，締まり極めて強い
13　褐　　　色　 ロームブロック多量，黒色土ブロック少量，締ま

り極めて強い
14　褐　　　色　ローム粒子多量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

339 土師器 高坏 17.1 15.1 13.3 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部外面ヘラ削り　脚部外面ヘ
ラ削り　内面上部指頭擦痕　裾部下端内・外面横ナデ 覆土上層 85％  PL46 

340 土師器 高坏 －  （4.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 坏部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土上層 20％

341 土師器 高坏［18.6］ （6.3） － 長石・石英・
雲母 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラケ

ズリ 覆土中層 10％

342 土師器 高坏 －  （7.5） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通 脚部外面ヘラ削り後ヘラ磨き　内面上部

指頭擦痕　下部横ナデ 覆土上層 20％

343 土師器 高坏 －  （8.4） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 脚部外面ヘラ削り　内面指頭擦痕 覆土上層 5％

344 土師器 高坏 －  （3.6） － 長石・石英 橙 普通 裾部内・外面ヘラ削り後横ナデ 覆土中
SK63 5％

345 土師器 小形壺 － （12.3） 3.8 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ後ヘラナデ　体部外面

ヘラ削り　頸部内面指頭圧痕　裾部横ナデ 覆土上層 80％

346 土師器 壺 ［21.2］ （5.9） － 長石・石英・
小礫 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　口縁部ヘラ削り

後ナデ　頚部内面ヘラ削り後指頭圧痕 覆土上層 5％

347 土師器 甕 ［21.8］ （3.1） － 長石・石英・雲
母・白色粒子 浅黄橙 普通 口辺部外面横ナデ　内面ヘラ削り後横ナ

デ　頚部外面指頭圧痕 覆土上層 5％　内・
外面煤付着

348 土師器 坩  ［9.0］ （3.8） － 長石・石英・
白色粒子 浅黄橙 普通 口唇部内・外面横ナデ　口辺部内・外面

ヘラ削り 覆土中層 15％

第50号土坑出土遺物観察表（第152図）
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遺物出土状況　土師器片98点（坏２，坩１，高坏23，鉢７，壺22，甕43）のほか，縄文土器片４点も出土して

いる。土器のほとんどは，破砕したのち覆土上層に投棄された状態で出土している。351・352は中央部の覆土

上層，349は中央部の覆土中層，350は北部壁際の床面からそれぞれ出土している。

所見　破砕した土器を投げ込みながら版築状に突き固め，覆土上層にまとめて投棄したのち埋め戻している。

また，隣接する第50号土坑出土の344と接合する土器がみられることから，同時に双方に投棄し，第50号土坑と

ともに集落廃絶等に伴う祭祀が行われた可能性が推測される。時期は，出土土器から５世紀中葉と考えられる。

第129号土坑（第154図）

位置　調査区北部のＤ５d5区で，標高23.3ｍの台地の端部に位置している。

規模と形状　径1.50ｍの円形で，深さは60㎝ほどである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層からなる。ロームブロックや炭化粒子を含む黒褐色土や黒色土で埋め戻されている。

遺物出土状況　土師器片１点（坏），土製品１点（丸玉）が出土している。DP106は中央部の覆土下層から出

土している。

所見　時期は，出土遺物から５世紀代と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
２　褐　　　色　ロームブロック多量

３　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
４　暗　褐　色　ローム粒子多量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

349 土師器 坩 － （2.4） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 頸部外面ヘラ削り　内面指頭圧痕 覆土中層 5％

350 土師器 高坏 － （3.6） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 坏部外面ヘラナデ　内面ヘラ磨き 床面 5％

351 土師器 高坏 － （1.9）［12.4］長石・石英 赤褐 普通 裾部外面ヘラ削り　後横ナデ 内面横ナデ 覆土上層 5％

352 土師器 甕 － （2.9） ［6.0］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土上層 5％

第63号土坑出土遺物観察表（第153図）

第153図　第63号土坑・出土遺物実測図
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第167号土坑（第155図）

位置　調査区北部のＤ６i7区で，標高23.3ｍの台地の端部に位置している。

規模と形状　長径1.60ｍ，短径1.40ｍの楕円形で，長径方向はＮ－85°－Ｗである。深さは15㎝である。底部は

平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層からなる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

遺物出土状況　土師器片12点（高坏２，甕10）が出土している。353は中央部と壁際の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から５世紀前半と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ロームブロック・炭化粒子少量 ２　褐　　　色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

番号 種別 最大径 孔径 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

DP106 丸玉 2.3 0.4 2.2 11.1 土（長石・石
英・雲母） ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層

第129号土坑出土遺物観察表（第154図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

353 土師器 高坏［15.8］（3.0） － 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ 坏部外面ヘラ削り 

内面ヘラ磨き 覆土下層 5％

第167号土坑出土遺物観察表（第155図）

第154図　第129号土坑・出土遺物実測図
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４　平安時代の遺構と遺物

　　平安時代の遺構では，火葬墓１基が確認されている。

　　火葬墓

第１号火葬墓（SK60）（第156図）

位置　調査区中央部のＥ７b2区で，標高23.0ｍの台地平坦部に位置している。

規模と形状　径0.50ｍの円形で，深さは25㎝である。底面は皿状で，壁は外傾して立ち上がっている。

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径×短径
深さ（㎝）壁面底面覆土 出土遺物

備　　　　考

（時　期）

26 Ｅ７e2 － 円形 0.55 × 0.45 15 緩斜皿状不明 土師器（坏） ６世紀後葉
SI15 → SK27 →本跡

27 Ｅ７e2 － ［楕円形］ （0.40）×（0.25） 15 外傾皿状不明 土師器（坏，甕） ６世紀後半
SI15 →本跡→ SK26

40 Ｄ６b2 － 円形 1.60 × 1.50 85 直立平坦人為
土師器（坏，椀，坩，
高坏，壺，甕，小形
甕，甑），石製品（琴
柱形石製品）

５世紀中葉以降
SK50 →本跡

49 Ｄ６h1 － 円形 1.60 × 1.50 30 外傾平坦人為
土師器（坏，高坏，
鉢，壺，甕，小形甕），
石製品（勾玉）

５世紀前半
SI28 →本跡

50 Ｄ６b2 Ｎ－ 80°－Ｅ ［楕円形］ ［2.00］× 1.80 70 直立平坦人為
土師器（坏，坩，高
坏，壺，小形壺，甕，
小形甕，甑）

５世紀中葉
本跡→ SK40・
SK52

63 Ｄ６c3 － 円形 1.80 × 1.80 75 外傾平坦人為 土師器（坏，坩，高坏，鉢，壺，甕） ５世紀中葉

129 Ｄ５d5 － 円形 1.50 × 1.50 60 外傾平坦人為 土師器（坏），土製品（丸玉） ５世紀代

167 Ｄ６i7 Ｎ－ 85°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.40 15 外傾平坦不明 土師器（高坏，甕） ５世紀前半

表12　古墳時代土坑一覧表
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第156図　第１号火葬墓・出土遺物実測図
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覆土　４層からなり，全体としてローム粒子を含む褐色土または黒褐色土で埋め戻されている。

遺物出土状況　須恵器片65点（坏３，盤４，甕58）が出土している。356は底面から逆位で出土し，354・355

は356内からそれぞれ出土している。

所見　甕の底部を破壊して逆位で埋設し，坏，盤で蓋をした火葬墓である。時期は，出土土器から９世紀前半

と考えられる。

５　その他の遺構と遺物

　 　今回の調査では，時期及び性格を判断することができなかった土坑125基，溝跡１条が確認されている。以

下，遺構と遺物について記述する。

　⑴　土坑（第157 ～ 161図）

　　時期が明確でない土坑125基が確認された。以下，確認された遺構の実測図を記載する。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　褐　　　色　ローム粒子少量

３　黒　褐　色　黒色土粒子少量，ローム粒子微量，しまり弱い
４　暗　褐　色　ローム粒子・黒色土粒子微量，しまり弱い

第１号火葬墓（SK60）出土遺物観察表（第156図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

354 須恵器 坏 ［12.0］ （4.4） － 長石・石英・
雲母 灰黄 普通 体部下端手持ちヘラ削り 覆土中 15％

355 須恵器 盤 －  （1.8） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 灰 普通 体部外面下端回転ヘラ削り 覆土中 10％

356 須恵器 甕 ［20.0］（21.1） － 長石・石英・
雲母 灰 普通 体部外面縦位の平行叩き　下部手持ちヘ

ラ削り　内面ヘラナデ後当て具痕 覆土下層 60％  PL47

第157図　その他の土坑実測図⑴
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第158図　その他の土坑実測図⑵
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第159図　その他の土坑実測図⑶
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第160図　その他の土坑実測図⑷
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第161図　その他の土坑実測図⑸

SK137
A A

AA
A

23
.4
m

23
.4
m

23
.4
m

23
.4
m

A A

A

A
′

A
′

A′A
′

A
′

A
′

A′

A
′

A
′

A
′

A′

AA

23
.4
m

23
.4
m

24
.2
m

23.4m

23
.4
m

A

A

A

A

A

A

A

A

A
A

A

A

23
.2
m

23
.4
m

A′

A
′A
′

A
′

A′

A′

A
′

A
′

23.4m

A′ A′

A′

A′

A′

A

A
A
′

A′

A

ＢA
23
.4
m

23
.4
m

Ｂ

Ｂ
′

A
′

A

A
Ｂ
′

A′

A
′

A′

23
.2
m

23.2mA

A
A

A A 23.4m

23
.4
m

A

A

A A′

A′

AAA

A

A

A′ A
′

23.4m

23
.4
m

A′

A′

23.4m A′

A′

A

A′

A′

A′

A
′

A
′

A′A′

A′

A′

A

A

23.0m 23.4m
A

A

A

A′

A

A

23.4m

23
.8
m

23.8mA A

A

A′

A A′

A 23.6m A′

SI35

SK183

A′
A′A 23.8m

A

A′

A

A

A

A

23
.8
m

23
.4
m

A′

A
′

A
′

A′

A
′

A
23
.2
m

A

A′

A
A
′

A′

23
.8
mA

SK138 SK139 SK140 SK145

SK156

SK153

SK144

SK148

SK142SK143SK141

SK146 SK147

SK152 SK154 SK157
SK161

SK158
SK160 SK171 SK169

SK179

SK159

SK178

SK177

SK180

SK165 SK176

SK198

SK168

A
′

A′

SK155



－198－

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径×短径
深さ（㎝）壁面底面覆土 出土遺物

備　　　　考

（時　期）

1 Ｆ７e7 Ｎ－ 80°－Ｅ 不整楕円形 1.40 × 1.00 10 緩斜平坦不明 SK2 →本跡

2 Ｆ７e6 － ［円形］ 1.30 × 1.30 20 緩斜平坦自然 土師器（坏） SI5 →本跡→ SK1

3 Ｇ６c0 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 0.80 × 0.70 40 外傾平坦人為 土師器（坏甕）

4 Ｇ６b0 － 円形 1.10 × 1.10 40 外傾平坦人為

5 Ｆ８j4 Ｎ－ 30°－Ｗ 楕円形 0.70 × 0.50 20 外傾平坦人為

8 Ｇ８b2 Ｎ－５°－Ｗ ［不整楕円形］ （0.60）× 0.70　 15 外傾平坦人為

9 Ｆ８i3 － 円形 0.90 × 0.85 40 外傾平坦自然

11 Ｇ８a2 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 1.00 × 0.90 30 外傾平坦人為

12 Ｆ８j3 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.90 × 0.75 45 外傾平坦人為

13 Ｆ８j2 Ｎ－ 70°－Ｅ 長楕円形 1.75 × 0.65 20 外傾平坦人為

16 Ｇ８a4 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.75 × 0.55 15 緩斜平坦人為

18 Ｆ８i5 Ｎ－５°－Ｗ 不整楕円形 1.00 × 0.75 15 外傾平坦人為

19 Ｆ８h4 － 円形 0.70 × 0.65 15 外傾平坦人為

20 Ｆ８h4 Ｎ－ 45°－Ｗ 楕円形 0.70 × 0.50 20 外傾皿状人為

21 Ｆ８h3 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 1.00 × 0.85 15 外傾平坦人為

22 Ｆ８g3 Ｎ－ 60°－Ｗ 長方形 1.35 × 0.60 15 外傾平坦人為

23 Ｆ８h4 Ｎ－ 60°－Ｗ 長楕円形 1.55 × 0.50 25 外傾平坦人為

25 Ｇ６b9 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 1.70 × 0.50 25 外傾平坦人為 SD1 →本跡

28 Ｅ６h5 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.60 25 外傾皿状人為 SI14 →本跡

29 Ｆ７i1 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.60 20 外傾平坦人為

30 Ｆ６j0 － 円形 0.65 × 0.60 30 外傾平坦人為

31 Ｆ７g3 Ｎ－５°－Ｅ 長楕円形 2.00 × 0.80 30 外傾皿状人為

33 Ｆ６g0 Ｎ－ 20°－Ｅ 長楕円形 2.40 × 1.00 40 外傾平坦人為

37 Ｆ６f6 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.50 30 外傾皿状自然

38 Ｆ６e8 － 円形 0.95 × 0.85 20 外傾平坦人為

41 Ｇ７c8 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.75 × 0.62 20 外傾平坦人為

43 Ｇ７a7 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 1.15 × 0.60 40 外傾皿状人為

45 Ｆ７h1 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.85 × 0.70 25 外傾平坦人為

46 Ｆ７h1 Ｎ－ 35°－Ｗ 不整楕円形 1.60 × 0.70 20 緩斜平坦自然 土師器（甕） SI19 →本跡

47 Ｅ７g9 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.70 55 外傾皿状自然

48 Ｆ６g0 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.40 × 0.30 25 外傾皿状自然 土師器（甕） SI24 →本跡

51 Ｄ６b2 － 円形 0.45 × 0.45 15 外傾平坦人為

52 Ｄ６c2 － 円形 0.50 × 0.45 20 外傾平坦人為 SK50 →本跡

53 Ｄ６i1 － 円形 1.25 × 1.20 30 外傾平坦自然 土師器（甕） 本跡→ SI28

56 Ｄ６i1 － 円形 1.30 × 1.30 35 外傾平坦人為 土師器（高坏，甕）

57 Ｄ６j2 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 1.10 × 0.80 20 外傾平坦人為 土師器（甕）

58 Ｅ６a5 Ｎ－ 25°－Ｗ 楕円形 3.00 × 2.05 35 外傾平坦人為 土師器（甕） SI40 →本跡

59 Ｅ６b2 Ｎ－ 45°－Ｗ 不整楕円形 1.25 × 0.85 30 外傾平坦人為 礫，骨片 SI31 →本跡

61 Ｅ６c6 － 円形 0.65 × 0.60 45 直立平坦人為 土師器（坏，甕）

62 Ｆ７i1 Ｎ－ 30°－Ｅ 不整楕円形 0.95 × 0.55 25 外傾平坦人為

64 Ｇ７a1 Ｎ－ 65°－Ｅ ［楕円形］ （0.85）× 0.80　 25 外傾皿状人為 SK6（炉穴１）→
本跡

65 Ｄ７i8 － 円形 0.70 × 0.65 40 外傾皿状人為

66 Ｄ７h7 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.70 40 外傾平坦人為

67 Ｅ８d2 Ｎ－ 45°－Ｗ 不整楕円形 1.40 × 0.80 35 外傾皿状人為 SK68 →本跡

68 Ｅ８d2 Ｎ－ 10°－Ｅ ［楕円形］ （1.35）× 0.80　 20 外傾平坦人為 本跡→ SK67

表13　その他の土坑一覧表
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番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径×短径
深さ（㎝）壁面底面覆土 出土遺物

備　　　　考

（時　期）

69 Ｅ７c9 Ｎ－５°－Ｅ 長楕円形 1.75 × 0.75 40 外傾平坦人為

70 Ｅ８i4 Ｎ－ 30°－Ｗ 楕円形 0.90 × 0.80 50 外傾平坦人為

73 Ｅ７d0 Ｎ－ 60°－Ｅ 長楕円形 1.60 × 0.80 20 外傾平坦人為

74 Ｅ８i3 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 1.90 × 1.00 60 外傾平坦人為

75 Ｄ５e6 － 円形 2.30 × 2.20 50 外傾平坦人為 土師器（坏，高坏，甕）

76 Ｄ５e5 － 円形 1.90 × 1.80 50 外傾平坦人為 土師器（甕）

79 Ｅ６a0 － 円形 0.75 × 0.70 20 外傾平坦自然

80 Ｄ６h6 － 円形 1.35 × 1.25 35 外傾平坦人為 土師器（坩，高坏，甕）

81 Ｅ８f5 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 3.90 × 1.30 40 外傾平坦人為

82 Ｅ９h0 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.50 × 0.40 30 外傾平坦人為

83 Ｅ９f4 － 円形 0.50 × 0.50 30 外傾皿状人為

84 Ｅ９h1 Ｎ－ 65°－Ｅ 楕円形 0.50 × 0.40 25 外傾皿状人為

85 Ｅ９i4 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 0.75 × 0.55 30 外傾平坦人為

86 Ｅ９i5 Ｎ－ 10°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.50 20 緩斜皿状人為

87 Ｅ９h5 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 0.50 × 0.40 20 外傾平坦自然

88 Ｅ９d3 － 円形 0.65 × 0.60 40 外傾皿状人為

89 Ｄ８i9 － 円形 0.45 × 0.45 20 外傾皿状自然

90 Ｅ９b9 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 1.30 × 0.90 30 外傾平坦人為 土師器（甕）

92 Ｅ９g4 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.65 × 0.55 30 外傾平坦自然

93 Ｅ９g4 Ｎ－ 65°－Ｅ 楕円形 0.75 × 0.55 40 外傾皿状自然

94 Ｅ９d7 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.50 20 外傾皿状自然

95 Ｅ９d7 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 0.50 × 0.35 25 外傾皿状自然

96 Ｅ９h5 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 1.00 × 0.85 30 外傾皿状自然

97 Ｅ９j0 Ｎ－ 20°－Ｅ 不整楕円形 1.50 × 1.00 25 外傾平坦人為

98 Ｅ０e4 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.65 × 0.40 40 外傾皿状人為

99 Ｅ６c6 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.55 × 0.40 20 外傾平坦自然

100 Ｄ６j5 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 0.82 × 0.70 25 緩斜皿状人為 土師器（甕） SI40 →本跡

101 Ｅ７a4 Ｎ－ 70°－Ｅ 長方形 4.30 × 1.70 70 外傾平坦人為 土師器（坏）

102 Ｆ９c7 Ｎ－ 50°－Ｅ ［楕円形］ （1.10）×（0.80） 80 外傾皿状人為 土師器（甕） 本跡→ SK103

103 Ｆ９c7 Ｎ－ 25°－Ｗ ［楕円形］ （1.00）× 0.80　 30 外傾平坦人為 土師器（甕） SK102 →本跡

104 Ｅ８h1 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.70 10 緩斜平坦自然

106 Ｆ６d0 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.50 25 緩斜皿状人為

107 Ｆ７d0 Ｎ－ 10°－Ｗ 楕円形 0.65 × 0.45 20 緩斜皿状人為

108 Ｄ６j2 － 円形 1.00 × 0.90 30 外傾平坦不明

112 Ｅ６C1 Ｎ－ 25°－Ｅ 不整楕円形 1.15 × 0.70 15 外傾平坦人為

114 Ｅ６b1 Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.40 15 外傾平坦人為

115 Ｄ５f6 － 円形 0.70 × 0.60 25 緩斜皿状自然

117 Ｄ５i8 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 0.75 × 0.60 20 外傾皿状自然

118 Ｄ５i9 Ｎ－ 45°－Ｗ 楕円形 0.50 × 0.45 15 外傾平坦自然

120 Ｅ６b1 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.40 15 外傾皿状自然

121 Ｄ５g0 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.50 20 外傾皿状人為

125 Ｄ５j7 － 円形 0.55 × 0.50 20 外傾皿状自然

126 Ｄ５j7 Ｎ－ 55°－Ｗ 楕円形 0.55 × 0.45 30 外傾皿状自然

127 Ｄ５j7 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 0.95 × 0.45 35 外傾皿状人為

130 Ｄ５e4 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 2.30 × 1.90 45 外傾平坦人為

131 Ｅ６c1 － 不明 （1.25）×（1.10） 25 緩斜平坦自然 SK132（第１号陥し
穴）→本跡
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　⑵　溝跡

第１号溝跡（第162図）

位置　調査区西部のＦ６h7区～Ｇ６c9区で，標高23.0ｍほどの南西緩斜面部に位置している。

重複関係　第25号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側が調査区域外に延びており，南北17.8ｍ，東西9.5ｍほどを確認した。南北方向（Ｎ－15°－Ｗ）

へほぼ直線的に延び，北部で弧状を呈しながら西に折れ，東西方向（Ｎ－85°－Ｗ）へほぼ直線的に延びている。

上幅1.00 ～ 1.40ｍ，下幅0.45 ～ 0.80ｍ，深さ25 ～ 50㎝である。底面は平坦で，壁は緩やかに外傾して立ち上がっ

ている。

番号 位置 長径方向 平面形
規模（ｍ）

長径×短径
深さ（㎝）壁面底面覆土 出土遺物

備　　　　考

（時　期）

134 Ｄ５h8 Ｎ－ 45°－Ｗ 楕円形 0.50 × 0.40 15 緩斜皿状自然

135 Ｄ５e7 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.45 × 0.40 25 緩斜皿状自然

137 Ｄ５e7 Ｎ－ 80°－Ｅ 楕円形 0.55 × 0.40 30 外傾皿状自然

138 Ｄ５e6 Ｎ－ 55°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.35 15 緩斜皿状人為

139 Ｄ５e6 Ｎ－ 20°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.50 25 緩斜皿状自然

140 Ｄ５f7 － 円形 0.50 × 0.45 30 緩斜皿状自然

141 Ｄ５e7 － 円形 0.50 × 0.45 35 緩斜皿状自然

142 Ｄ５c6 Ｎ－ 35°－Ｗ 楕円形 0.80 × 0.55 25 外傾皿状人為

143 Ｄ５c6 － 円形 0.40 × 0.35 35 外傾皿状自然

144 Ｄ５c6 － 円形 0.35 × 0.30 20 緩斜皿状自然

145 Ｄ５j0 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 0.85 × 0.55 25 外傾皿状人為

146 Ｄ５j0 Ｎ－ 70°－Ｅ 楕円形 0.85 × 0.55 25 外傾皿状人為

147 Ｄ５i0 Ｎ－ 10°－Ｅ 楕円形 0.65 × 0.55 20 外傾平坦自然

148 Ｄ５i0 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.65 × 0.55 30 外傾皿状自然

152 Ｈ６b5 Ｎ－ 70°－Ｅ 長楕円形 1.40 × 0.70 20 外傾平坦人為

153 Ｄ５f5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.70 40 外傾平坦自然

154 Ｄ５f5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.70 40 外傾平坦自然

155 Ｄ５f5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.70 40 外傾平坦自然

156 Ｅ６b7 Ｎ－ 70°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.50 15 外傾平坦自然

157 Ｅ６b8 － 不定形 1.40 × 0.80 30 外傾平坦人為 土師器（甕）

158 Ｅ４j8 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 1.05 × 0.60 30 外傾平坦自然

159 Ｅ４j8 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 1.05 × 0.60 30 外傾平坦自然

160 Ｄ５i8 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.55 20 外傾皿状人為

161 Ｄ５i8 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.70 25 緩斜皿状自然

165 Ｄ５i7 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.80 40 外傾平坦自然 土師器（甕）

168 Ｄ６i6 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.75 × 1.50 75 外傾平坦人為 土師器（甕）

169 Ｄ６j2 － 円形 0.30 × 0.30 35 外傾皿状自然

171 Ｆ６c6 － 円形 0.65 × 0.60 25 外傾平坦人為

176 Ｆ９b9 － 円形 1.00 × 0.95 60 外傾平坦人為

177 Ｆ９a9 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.40 × 0.35 25 外傾平坦自然

178 Ｆ９a9 － 円形 0.55 × 0.50 45 外傾平坦自然

179 Ｆ９a9 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.40 × 0.30 20 外傾平坦自然

180 Ｆ９a8 － 円形 0.45 × 0.40 25 外傾皿状自然 SK183 →本跡

198 Ｄ５a8 Ｎ－ 35°－Ｅ ［長方形］ （1.10）× 0.60　 25 外傾平坦自然 SI35 →本跡
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覆土　７層からなり，レンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片４点（坩１，甕３）が出土している。土器片はいずれも細片で，流れ込みによるもの

と考えられる。

所見　時期は，判断できる土器が出土していないため不明である。

土層解説
１　暗　褐　色　 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量，締ま

り弱い
２　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

４　暗　褐　色　ローム粒子微量
５　褐　　　色　ローム粒子中量，粘性強い
６　明　褐　色　ローム粒子中量，粘性強い
７　褐　　　色　ロームブロック少量，粘性・締まり強い

第162図　第１号溝跡実測図
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　⑶　遺構外出土遺物（第163・164図）

　 　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は遺物

観察表で示した。

第163図　遺構外出土遺物⑴
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番号 種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q308 角錐状石器 5.3 1.9 1.1 10.2 安山岩 縦長剥片素材を浅い船底状に加工し，両側縁に
腹面から急角度の調整を施す

Ｅ６f5 区表
土 PL48・49

Q309 ナイフ形石器 （3.7） 1.9 0.9  （5.1） 黒曜石 横長剥片を素材として分割し，基部及び片側縁
に調整を施す

Ｅ６j4 区表
土 PL48・49

Q310 ナイフ形石器 5.4 2.2 1.1  8.6 黒曜石 横長（翼状）剥片素材　素材を折断し，基部及
び片側縁に調整を施す

Ｆ ９ a9 区
表土 PL48・49

遺構外出土遺物観察表（第163・164図）

第164図　遺構外出土遺物⑵

Q314

Q319

Q316

Q320

Q325

Q323
Q324 Q326 Q327

Q322
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番号 種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q311 ナイフ形石器 （4.0） 2.2 0.7  （5.1） 黄玉石（碧玉）先端欠損　横長剥片を素材とし，細かい調整を加えた２側縁加工品　小型化した新しいタイプ SI6 覆土中 PL48・49

Q312 掻器 4.2 3.3 1.2 14.5 珪質頁岩 縦長剥片を素材とし，先端に微細調整剥離を施
す　一部礫面を残す

Ｅ８j1 区表
土 PL48・49

Q313 石刃 （6.2） 1.5 0.7  （4.6） チャート 縦長剥片を素材　先端部使用によるとみられる
欠損　 SI34覆土中 PL48・49

Q314 石核 2.2 4.9 4.0 35.4 黒曜石 剥片素材の石核　打面は一定で，小剥片を剥離
させる SI31覆土中

Q315 石核 1.8 3.4 3.1 14.7 黒曜石 粗く打割した剥片素材の石核　打面は一定で縦
長の小剥片を剥離　角礫面を有する SI31覆土中

Q316 石核 3.5 3.4 1.7 21.5 黒曜石 原石面を残す　打面は一定　縦長剥片を創出　 SI31覆土中 PL48

Q317 石核 2.7 2.5 1.0  5.3 黒曜石 打面転移しながら不定形の小形剥片を創出　 SI21覆土中 PL48

Q318 二次加工剥片 5.7 1.6 2.0 13.6 黒曜石 大型剥片素材　素材を粗く分割した後ミカン房
状に加工　側縁に二次加工痕 SI31覆土中 PL48・49

Q319 二次加工剥片 3.3 3.9 1.4  8.3 黒曜石 横長剥片を素材　背面の最終形態は三稜を有する SI21覆土中 PL48

Q320 二次加工剥片 4.1 4.6 1.5 22.6 黒曜石 原石面を残す　大型の横長剥片を素材　 SI31覆土中 PL48

Q321 剥片 2.9 3.1 0.8  3.8 黒曜石 横長剥片　背面に前段階の剥離痕を残す SI31覆土中 PL48

Q322 石鏃 1.3 1.2 0.6  0.7 チャート 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有する SI36覆土中 PL48

Q323 石鏃 2.4 1.5 0.5  1.2 黒曜石 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有する SI45覆土中 神津島産黒曜
石　PL48

Q324 石鏃 2.8 2.3 0.4  1.5 チャート 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有する Ｅ ６ a4 区
表土 PL48

Q325 石錘 5.4 4.2 0.8 29.5 砂岩 扁平礫を素材とし，側縁２か所を打ち欠く Ｄ６区表土 PL48

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q326 臼玉 1.3 0.8 0.4 2.2 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 SI21覆土中

Q327 臼玉 1.2 （0.5） 0.4 （1.0） 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 SI21覆土中
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第４節　ま　と　め

　今回の調査では，旧石器時代の石器集中地点２か所，縄文時代の竪穴住居跡３軒，炉穴２基，陥し穴３基，

土坑５基，古墳時代の竪穴住居跡47軒，土坑８基，平安時代の火葬墓１基，その他の土坑125基，溝跡１条を

確認した。

　旧石器時代の第１号石器集中地点では，南北約20ｍ，東西約13ｍにわたり，黒曜石や安山岩を主体とした

233点にのぼる石器や石核，剥片等の遺物が確認されている。当地点では，遺物の平面的，垂直的分布や接合

関係などから，石器製作跡３か所を確認することができた。また，当地点から北東へ30ｍほどに位置する第２

号石器集中地点では，黒曜石製の角錐状石器が２点出土している。これら２か所の石器集中地点は，遺物の出

土層位や出土遺物の様相などから時期を異にしており，それぞれ一定期間継続して石器製作を行っていたと考

えられる。

　縄文時代では，竪穴住居跡が後期１軒，晩期２軒，早期の炉穴２基，後期の陥し穴３基，後期から晩期にか

けての土坑５基が確認されており，早期から晩期にかけての断続的な生活の痕跡が確認された。

　古墳時代の西谷田川沿岸には，中期から後期にかけて数多くの遺跡が分布しており，当遺跡でも５世紀前葉

から７世紀前葉にかけて集落が営まれている。また，確認された住居跡のうち，中期と後期の割合はそれぞれ

全体の半数であった。さらに中期の住居跡の半数にあたる12軒が焼失住居跡で，そのほとんどが意図的に焼却

されたことが確認された。

　平安時代では火葬墓１基が確認され，近くに集落が存在していたことがうかがわれる。

　この節では，旧石器時代における石器製作跡の様相，縄文時代及び古墳時代の集落変遷，古墳時代の集落に

おける琴柱形石製品の出土状況について検討したい。また，古墳時代中期における焼失住居跡については，投

棄された破砕土器や土製品・石製品の出土状況を検討し，集落や住居廃絶の様相について，近隣遺跡の様相と

対比させながら若干の考察を加えてまとめとする。

１　旧石器時代の石器製作跡について

　 　今回の調査での旧石器時代の成果は，第１号石器集中地点において，黒曜石や安山岩を主体とした233点

の石器・石核・剥片・砕片・礫が第Ⅲb～Ⅳ層から出土し，大きく３か所で石器製作跡を構成していること

が確認できた。ここでは個々の石器製作跡の様相について述べる。

　⑴　第１号石器集中地点出土の石器群

　　 　当石器集中地点では，ほとんどの遺物が第Ⅲb層（第Ⅲ層下部）から第Ⅳ層上部で確認されており，石

器類の様相や平面的・垂直的分布を検討した結果，単一文化層と考えられる。石器類をみると，石材別の

個体数では黒曜石が８割近くを占め，次いで安山岩が２割弱である。重量別でみると，黒曜石が約500g，

安山岩は３㎏ほどであった。石材産出地は，黒曜石が栃木県高原山産，安山岩が五行川流域などの在地産

とみられ，遺物の種類や個体の法量などによる重量の違いも想定される。黒曜石の総個体数181点のうち，

一部に礫面（自然面）を残す個体はわずか９点で全体の５％であり，黒曜石が本地点に持ち込まれる際には，

すでにそのほとんどが荒割りされた状態であったと考えられる。Ｑ42は拳大の大きさで，重量が130gほ

どである。これは当石器集中地点から出土した黒曜石総重量の４分の１にあたり，その腹面は角礫面で覆

われている。このような素材の状況から判断すると，130㎞以上離れた高原山から直接採掘した可能性が

想定できる。
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　⑵　石器製作跡の様相

　　 　石器製作跡と想定される範囲が３か所確認され，Ａ区では，安山岩の接合資料３点，黒曜石２点，ト

ロトロ石１点が確認されている。安山岩接合資料は，それぞれ直径15 ～ 20㎝の原石を荒割りしたもので，

接合資料１は打面を90度転移させながら打点を変えて分割している。接合資料２・３も同様の作業が行わ

れたと考えられる。いずれの接合資料からも製品が確認されず，製品は外部へ持ち出されたと推測される。

　　 　Ａ区の出土分布状況を見ると，北西方向に長さ約６ｍ，幅約４ｍの範囲で広がっており，その南東部に

１～２ｍほどの空白域が存在しているが，これについては不明である。

　　 　Ｂ区では，黒曜石が35点で９割以上を占め，トロトロ石２点，安山岩１点が出土しており，Ａ区の様相

とは異っている。黒曜石の接合資料９は，3.3ｍほど離れたＡ区南端出土の剥片と接合している。

　　 　以上の様相から，第１号石器集中地点では３か所の石器製作跡において，栃木県高原山産の黒曜石や在

地産の安山岩を石材として，比較的短期間で石器製作が行われたと考えられる。

２　集落の変遷について

　⑴　縄文時代

　　 　当遺跡では，早期に炉穴が設けられ，後期前葉から晩期前葉にかけて断続的に集落が営まれたと考えら

れる。また，第49号住居跡及び第183号土坑を除く遺構が，西谷田川を望む台地縁辺部に位置している。

また早期では，生活の場を水場に最も近い縁辺部に求めていると考えられる。こうした状況は，近隣する

島名ツバタ遺跡の第61・62号住居跡や，元宮本前山遺跡の第１～３号炉穴にも認められる。また，第１～

３号陥し穴は，標高23ｍラインの台地縁辺部に並んで確認され，第３号陥し穴は後期中葉に比定されるこ

とから，他の２基も同時期の可能性が高く，当時この場所が狩場であったと考えられる。また，後期前葉

から晩期前葉にかけての遺構が点在していることから，この期間は生活領域として利用されていたと想定

できる。

　⑵　古墳時代

　　 　５世紀前葉から７世紀前葉にかけての竪穴住居跡47軒，土坑８基が確認され，土器の特徴１）や遺構の形

態から６期に区分した。以下，各期の特徴を述べる。なお，出土土器が極めて少ないため，時期区分が困

難な第９・25号住居跡は時期区分から除外した。

　第１期

　第１・16・20・22 ～ 24・26・28・30 ～ 32・34 ～ 36・44・46・47号住居跡の17軒及び第49号土坑がこれに

該当する２）。第１号住居跡は，本期の中の近隣住居跡から約80ｍ離れており，別の集団と考えられる。

　本期の集落は中央部から北部に集中し，主軸方向はＮ－20 ～ 45°－Ｗに傾いている。大形住居３）は第36・47

号住居跡，小形住居３）は第22 ～ 24・26・32・34・44・46号住居跡の８軒，他は中形住居と考えられる。本期

の17軒中，半数以上の９軒が焼失住居跡で，出土した土器片には意図的破砕の後，炎焼時に投棄された痕跡が

認められる。さらに覆土の堆積状況等から，それらが故意の焼却によるものと考えられる。また，住居のまと

まりとしての組み合わせは，第16・23・26号住居跡，第20・24・47号住居跡，第30・34号住居跡，第32・36号

住居跡の４組の住居群について，出土土器の様相，主軸方向，出入り口施設の位置関係等からそれぞれ単位集

団を構成すると想定される。本期は５世紀前葉と考えられる。

　第２期

　第27・33・37 ～ 39・41号住居跡及び第40４）・50・63号土坑が該当する。本期の集落は前期と重なりながら
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第165図　下河原崎谷中遺跡集落変遷図⑴

第１期

第２期
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第166図　下河原崎谷中遺跡集落変遷図⑵

第３期

第４期
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第167図　下河原崎谷中遺跡集落変遷図⑶

第５期

第６期
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北部に偏って広がり，主軸方向はＮ－25 ～ 50°－Ｗである。大形住居は第27号住居跡，小形住居は第38・39・

41号住居跡である。焼失住居跡は第27・38・41号住居跡の３軒で，第１期同様に意図的な焼却と考えられる。

第38・39号住居跡で土器が接合することから単位集団と考えられる。第20・27・38号住居跡及び第40・50・63

号土坑出土の高坏の中には，坏部下端や裾部に稜や突帯を持つものも見られ，北陸系・中部系の影響を受けた

と推測される。本期は５世紀中葉から後葉５）と考えられる。

　第３期

　第11・29号住居跡はともに中形住居に属し，台地縁辺部に沿って点在する様相を見せる。本期は６世紀前葉

と考えられる。

　第４期

　第12 ～ 15・18・40号住居跡の６軒が該当する。本期は，やや一か所にまとまる様相を示し，主軸方向は

Ｎ－20 ～ 30°－Ｗである。第13・14号住居跡は大形住居，第12号住居跡は小形住居，他は中形住居である。第

13・15号住居跡は，竈が作り替えられている点や出土遺物の様相から，密接な関連があると想定されるが，位

置的にみると若干の時期差をもって構築されたとも考えられる。本期は６世紀中葉である。

　第５期

　第３・５～８・17・19・42・45号住居跡の９軒が該当する。本期は，前期より南東部のやや内部へ居住域を

移し，主軸方向はＮ－５～ 60°－Ｗと再び統一がみられなくなる。大形住居は第６号住居跡，小形住居は第３・

７・８・17・19号住居跡と増加傾向にある。第６・８号住居跡は，出入り口施設の位置関係及び主軸方向等か

ら，密接な関連があると想定される。第３・５号住居跡は，出土土器や主軸方向及び位置関係から単位集団の

可能性が高い。本期は６世紀後葉と考えられる。

　第６期

　第２・４・10・43・48号住居跡の５軒が該当する。住居は拡散傾向を示すが，主軸方向は前期に比べて真北

を向く傾向がある。第43・48号住居跡の竈煙道部は100 ～ 120㎝壁外へ延びる特異な形態を示し，２軒は住居

形態や隣接する位置関係などから単位集団と考えられる。第４号住居跡の縦横の比率は３：４と横長で，２か

所の主柱穴という住居形態を示している。本期は７世紀前葉と考えられる。

３　琴柱形石製品の出土状況について

　 　琴柱形石製品が出土した第40号土坑は，調査区北部の５世紀前葉から中葉に形成された集落のほぼ中央部

に位置している。当土坑は，５世紀中葉に比定される第50号土坑を掘り込んで構築され，双方の遺物が接合

していることから構築時期は不明であるが，遺構の形状などからあまり時期差がなく構築されたものと考え

られる。ここでは，琴柱形石製品とその出土状況例を概観し６），本跡出土品について考察する。

　⑴　琴柱形石製品の関東以北における出土例

　　 　琴柱形石製品は，おもに古墳の副葬品として関西地方で確認されている。関東地方の出土例は少なく，

主流といえる恵解山型（雪野山・恵解山類型）は数例である。関東以北で確認された琴柱形（状）石製品

は，竪長台形状の「本村型」がほとんどで，指標となる埼玉県本村遺跡や神奈川県上谷本第二遺跡，北方

では山形県下槇遺跡から出土している。群馬県下佐野遺跡では，竪穴住居跡から本村型琴柱形（状）石製

品の工房跡が確認されている。本県の大洗町常陸鏡塚古墳の出土例は，２つの勾玉が逆位で背中合わせに

接合したような形状の「立花状石製品」で，琴柱形石製品とは区別される。関東地方の恵解山型出土例は，

群馬県剣崎天神山古墳，同県下佐野茶臼山古墳の出土例が挙げられ，形状は上辺と下辺の間に前者は斜位
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に３条の突帯，後者は横位に６～７条の突帯がそれぞれ見られる。時期は，５世紀前半に比定される。

　⑵　出土品について

　　 　本跡出土の琴柱形石製品は，暗緑色の軟玉（透緑閃石）製で，断面長方形の扁平な短い縦軸の上に，Ｙ

字形に開く角状突起を持つ。上辺・中央・下辺に各２条の突帯を持ち，突帯間には側面・平面とも緩やか

な抉りを入れ，横方向の後に縦方向の丁寧な調整研磨が施されている。下端面の中央部には角状突起の分

岐点に向かって径0.2㎝の小孔が穿たれている。以上の特徴を持つ本跡出土品は，恵解山型の中でも典型

的な形状で，奈良県の讃岐神社境内古墳出土例，同県宝塚出土例，岐阜県坊の塚出土例に類似している。

　⑶　出土状況について

　　 　第40号土坑は，中期の集落中央部に位置し，５世紀中葉の第50号土坑を掘り込んだ後に再び第50号土坑

の覆土で埋め戻している。下層部を突き固めた後，中層まで埋め戻して琴柱形石製品を納め，再び埋め戻

したとみられる。重複する第50号土坑の埋設状況は，底部から約10㎝毎の層厚で規則的に埋め戻し，中層

付近を突き固めた上に高坏を中心とした土器を投棄して再び埋め戻している。

　⑷　第40・50号土坑の性格

　　　上記の土坑と同様な様相を呈する県内遺跡の類例を概観する。

　　①　谷田部漆遺跡

　　　 　中期の第１号土坑は集落の中央部に位置し，西谷田川左岸台地縁辺部から40ｍほど内側の平坦部に構

築されている。形状は，径1.8ｍほどの円形で，深さ63㎝，下層部を褐色土，中層部まで暗褐色土で皿

状に埋め戻した上に高坏17，坏４，甕６，椀，坩，甑が各１点のほか鉄製品２点を投棄している。遺構

の性格については，「祭祀行為の終了とともに埋納された祭祀遺構」と述べられている。

　　②　下小池遺跡

　　　 　５世紀後葉の第35号土坑は，集落内西端部に位置している。覆土中層までロームブロックを多量に含

む褐色土等で皿状に埋め戻し，土器や石製品が投棄された後，再び埋め戻されている。中層の第４層上

面から，坏１，坩２，高坏１，臼玉14，双孔円板７，剣形模造品６点がまとまって出土し，隣接するほ

とんどの住居跡からも，臼玉，剣形模造品，勾玉，双孔円板などの石製模造品が出土している。

　　③　島名前野東遺跡

　　　 　５世紀前半の第88号土坑は，谷田川を臨む台地緩斜面部に位置し，遺構周辺には同時期の住居跡が点

在する。覆土は，ロームブロックや焼土ブロックを含む極暗褐色等で埋め戻されている。土器は，坏１，

椀１，高坏５点など供献土器が，覆土上層から下層にかけて散在する状態で出土している。

　　　以上の３遺跡の例からも，第40・50号土坑が祭祀的な要素を持つと考えられる。

　⑸　古墳以外からの出土例

　　　今回，集落内土坑出土という特異な状況であることから，古墳以外からの出土例について概観する。

　　①　滋賀県守山市塚之越遺跡

　　　 　４世紀末から５世紀初頭の方墳とみられるＳＸ－１は，長径19ｍ，短径13.6ｍの長方形を呈し，周濠

が廻っている。周濠の北東隅から滑石製の恵解山型琴柱形石製品が出土している。

　　②　長野県鳥羽山洞穴

　　　 　浅間山の南西約25㎞，依田川右岸の鳥羽山麓に位置する。自然の洞穴を利用した古墳時代の葬送空間

で，再葬または改葬を行ったとみられ，焼骨や土師器，須恵器籠形土器，石釧，馬具等を伴い，暗緑色
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の恵解山型琴柱形石製品２点が出土している。ほぼ同一形状であることから，同一工人，同一使用者の

ものとみられる。時期は，和泉Ⅱ式期に相当する。

　　③　群馬県下佐野遺跡

　　　 　４世紀の玉作工房跡に比定される住居跡が７軒確認され，第24号住居跡から，床面を中心に約７万点

の玉類未製品が出土し，そのうち琴柱形（状）未製品は17点である。未製品や剥片等の出土状況から，

当住居跡において本村型琴柱形（状）石製品も製作されたと考えられる。

　　④　群馬県熊野堂遺跡

　　　 　下佐野遺跡から北西に７㎞ほどの井野川左岸台地上に位置し，古墳時代前期の住居跡覆土中から本村

型とみられる琴柱形（状）石製品１点が出土している。

　　⑤　神奈川県上谷本第二遺跡

　　　 　谷本川右岸の台地上に立地した後期の集落で，６ｍを超える住居の覆土最下層から，本村型とされる

石垂品（琴柱状石製品）が土師器や刀子，ガラス小玉等を伴って出土している。

　　⑥　山形県下槇遺跡

　　　 　山形盆地中央部を北流する最上川左岸の沖積平野に位置する。本村型の琴柱形石製品が第５号住居跡

覆土中層，第４号住居跡覆土中から各１点ずつ，子持ち勾玉や有孔円板とともに出土していることから，

「古墳時代前期から中期にかけての祭祀遺物的性格をもつ」７）と述べられている。

　　 　以上，琴柱形（状）石製品の古墳以外出土例の一端を挙げた。これらの様相から，洞穴や周濠内出土の

第168図　琴柱形（状）石製品・立花状石製品分布図
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場合は葬送行為に伴う使用法であったことがうかがわれるのに対し，集落内からの出土例ではその使用法

は明確ではないが，何らかの祭祀行為に関わる場合が多いと考えられる。

　⑹　第40号土坑出土の琴柱形石製品について

　　 　前述の⑷・⑸の比較検討から，当土坑及び琴柱形石製品について，その構築及び埋納には何らかの祭祀

行為が関わったと考えられる。

　　 　また，周辺地域には隣接する下河原崎高山古墳群をはじめとして大規模な古墳群が多数確認されている。

今後の調査によって，これらの古墳群との関連性が確認できることにも期待したい。

４　焼失住居跡について

　 　当遺跡では，中期の竪穴住居跡のうち明確に焼失住居跡と確認されたのは12軒であり，その数は同時期の

住居跡の半数を占め，それらは意図的に焼却されたものと推測できる。さらに，その住居焼却時においては，

土器や土製品，石製模造品の投棄といった行為を伴う例がほとんどである。また，第38・39号住居跡におい

ては，須恵器の把手付椀が遺構間で接合しており，同時的な廃絶に関わる行為と考えられる。

　 　そこで，ここでは中期の住居跡に限定し，焼失住居跡における土器やその他の遺物の出土状況が住居廃絶

に伴って何らかの意図が働いているのかどうかについて，県南周辺における同様の類例を参考にしながら概

観してみる。

　⑴　小野川周辺及び西谷田川・谷田川沿岸における焼失住居跡の様相

  　 　茨城県南部における古墳時代中期の調査遺跡は，小野川，乙戸川，西谷田川沿岸に多く分布している。

各遺跡における焼失住居跡の様相について検討してみる。

　　①　ヤツノ上遺跡

　　　 　中期の代表的な遺跡で，中期から後期初頭の住居跡29軒中11軒が焼失住居跡であり，人為堆積の覆土

上層から下層にかけて細かく破砕された土師器や須恵器がばらまかれた状態で出土している。特に，第

29号住居跡に見られるように，多量の臼玉等の石製模造品が土器片とともに床面全体や覆土中から出土

している例が多い。その他の住居跡もほとんどが人為堆積であり，「集落廃絶に伴う土地神に対する祭

祀が行われた可能性がある」８）と述べられている。

　　②　中久喜遺跡

　　　 　中期の住居跡42軒のうち，22軒が焼失住居跡である。その多くは，覆土上層から下層にかけて破砕さ

れた土器片，球状土錘及び臼玉等の石製模造品が散在した状態で出土している。また，２軒の住居跡か

ら分割された須恵器や土師器が出土している。これらの様相について「割れて使用不可能になったもの

が投棄されたとは思えない状態であり，意図的に行われた」９）と想定されている。

　　③　下小池遺跡

　　　 　ヤツノ上遺跡の南東約３㎞の乙戸川左岸台地上に所在し，中期の竪穴住居跡33軒のうち，焼失住居跡

４軒が調査されている。それらはほとんどが人為堆積であり，破砕された土器片や石製模造品，土製品

が覆土上層から下層にかけて散在した状態で出土している。なかでも第57号住居跡は，一辺が11ｍを超

える大形住居で，多量の球状土錘や臼玉等の石製模造品，破砕された土器片が焼土塊や炭化材を伴って

覆土上層から床面にかけて散在した状態で出土している。このような遺物の出土状況は，焼失住居跡以

外でも多く確認されているが，住居廃絶時に何らかの意図が働いたものと考えられる。第40号住居跡に

みられる大量の臼玉出土状況は，篠原祐一氏が述べたように「樹枝に臼玉をとりつけた『習俗的祭祀』
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である」10）としている。

　　④　ナギ山遺跡

　　　 　牛久市ナギ山遺跡は，前述した下小池遺跡の東方約３㎞に位置し，乙戸川と合流する桂川左岸台地上

に立地している。中期後半から後期前半にかけての集落で，45軒の住居跡のうち17軒が中期である。そ

の中で大形住居にあたる第９・19・23号住居跡は，滑石を石材とする石製模造品とともにその未製品，

原石，剥片，砥石，敲石が出土しており，石製模造品の工房跡と考えられている。

　　　 　この遺跡における焼失住居跡は，第15・23・25・34号住居跡の４軒が確認されている。なかでも第23

号住居跡は，人為堆積の覆土上層から下層及び床面にかけて，坏３，椀２，坩１，高坏２，須恵器　１，

ミニチュア１点のほか，球状土錘12，双孔円板１，臼玉３点が散在する状況で焼土塊や炭化材とともに

出土している。そのうち，坏部下端及び裾部に段を持つ高坏は，破砕されたのちに投棄されたとみられ

る状態で出土している。第25・34号住居跡も，破砕され投棄されたとみられる坏や椀，ミニチュア，須

恵器椀のほか，球状土錘や双孔円板等が，覆土上層から床面にわたって散在する状態で出土しており，

第23号住居跡と同じ様相を示している。

　　⑤　島名前野東遺跡

　　　 　当遺跡から南東へ２㎞ほどの谷田川右岸台地上に位置し，古墳時代中期の住居跡27軒中17軒と６割以

上が焼失住居跡であり，人為堆積の覆土中から床面にかけて破砕土器や土製品，石製品が散布した状態

で出土する例が多くみられる。第60・63・88・96号住居跡からは，坏，椀，坩，高坏などの供献土器が

破砕され投棄されたもの，煤が付着したもの，球状土錘，剣形模造品や双孔円板，管玉，臼玉などの石

製品等が投棄されたとみられる状態で出土している。その中で，第60号住居跡の様相から，「住居廃絶

時に祭祀的な行為が行われた可能性」11）があると述べられている。また，意図的に火を放ったとみられ

る焼失住居跡について，住居廃絶に伴う祭祀行為であり，「自然に対する崇拝が強かったことがうかがえ，

土地を元に戻す＝『自然（神）に返す』といった浄化的な考えの行為」12）と述べられている。

　　⑥　谷田部漆遺跡

　　　 　当遺跡から西谷田川を３㎞ほど下流に下った左岸台地上に立地している。中期の竪穴住居跡24軒中16

軒が焼失住居跡であり，その半数ほどの住居跡で，覆土上層から中・下層にかけて土器片が散在した状

態で出土している。また，半数以上の焼失住居跡の覆土から球状土錘や臼玉等の石製模造品が出土して

おり，剣形模造品も４軒から出土している。

　　⑦　島名ツバタ遺跡

　　　 　当遺跡の南方１㎞ほどの西谷田川左岸台地上に所在し，中期から後期の集落である。当遺跡において

も中期後葉の竪穴住居跡49軒中，焼失住居跡11軒が確認されている。覆土堆積の状況は，ほとんどが人

為堆積であり，覆土中層から床面にかけて投棄された土器片が，散在して出土している。球状土錘や臼

玉等の石製模造品も，７軒の焼失住居跡から投棄された状況で出土している。

　　⑧　元宮本前山遺跡

　　　 　当遺跡から西谷田川を１㎞ほど北上した左岸台地上に立地している。中期に限定された集落遺跡で，

石製模造品の工房も調査され，中期の竪穴住居跡22軒中10軒が焼失住居跡である。なかでも，５世紀前

葉の時期に首長的な立場であったと考えられる第19号住居跡や第18・20号住居跡では，炭化材や焼土塊

を伴った土師器片や臼玉等の石製模造品，ガラス小玉などが投棄されたとみられる状態で覆土下層から

床面にかけて出土している。また，５世紀中葉の第16・22号住居跡においても同様の焼失状況を示して
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いる。このような状況は，意図的に焼却された状況を示しており，住居廃絶に伴う祭祀行為が行われた

可能性が高い。

　⑵　当遺跡における焼失住居跡と出土土器の様相

　　 　12軒の焼失住居跡について，炭化材や焼土の検出状況，出土土器の器種と出土層位等を下の表14にまと

めた。焼失住居跡からは，多くの土器が焼土塊や炭化材に接して出土し，土器片に煤付着や二次焼成痕が

確認できる。このことは，住居の焼却と同時に土器が投棄されたことを裏付けるものである。また，これ

らの土器を器種別にみると，高坏が４割以上と最も多く，次に坩が２割弱，壺，甕，椀，小形甕はそれぞ

れ１割に満たない。こうした遺物の出土状況を，前述の各遺跡出土例と比較すると，明らかに何らかの祭

祀が行われたことが想定され，個々の住居の廃絶若しくは「集落廃絶に伴う土地神に対する祭祀が行われ

た可能性がある」８）と考えるべきである。

１：高坏　　２：坩　　３：壺　　４：甕　　５：椀
６：小形甕　７：坏　　８：須恵器把手付椀

焼失住居跡出土土器の器種別割合 高坏の各焼失住居跡ごとの出土数

１：SI1　 ２：SI20　３：SI22　４：SI23　５：SI27　６：SI30
７：SI31　８：SI32　９：SI34　10：SI35　11：SI38　12：SI41

番号 時期 覆土 炭化材 焼土塊
土器 土製品 石製品

遺物出土層位
器種 煤付着・二次焼成 出土状況 器種 出土位置 器種 出土位置

SI １ 1 自然 床面全体 床面全体 坩，高圷，壺，
小形甕

高圷脚部内・外面，
壺内外面 投棄 － － － － 下層～床面

SI20 1 人為 床面全体 床面全体 坩，高圷，壺，
小形甕

坩・壺　口～体部内
外面，高圷口～脚部
内外面

投棄 － － 臼玉 1 壁溝内 上層～床面

SI22 1 人為 北部床面 床面全体 壺，甕 甕　口～体部内外面 遺棄 － － 臼玉未製品 1 貯蔵穴 床面

SI23 1 不明 中央～北
部床面

中央～北
部床面 坩，高圷，甕 坩　体部内外面，高

圷　圷部内外面 投棄 － － － － 下層～床面

SI27 2 自然 床面全体 床面全体 圷， 椀， 坩，
高圷，壺，甕

椀，内外面，高圷圷
部内外面 投棄 丸玉 1 覆土中層 臼玉 3

管玉 1 散在 中層～床面

SI30 1 人→自 － 中央部床面 椀，坩，高圷，壺，小形甕
坩　内外面 , 高圷圷
部内外面 , 同脚部外
面

投棄 丸玉 75 散在 臼玉 3
管玉 2 散在 中層～床面

SI31 1 人為 床面全体 床面全体 高圷，甕 － 投棄 － － － － 上層～床面

SI32 1 不明 － 北部床面 高圷 － 投棄 － － 臼玉 2
勾玉 1 散在 中層～床面

SI34 1 人為 床面全体 床面全体 坩，高圷，小
形甕 小形甕内面 投棄・遺棄 丸玉 1 覆土上層 － － 上層～床面

SI35 1 人為 ［床面全体］［床面全体］高圷 － 散在 － － － － 下層～床面

SI38 2 自然 床面全体 床面全体 圷，椀，高圷，小
形甕，把手付椀

圷・椀・小形甕内外
面 , 高圷脚部外面 投棄 － － － － 上層～床面

SI41 2 人→自 床面全体 床面全体 圷，壺，甕 圷・壺・甕口～体部
内外面 投棄 丸玉 2 － － 中層～床面

表14　焼失住居跡一覧表
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　⑶　焼失住居跡の土製品及び石製模造品の出土について

　　 　表14をみると，12軒の焼失住居跡のうち，土製品が４軒，石製模造品が５軒から出土している。特に，

第30号住居跡からは75点の土製丸玉が投棄された状態で覆土中層から床面にかけて出土している。石製模

造品についても，臼玉，管玉，勾玉が覆土下層や床面，貯蔵穴内から出土する例が多く，住居の焼却前に

投棄されたか，廃絶前に遺棄された可能性が考えられる。また，第27号住居跡のように貼床構築土内から

管玉や臼玉が出土する例も見られ，これらは住居構築時における意図的な埋納の可能性が高い。

　　 　中期の住居跡の中で，土製丸玉と石製模造品が出土した住居跡がそれぞれ６軒確認されており，これら

の遺物が住居及び集落の廃絶に伴う祭祀行為に用いられたと想定される。

３　小結

　 　以上，下河原崎谷中台遺跡の様相について整理した。成果の一つとして，旧石器時代における黒曜石，安

山岩を主体とする石器製作跡の様相が把握できる資料を得ることができた。第二に，古墳時代中期から後期

前半の集落から，住居及び集落の廃絶に関わる祭祀と想定される行為の一端を提示することができた。今回

は特に焼失住居跡を取り上げ，その廃絶における祭祀行為について，住居焼失の様相や遺物の出土状況，煤

の付着状況などをもとに検討してみた。その結果，意図的に焼失された住居跡については，そこに廃絶に伴

う祭祀行為が加わったと考えられる。

　 　また，本県初の出土である琴柱形石製品についても，明確な性格付けや入手経路等の追究までに及ばなか

ったが，前述のように今後の近隣古墳等の発掘調査の進展に期待したい。
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第１節　遺跡の概要

　島名ツバタ遺跡は，西谷田川左岸の標高22 ～ 23 ｍの台地平坦部に立地している。調査対象面積は平成16 年

度が410㎡，平成17年度が735㎡であり，古墳時代中期から後期を中心とした複合遺跡である。

　平成17年度の調査で確認された遺構は，古墳時代の竪穴住居跡４軒，土坑１基，その他の土坑11基である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20㎝）に７箱出土しており，遺物の大半は古墳時代中期のものである。

主な遺物は，竪穴住居跡から出土した土師器（坏・椀・坩・高坏・壺・甕），石製品（臼玉・勾玉），鉄製品（手

鎌）などである。平成16年度の調査では，遺構は確認されず，遺物は土師器片３点を表採で確認した。

第２節　基本層序

　基本層序は，平成13年度の調査時に観察したものである。Ｈ５b6区にテストピットを設置し，地表面の標高

は22.9ｍで，地表から３ｍほど掘削した。土層は10層に細分され，観察結果は以下の通りである。

　第１層は黒褐色の腐食土層で，ローム粒子を微量含み，粘性・締まりはともに弱い。層厚は40 ～ 60㎝である。

　第２層は暗褐色のソフトローム層で，粘性・締まりは普通である。層厚は６～ 16㎝である。

　第３層は褐色のソフトローム層で，粘性・締まりは普通である。層厚は10 ～ 30㎝である。

　第４層は褐色のソフトローム層で，火山ガラス粒子を微量含み，粘性・締まりともに強い。姶良Ｔｎ火山灰

（ＡＴ）を含む層と考えられる。層厚は12 ～ 28㎝である。

　第５層は暗褐色のハードローム層で，粘性・締まりともに強い。第Ⅱ黒色帯に相当すると考えられる。層厚

は20 ～ 42㎝である。

　第６層は褐色のハードローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚は24 ～ 58㎝である。

　第７層は暗褐色のハードローム層で，粘性・締まりともに極めて強

い。層厚は26 ～ 52㎝である。

　第８層は褐色のハードローム層で，粘性・締まりともに強い。層厚

は10 ～ 30㎝である。

　第９層は褐色のハードローム層で，粘性・締まりともに極めて強い。

層厚は48 ～ 64㎝である。

　第10層はにぶい黄褐色の粘土層で，粘性・締まりともに極めて強い。

層厚は20㎝以上あり，下層が未掘のため，本来の厚さは不明である。

　遺構は，第３層上面で確認した。

第４章　島名ツバタ遺跡

第170図　基本土層図
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第171図　島名ツバタ遺跡調査区設定図第171図　島名ツバタ遺跡調査区設定図

平成16・17年度調査
「第282集」

報告終了調査区 平成18年度報告調査区
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第３節　遺構と遺物

１　古墳時代の遺構と遺物

　 　古墳時代の遺構は，竪穴住居跡４軒，土坑１基が確認された。遺構は，標高22ｍほどの台地平坦部に位置

している。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

　⑴　竪穴住居跡

第70号住居跡（第173 ～ 175図）

位置　調査区北部のＡ５g7区で，標高22.4ｍの台地の平坦部に位置している。

第173図　第70号住居跡実測図第173図　第70号住居跡実測図
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第174図　第70号住居跡・出土遺物実測図
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規模と形状　長軸5.70 ｍ，短軸4.60 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－17°－Ｗである。壁高は18 ～ 36 ㎝で，外傾

して立ち上がっている。

床　平坦で，炉の周りを中心に踏み固められている。各コーナー部は床面より20 ～ 30㎝ほど不定形に掘り込ま

れ，ロームブロックを含む褐色土を埋土して貼床している。

炉　４か所。炉１は北壁寄りに位置し，炉２は東壁寄り，炉３及び炉４は中央部より西壁寄りに位置している。

いずれも床面をわずかに掘りくぼめた地床炉で，炉床は赤変硬化している。

ピット　深さ30㎝で南壁際に位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。

貯蔵穴　南壁の中央部際に長楕円形状に設けられている。底面はほぼ平坦で深さ20㎝である。覆土は２層から

なり，土質及び堆積状況から自然堆積と考えられる。

覆土　11層からなり，レンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。

遺物出土状況　土師器片335点（坏43，椀４，無頸壺17，小形壺１，壺３，甕267），石製品５点（勾玉１，臼玉４），

鉄製品１点（手鎌）のほか，流入したとみられる石器１点（石核）が出土している。397は東壁際，398は北西部，

399は南東部，Ｑ372及びＱ373は南西部の床面，Ｑ370及びＭ12は北東部の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土遺物から５世紀後葉と考えられる。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，締まり強い
４　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，締まり強い

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量 ２　暗　褐　色　ロームブロック中量

土層解説
１　黒　褐　色　焼土ブロック・ローム粒子少量
２　黒　褐　色　ローム粒子少量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量

４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量 
５　暗　褐　色　ロームブロック中量
６　暗　褐　色　ロームブロック微量

第175図　第70号住居跡出土遺物図
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第71号住居跡（第176・177図）

位置　調査区北部のＡ５j4区で，標高22.3ｍの台地の平坦部に位置している。

重複関係　中央部を第162号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸6.00 ｍ，短軸4.40 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－15°－Ｗである。壁高は15 ～ 25 ㎝で外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，炉の周囲を中心に中央部が踏み固められている。南壁西寄りには，出入り口施設と考えられる馬

蹄形状の高まりが見られる。また，南西コーナー部の貯蔵穴周囲にも高まりが見られる。

炉　３か所。炉１は北壁寄り，炉２は中央部，炉３は中央部より西壁寄りにそれぞれ位置している。いずれも

地床炉で床面を５～ 10㎝掘りくぼめており，炉床は赤変硬化している。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ12 ～ 40㎝であり，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ15㎝で性格

は不明である。Ｐ４は深さ20㎝で南壁際に位置しており，周囲に馬蹄形状の高まりを持っていることから，出

入り口施設に関連すると考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に設けられ出入り口施設に接している。底面はほぼ平坦で深さ30㎝である。覆土は３

層からなり，土質及び堆積状況から自然堆積と考えられる。

炉土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，締まり強い
４　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，締まり強い

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック少量
２　暗　褐　色　ロームブロック中量

３　褐　　　色　ロームブロック中量

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

397 土師器 坏 ［11.8］ （4.8） － 長石・石英・
雲母 赤 普通 口辺部内・外面横ナデ　焼成前穿孔２か

所　体部外面ヘラ削り 床面 30％ 

398 土師器 無頸壺  8.2  7.8 3.8 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 床面 60％  PL50

399 土師器 無頸壺［5.0］ （8.1） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り後ヘラ磨き 床面 20％     

400 土師器 小形壺 －  （4.2） 3.8 長石・赤色粒
子 浅黄橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土下層 30％

401 土師器 壺 －  （1.9） 6.1 長石・石英・雲
母・赤色粒子 暗灰黄 普通 底部内面ヘラ磨き 覆土下層 10％ 

402 土師器 甕 16.2 （11.9） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部外面横ナデ　体部外面ヘラ削り　

内面ヘラナデ後ヘラ削り 覆土下層 30％  PL50

403 土師器 甕 －  （4.4） 6.1 長石・石英・
赤色粒子 浅黄橙 普通 内・外面ヘラ削り 覆土下層 20％ 

404 土師器 甕 － （17.4） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子

にぶい
黄橙 普通 体部内・外面ヘラ削り　体部外面砥石転

用痕 覆土中 20％

第70号住居跡出土遺物観察表（第174・175図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q370 勾玉 2.4 1.5 0.5 2.0 滑石 表裏両面とも丁寧な研磨  上部に穿孔　孔径0.10 覆土下層 PL50

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q371 臼玉 0.6 0.2 0.2 1.7 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL50

Q372 臼玉 0.6 0.3 0.2 2.0 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL50

Q373 臼玉 0.6 0.3 0.2 2.1 滑石 側面は太鼓状　両面研磨　一方向からの穿孔 床面 PL50

Q374 臼玉 0.6 0.3 0.2 2.1 滑石 側面は太鼓状　両面研磨　一方向からの穿孔 炉 1覆土中 PL50

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 　備考

M12 手鎌 7.0 1.8 0.2 8.2 鉄 刀身中央部一部破損 覆土下層 PL50
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第176図　第71号住居跡実測図
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覆土　９層からなる。黒褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況　土師器片223点（坏74，壺11，甕138），石製品１点（臼玉）が出土している。405は出入り口ピッ

ト脇，408は西壁付近の床面，Ｑ375は炉１の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土遺物から５世紀後葉と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　黒　褐　色　ロームブロック微量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子少量 
５　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

６　暗　褐　色　ロームブロック少量
７　褐　　　色　ロームブロック少量，粘性強
８　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
９　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，締まり弱い

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

405 土師器 坏 13.4 5.1 4.0 長石・石英・
赤色粒子 赤 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削り 床面 60％  PL51

第71号住居跡出土遺物観察表（第176図）

第177図　第71号住居跡出土実測図
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第72号住居跡（第178・179図）

位置　調査区北部のＡ５j7区で，標高22.3ｍの平坦な台地上に位置している。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

406 土師器 壺 ［18.0］ （4.5） － 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頚部内面ヘラナ

デ 覆土中 5％ 　

407 土師器 壺 －  （2.2） 7.6 長石・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土下層 5％ 

408 土師器 甕 15.7 （19.0） － 長石・石英・雲
母・赤色粒子 にぶい橙 普通

口辺部外面横ナデ後ヘラ削り　内面ヘラ
ナデ後横ナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラ
ナデ　砥石転用痕　内面ヘラナデ

床面 60％  PL51

409 土師器 甕 ［18.0］（15.4） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ　頸部内面指頭押圧痕 覆土下層 20％

410 土師器 甕 －  （7.4） 8.4 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　体部下端工具痕　体

部内面ヘラナデ 覆土下層 20％

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q375 臼玉 0.6 0.2 0.2 1.7 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 炉１覆土中

第178図　第72号住居跡実測図第178図　第72号住居跡実測図
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規模と形状　長軸5.40ｍ，短軸5.20ｍの方形で，主軸方向はＮ－17°－Ｗである。壁高は40㎝ほどで，外傾して

立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側及び貯蔵穴の周囲が踏み固められている。幅15㎝，深さ10㎝ほどの壁溝が全周して

いる。

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ４は，深さ50 ～ 80㎝で配置から主柱穴と考えられる。Ｐ５は深さ22㎝で南壁際に

位置していることから，出入り口施設に関連すると考えられる。Ｐ６は深さ50㎝であるが性格は不明である。

貯蔵穴　南西コーナー部に設けられており，深さ50㎝で底面はほぼ平坦である。覆土は２層からなり，土質及

び堆積状況から自然堆積である。

第179図　第72号住居跡・出土遺物実測図
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覆土　９層からなる。褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況　土師器片88点（坏27，坩１，甕59，甑１），石製品１点（臼玉）が出土している。貯蔵穴内か

ら411・412がそれぞれ重なって出土している。Ｑ376は北西部の覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から５世紀後葉と考えられる。

第73号住居跡（第180 ～ 182図）

位置　調査区北部のＡ６j1区で，標高22.3ｍの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　東側が調査区域外に延びているため遺構全体の確認はできなかったが，長軸5.70ｍ，短軸は5.20ｍ

ほどが確認された。確認された壁や柱穴の状況から，主軸方向はＮ－35°－Ｗの長方形を呈すると考えられる。

壁高は35 ～ 45㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側及び貯蔵穴の東側を中心に踏み固められている。

炉　１か所。北壁寄りに位置している。床面を10㎝ほど掘りくぼめた地床炉で，炉床は３か所確認され赤変硬

化している。

ピット　３か所。深さ55 ～ 60㎝で配置から主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に設けられ，底面はほぼ平坦で深さ45㎝である。覆土は３層からなり，土質及び堆積

状況から自然堆積と考えられる。

覆土　６層からなり，黒褐色土や暗褐色土で埋め戻された後に自然堆積したものと考えられる。

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子少量，しまり弱い ２　褐　　　色　ローム粒子中量，しまり弱い

土層解説
１　褐　　　色　ロームブロック中量
２　黒　褐　色　ロームブロック微量
３　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
４　褐　　　色　ローム粒子中量
５　褐　　　色　ローム粒子多量，締まり強い

６　暗　褐　色　ロームブロック少量
７　暗　褐　色　炭化物・ローム粒子微量
８　黒　褐　色　ローム粒子微量，締まり弱い
９　暗　褐　色　ローム粒子少量，締まり弱い

炉土層解説
１　にぶい赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，しまり強い
２　暗　褐　色　 焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量，

しまり強い

３　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量，しまり強い

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック微量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量

３　暗　褐　色　ロームブロック少量

土層解説
１　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量
２　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
３　褐　　　色　ローム粒子中量

４　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化物少量，しまり弱い
６　暗　褐　色　ロームブロック微量，しまり弱い

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

411 土師器 坩 － （14.0） 4.5 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラナ

デ 貯蔵穴内 90％  PL52

412 土師器 甕 15.6 28.2 9.1 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通

口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ磨
き　下部ヘラ削り　体部内面ヘラナデ　
頚部内面指頭圧痕

貯蔵穴内 95％  PL52

413 土師器 甑 －  （5.0）［6.1］ 長石・白色粒子・赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中 5％

第72号住居跡出土遺物観察表（第179図）

番号 種別 径 厚さ 孔径 重量 材質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q376 臼玉 0.6 0.2 0.2 1.8 滑石 片面研磨　一方向からの穿孔 覆土中
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第180図　第73号住居跡実測図
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第181図　第73号住居跡出土遺物実測図
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遺物出土状況　土師器片564点（坏133，坩22，高坏３，壺61，甕339，甑６）が出土している。414・416は貯蔵穴，

422は西壁際の覆土下層から出土している。

所見　床面の炭化材や焼土の出土状況から焼失住居と考えられる。時期は，出土遺物から５世紀後葉と考えら

れる。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備考

414 土師器 坏 14.2  5.0 2.3 長石・石英・雲
母・赤色粒子 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部横

ナデ　下部ヘラ削り 貯蔵穴内 95％

415 土師器 坏 ［14.5］  5.4 5.0 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラ磨き 床面 45％          

416 土師器 坏 14.7  5.6 5.5 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り 貯蔵穴内 75％  PL53

417 土師器 坏 ［13.3］  5.3 4.8 長石・石英・赤
色粒子，細礫 赤 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面上部横

ナデ　下部ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土下層 40％

418 土師器 坩  8.3 12.6 4.6 長石・石英・雲
母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部内・外面ヘ

ラ削り　頚部内面指頭圧痕 覆土下層 80％  PL53

419 土師器 高坏［20.9］ （6.4） － 長石・石英・
雲母 明赤褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　坏部多方向のヘ

ラナデ　内面横方向のヘラナデ 貯蔵穴内 15％

420 土師器 無頸壺［7.0］ （4.2） － 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　焼成前穿孔２か

所　頸部内面指頭押圧痕 床面 20％

421 土師器 壺 －  （8.4） － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面横方向のヘラナ

デ　輪積み痕 床面 30％

422 土師器 甕 ［13.3］ 17.0 4.8 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ　頚部内面指頭圧痕 覆土下層 65％  PL53

423 土師器 甕 ［13.0］ （7.7） － 長石・石英 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面多方向の
ヘラナデ　内面輪積み痕・横方向ヘラナデ 覆土下層 10％

424 土師器 甕 － （18.1） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 頸部内・外面横ナデ後ヘラミガキ　体部外

面ヘラ削り後ヘラミガキ　内面ヘラナデ 覆土下層 40％

425 土師器 甕 －  （3.1） 7.5 長石・石英・雲
母・赤色粒子 浅黄橙 普通 体部下端外面縦方向のヘラ削り　内面ヘ

ラ削り 覆土下層 10％

426 土師器 甕 －  （4.4） 7.6 長石・石英・白色
粒子・赤色粒子 橙 普通 体部内・外面ヘラ削り 貯蔵穴内 5％

427 土師器 甑 ［20.8］ 13.0 ［6.4］ 長石・石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削
り　内面輪積み痕・横方向ヘラナデ 覆土下層 20％

第73号住居跡出土遺物観察表（第181・182図）

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面壁溝

内　　部　　施　　設
覆土 主な出土遺物

 備考

（時期・旧→新）主柱穴 出入口 ピット 貯蔵穴 炉

70 Ａ５g7 Ｎ－ 17°－Ｗ 長方形 5.70 × 4.60 18 ～ 36 平坦 － － 1 － 1 4 自然
土師器（坏，椀，無頸壺，小形壺，
壺，甕），石製品（勾玉，臼玉），
鉄製品（手鎌）

5世紀後葉

71 Ａ５j4 Ｎ－ 15°－Ｗ 長方形 6.00 × 4.40 15 ～ 25 平坦 － 3 1 1 1 3 人為 土師器（坏，壺，甕），石製品（臼玉）
5世紀後葉
本跡→SK-162

表15　古墳時代住居跡一覧表

第182図　第73号住居跡出土遺物実測図第182図　第73号住居跡出土遺物実測図

424
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　⑵　土坑

第162号土坑（第183 図）

位置　調査区西部のＡ５j4区で，標高22.1ｍの台地の平坦部に位置している。

重複関係　第71号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1.50ｍ，短軸1.20ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－59°－Ｅである。深さは25㎝で，壁はや

や外傾して立ち上がり，底面はほぼ平坦である。

覆土　５層からなる。黒褐色土や暗褐色土がブロック状に堆積し，埋め戻された状況を示している。

遺物出土状況　土師器片９点（壺３，甕６）が覆土上層から中層を中心に出土し，428・429は覆土上層から出

土している。

所見　時期は，出土遺物から５世紀後葉以降と考えられる。

土層解説
１　黒　褐　色　ローム粒子少量
２　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

４　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
５　暗　褐　色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）

壁高

（㎝）
床面壁溝

内　　部　　施　　設
覆土 主な出土遺物

 備考

（時期・旧→新）主柱穴 出入口 ピット 貯蔵穴 炉

72 Ａ５j7 Ｎ－ 17°－Ｗ 方形 5.40 × 5.20 40 平坦全周 4 1 1 1 － 人為 土師器（坏，坩，甕，甑），石製品（臼玉） 5世紀後葉

73 Ａ６j1 Ｎ－ 35°－Ｗ［長方形］　5.70 ×（5.20）35 ～ 45 平坦 － 3 － － 1 1 自然 土師器（坏，坩，壺，甕，甑） 5世紀後葉

第183図　第162号土坑・出土遺物実測図第183図　第162号土坑・出土遺物実測図

429428

A 22.4m A′

Ｂ

A

Ｂ
′

428429
A′

Ｂ
′

42
8

42
9

Ｂ

4

2
3

1

5

5

SI71



－235－

４　その他の遺構と遺物

　⑴　土坑（第184図）

　　 　今回の調査で，時期が明確でない土坑11基が確認された。以下，確認された遺構の実測図を記載する。

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 手　法　の　特　徴 出土位置 備考

428 土師器 壺 ［16.8］ （4.9） － 長石・石英・
雲母 にぶい橙 普通 口辺部内・外面横ナデ　頸部内面指頭押

圧痕 覆土上層 5％

429 土師器 甕 17.8 （25.9） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 口辺部内・外面横ナデ　体部外面ヘラ削

り内面ヘラナデ　頚部内面指頭圧痕 覆土上層 40％  PL51

第162号土坑出土遺物観察表（第183図）

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　模

壁面底面覆土 主な出土遺物 備考・重複関係
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（㎝）

151 Ａ５h5 － 円形 0.80 × 0.80 20 緩斜皿状自然 土師器片

152 Ａ５h0 Ｎ－ 55°－Ｅ 長楕円形 1.45 × 0.80 12 緩斜皿状自然 土師器片

153 Ａ５j9 － 隅丸方形 0.55 × 0.55 20 緩斜皿状自然 土師器片

154 Ｂ５a6 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 1.20 × 0.70 20 緩斜平坦自然 土師器片

155 Ｂ５b6 Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 0.95 × 0.55 45 外傾皿状自然

156 Ｂ５c7 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 0.85 × 0.55 45 外傾皿状自然 土師器片

157 Ｂ５b7 Ｎ－ 15°－Ｗ 楕円形 0.55 × 0.45 30 緩斜皿状自然

158 Ａ５i8 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.45 × 0.35 25 緩斜皿状自然

159 Ａ５c9 － 円形 0.40 × 0.40 20 緩斜皿状自然

表16　その他の土坑一覧表

第184図　その他の土坑実測図
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　⑵　遺構外出土遺物（第188図）

　　 　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物のうち，特徴的なものを抽出して記載する。なお，解説は遺

物観察表で示した。

番号 種　別 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　　　徴 出土位置 備考

Q377 剥片 3.5 4.2 0.9 10.5 チャート 横長剥片　上部に礫面の打面を残す　背面に前段
階の剥離痕を有する SI71 覆土中

Q378 石核 2.6 2.4 1.1  4.9 黒曜石 打面転移しながら小形剥片を剥離させる　最終
作業面は側縁 SI70 覆土中

Q379 石鏃 2.0 1.8 0.4  0.8 チャート 凹基無茎鏃　両面剥離調整により三稜を有する SI71 覆土中

遺構外出土遺物観察表（第185図）

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　模

壁面底面覆土 主な出土遺物 備考・重複関係
長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（㎝）

160 Ａ５c9 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.90 40 緩斜平坦自然 土師器片

161 Ａ５j4 Ｎ－ 25°－Ｗ 楕円形 1.15 × 1.00 40 外傾平坦自然 土師器片

第185図　遺構外出土遺物実測図

Q377

Q378

Q379
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第４節　ま　と　め

　昭和57年度，平成13年度調査分を合わせてこれまで確認した遺構は，竪穴住居跡73軒，方形周溝墓３基，古

墳１基，陥し穴１基，土坑162基，方形区画溝１条，溝跡５条，炭焼き窯跡１基，ピット群４か所である。そ

のうち，今回の調査では古墳時代の竪穴住居跡４軒，土坑１基，時期不明の土坑11基を確認した。ここでは，

これまでの調査の成果を踏まえながら，古墳時代中期の集落の概要についてまとめてみたい。

１　古墳時代における集落の様相

　 　本遺跡は，古墳時代中期から後期にかけての集落跡を中心とする複合遺跡であることが確認されている。

遺跡全体の中で，今回確認された古墳時代の竪穴住居跡４軒がどのような役割を持つものかについて検討し

てみたい。

　 　前回の報告１）における時期区分の中では，古墳時代中期後葉を３段階に細分している。樫村宣行氏らの編

年２）を基準にすると，第１段階は第Ⅱ期と第Ⅲ期にまたがる時期，第２段階は第Ⅲ期，第３段階は第Ⅳ期に

相当すると考えられる。前回までの調査では，古墳時代中期の住居跡49軒のうち第１段階８軒，第２段階40

軒，第３段階１軒と，圧倒的に第２段階が占めている。実年代は，第１段階を５世紀後葉の古段階，第２段

階を５世紀後葉の新段階，第３段階を５世紀末葉の時期に比定している。

　 　今回の調査で確認された４軒の住居跡について，出土土器からいずれも第２段階に該当し，４軒の住居跡

は，長軸４～７ｍの中形住居に区分できる。

　 　本遺跡における中形住居の特徴は，主柱穴が４か所のものが半数ほどであること，円形または楕円形の貯

蔵穴を南壁際にもち，炉は北壁寄りに位置しているといった傾向が前回の報告の中で述べられている。これ

らの点は，今回確認された４軒の特徴に当てはまり，出土遺物の形状などからも，４軒は第２段階（５世紀

後葉の新段階）に該当すると考えられる。

　 　今回までに確認された集落の広がりを検討すると，当遺跡における第２段階の集落は，第１号住居跡を中

心として南北にまとまって広がっていることが確認され，またこれとは別に，今回の４軒と既に報告されて

いる第６号住居跡を含めたまとまりが，北東方向に広がることが確認された。

２　石製模造品と集落の関わり

　 　前回の報告の中で，古墳時代中期の竪穴住居跡49軒中30軒から，300点を超える臼玉などの石製模造品が

出土している。樫村宣行氏は牛久市ヤツノ上遺跡の集落について，「住居から細かく破砕された須恵器や臼

玉が床面にばらまかれた状態で出土し，住居跡のほとんどは，人為堆積である。集落廃絶に伴う土地神に対

する祭祀が行われた可能性がある。」と指摘している３）。さらに，前回の報告の中でも，「集落廃絶に伴う祭

祀行為があったことが想定される。」と述べられている。

　 　今回の調査における４軒の住居跡中の３軒から臼玉や勾玉が出土している。自然埋没した第70号住居跡は

炭化材の出土などから焼失したものと考えられ，臼玉４点のうち１点は炉１の覆土，他は床面付近から出土

し，勾玉１点もほぼ床面から出土し，祭祀行為の痕跡をとどめていると考えられる。第71号住居跡は人為堆

積と考えられ，炉の覆土から臼玉１が出土している。第72号住居跡も人為堆積で，北西部床面から臼玉１点

が出土している。この２軒は焼失住居ではなく，第73号住居跡は明らかに人為堆積の焼失住居であるが，臼

玉等は確認されていない。

　 　これらの状況から，今回確認された４軒の住居跡の中で，少なくとも第70号住居跡は，住居廃絶に伴う祭

祀行為が行われた可能性が想定されるが，その祭祀行為の意味については不明である。
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第21号住居跡炉完掘状況・土層断面・出土遺物
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第49号住居跡・第181号土坑出土遺物
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PL 8

第１号炉穴完掘状況 第２号炉穴完掘状況

第50号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物

TP16 TP17



PL 9

第１号陥し穴完掘状況 第２号陥し穴完掘状況

第３号陥し穴完掘状況，出土遺物
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第128号土坑遺物完掘状況 第163号土坑遺物完掘状況

第164号土坑遺物完掘状況 第183号土坑出土遺物
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PL 11

第183号土坑遺物完掘状況，出土遺物
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PL 12

第１号住居跡遺物出土状況，出土遺物
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PL 13

第２号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物

19 17

14



PL 14

第４号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物

32 29



PL 15

第５号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物

33 49



PL 16

52

53

第６号住居跡遺物出土・掘り方完掘状況，出土遺物



PL 17

第７号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物

Q272～Q282

63

59



PL 18

71 72

第10号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 19

79

81 84

第11号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 20

90 95

第12号住居跡遺物出土状況，出土遺物



PL 21

126111

第13号住居跡完掘・掘り方完掘状況，出土遺物



PL 22

140 142

第14号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 23

145

146 159

第15号住居跡完掘・掘り方完掘・竃遺物出土状況，出土遺物



PL 24

165

169 162

第16号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 25

172

176 178

第18号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL26

185 192

第20号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 27

203 202

第22号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 28

第24号住居跡完掘状況

第23号住居跡遺物出土状況



PL 29

第26号住居跡完掘・遺物出土状況



PL 30

219 222

第27号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 31

第29号住居跡完掘状況

第28号住居跡完掘状況



PL 32

245DP13～DP85

第30号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 33

246

第31号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 34

第35号住居跡・第198号土坑遺物出土状況

第32号住居跡完掘状況



PL 35

252 253

第33号住居跡遺物出土状況，出土遺物



PL 36

257

第34号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 37

第36号住居跡
完 掘 状 況

第37号住居跡
完 掘 状 況

第39号住居跡
完 掘 状 況



PL 38

270

269

271

第38号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 39

282

第40号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 40

284

285 286

第41号住居跡遺物出土状況，出土遺物



PL 41

288

291

294

第42号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 42

298

300

第43号住居跡完掘・竃遺物出土状況，出土遺物



PL 43

第44号住居跡
完 掘 状 況

第45号住居跡
完 掘 状 況

第46号住居跡
完 掘 状 況



PL 44

314 316

第47号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 45

第48号住居跡完掘・遺物出土・掘り方完掘状況



PL 46

339 Q306

第40・50号土坑完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 47

356

第49号土坑完掘状況 第49号土坑遺物出土状況

第63号土坑完掘状況 第63号土坑遺物出土状況

第129号土坑遺物完掘状況 第167号土坑遺物完掘状況

第１号火葬墓遺物出土状況 第１号火葬墓出土遺物



PL 48

第11・13～15・27・29・30・32号住居跡・第49号土坑・遺構外出土遺物

Q310 Q318

Q311 Q309

Q312

Q313

Q316

Q308

Q319

Q320

Q321 Q317

Q324 Q323 Q322

DP7 DP6
DP12 DP8

Q288 Q289 Q292 Q296 Q299 Q307

Q283

Q325



PL 49

出土石器類

Q308

Q311

Q236 Q235 Q310
Q40

Q309 Q39 Q312 Q41

Q318 Q313
接合資料６（Q27＋Ｑ28）

Q237接合資料12
（Q240＋Ｑ241）

Q42

接合資料１（Q1～Ｑ9）

接合資料２（Q10～Ｑ19）



写　 真　 図　 版

島名ツバタ遺跡



PL 50

398

402
M12

Q371 Q372

Q373 Q374
Q370

第70号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL51

405

429408

第71号住居跡・第162号土坑完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 53

418 422

416

第73号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物



PL 52

411 412

第72号住居跡完掘・遺物出土状況，出土遺物
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